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騎士団ノ掟

～勇者の心構え～





一、力に驕らず油断せずに戦うべし

一、勇猛果敢に、されど引き際を見誤るべからず

一、共に戦う仲間と助け合うことを忘れるべからず








第一話　前兆！　嵐の前の静けさ!!　の巻









　魔王軍に対抗するため、かつて書状を渡した四王国と会談を行うことになった僕達は、魔導都市ルクヴィスを再び訪れることになった。

　ルクヴィスでは、獣人のキリハやキョウ、ハルファさん達と再会したが、サマリアール王国からは王女であるエヴァ、そして王であるルーカス様が直々に会談に来ていることに驚いた。

　カームへリオ王国のナイア王女にカイル王子、ニルヴァルナ王国のハイドさんといった各王国の代表者との会談が何事もなく終わろうとしていたとき、リングル王国から魔王軍の偵察隊の姿を確認したという知らせが舞い込んできた。

　その知らせを受けた僕達は、すぐさまリングル王国へと帰還することになったのだった。





　　　　＊＊＊






　ルクヴィスから馬車を走らせ、リングル王国に戻ってきた僕達。

　途中でアマコを下ろしたあと、僕達は王城でロイド様とセルジオさんから今日の事の次第を聞くことになった。

「急きゅう遽きょ帰還させることになってしまって、すまなかった。今の時点で確認できたのは、偵察隊の動きのみではあるが、魔王軍に動きがあったことは確かだ。今のうちに会談で決定した内容を含め、他国との連携を強めた上で、いつでも戦力を集められるように備えておく必要がある」

　魔王軍に動きが見られたという時点で、緊急事態なのは僕でも分かる。

　会談で話がまとまったあとだったのは不幸中の幸いだった。

　魔王軍の動きを確認できたのがあと少し早かったら、連携を取るのがかなり遅れてしまっていたかもしれないからだ。

「いつ魔王軍の進軍が確認できるかは分からない。スズネとカズキは、いつでも出撃できるよう準備を整えておいてくれ」

「「はい！」」

　先輩とカズキの返事に頷うなずいたロイド様は、僕へ視線を向ける。

「ウサトは、一いっ旦たんローズのいる救命団へと戻った方がいいだろう。あやつもお主が戻ってくるのを待っているだろうからな」

「はい！」

　まずは、ローズの指示を仰ぐ方が先か。

　それからロイド様はウェルシーさんとシグルスさんに今後についての指示を出し、一旦その場で解散となった。
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「……僕にとっては二度目の戦いか」

　救命団の宿舎へと続く道を歩きながら、前回の戦いを振り返る。

　一度目の戦いではなんとか生き延びられたけれど、それでもアマコの予知魔法がなければ確実に負けていた。

「前回と違うのは、戦うのはリングル王国だけじゃないってことか」

　サマリアール王国、カームへリオ王国、ニルヴァルナ王国の三王国が、一緒に戦ってくれる。

　今回の魔王軍の戦力がどれほどのものかは分からないけれど、かなり心強い。

　そんなことを考えていると、後ろから複数の足音が近づいていることに気付く。

　振り返ると、大人でも泣きだすくらい恐ろしい強こわ面もての男達が、並んでこちらに走ってきていた。

「お、ウサト。テメェ、帰ってきてやがったか」

　強面の一人、トングが僕に声をかけてくる。

「ああ。本当はもっとあとの予定だったんだけど、急いで帰ってきたんだ」

　救命団の黒服。

　彼らは戦場で傷ついた者を助け出し、治癒魔法使いのいる場所にまで運ぶ役割を担っている。

　顔こそ怖いが、悪いやつらではない。

「お前らは走り込みか？」

　僕の言葉に強面共が頷く。

「おう。魔王軍が来るとなっちゃあ、こっちも本腰を入れなきゃなんねぇからな」

「怪我人を連れてくることが俺達の役割だからなぁ」

「どさくさに紛れて掻かっ攫さらわなきゃならねぇしな」

「ヒヒッ、足が速けりゃ捕まんねぇぜ」

「ま、俺達もやるべきことはやらなけりゃな。やるならとことん、だ」

　それぞれが言っていることは正しいのだけど、こいつらが言うと別の意味に聞こえるのは気のせいだろうか？

「しかしなぁ……」

「ん？　なんだよ？」

　じろりと僕を見たトングに首を傾かしげる。

「いや、思えばあのクソガキが副団長とはな」

「最初は俺達を見て泣きべそかいてたくせによ」

「ははは、だってお前ら顔がバケモンじゃん。〝普通〟の人間なら怖いと思うよ」

「「あ？」」

　剣けん呑のんな声を漏らし、互いに睨にらみ合う。

　数秒ほどして肩の力を抜いた僕達は、宿舎の方を向く。

「こんなことしてる場合じゃないよね……」

「そうだな。姉御に見つかるとボコボコにされるしな。俺達は訓練に戻るとするわ。じゃ、またあとでな」

「おーう」

　今はこんなことしてる場合じゃない。

　それをこの強面達も分かっているのか、素直に頷き訓練に戻っていった。




　そのまましばらく歩いていくと、ようやく救命団の宿舎が見えてくる。

「さて、団長は宿舎にいるだろうか……ん？」

　宿舎が見えると同時に、救命団の訓練服を身に着けた黒髪赤目の少女がこちらに駆けてくる姿が視界に入る。

「ウサトぉー！」

「お、ネアか……あれ？」

　なんだ？　すごい笑顔だな……。

　まるで初めて会った頃の村娘を演じていたときに戻ったような、満面の笑顔を浮かべるネアを疑問に思っていると、大きく手を広げた彼女は勢いよく僕に抱きついてきた。

　倒れないように後ずさりしながら、彼女を受け止める。

「うぉ!?」

「貴方あなたに会いたかった！　すごく！」

「……大丈夫？　どこか具合でも悪いの？」

「は!?」

　真顔になり、額に青筋を浮かべるネア。

　しかしそれも一瞬だけで、すぐに自然な笑みを浮かべる。

　彼女らしからぬ行動に、変な下心よりも心配する気持ちの方が勝ってしまう。

　もしかして、救命団の訓練のせいで性格が反転してしまったのだろうか？

「ふ、ふふ。ものすごく元気よ。だって──」

　僕から離れたネアの笑顔は、いつもの悪そうなものへと変わる。

　それと同時に、自分の体が動かないことに気付く。

　見れば、体には見覚えのある魔術の文様が浮かび上がっているではないか。

「拘束の呪術？　え、なんで？」

　訳の分からない状況に首を傾げていると、ネアは思いっ切り助走をつけて飛び蹴りを放ってきた。

「私をこの地獄に置いていった貴方に、仕返しができるからよォォ!!」

　僕はネアの飛び蹴りが当たる前に足を半歩開き、腹に力を入れ腹筋を固める。

「むん！」

「へぶぅ!?」

　僕の腹部にネアの蹴りが激突するが、そのまま跳ね返されたネアが地面に落ちる。

「へ？　な、何、今の？　壁？」

「フッ。甘いな、ネア。その程度の蹴りで僕の腹筋を貫けると思ったのか？」

　唖あ然ぜんとするネアにちょっとカッコつけながらそう言い放つと、彼女は悔しそうにうずくまった。

「うわぁーん！　この化け物、動きを封じても化け物のままぁ！」

　この子、どれだけ僕に一泡吹かせたかったの？

　上半身に力を入れて拘束の魔術を破壊した僕は、ネアに手を差し出し彼女を立たせる。

「ただいま、ネア」

「……うん」

　ふて腐れながらこくりと頷き、フクロウに変身して僕の肩の上に乗るネア。

　そんな彼女に苦笑しながら、救命団の宿舎へと歩を進める。

　どうやら訓練でおかしくなったというわけではなく、単に僕に仕返ししようとしていただけのようだ。

　しかし、ネアも結構動けるようになってたなぁ。僕には通じなかったけど、蹴りの威力も悪くはなかった。

　ローズの訓練のおかげかな？

　まあ、この子は人間ではなく魔物だから元々ポテンシャルは高いのだろう。今までそれを鍛える機会がなかっただけだろうし。

「僕がいない間、何かあった？」

「特に何もなかったわよ。私が死ぬほど走らされたこと以外は」

「いつも通りか。訓練はどんな感じ？」

「ローズに魔力弾を避よけろとか言われて、延々と治癒魔法の魔力弾をぶつけられたわ」

　魔力弾を避けろ、か。

　懐かしいな。ルクヴィスでナックの回避力を鍛えるために、彼には何度も魔力弾を投げたものだ。

　あのときは着実に成長していくナックを見て、僕も嬉うれしくなったものだったなぁ。

「なるほど、回避を身につけるための訓練か。僕もナックにやったことあるから分かるよ」

「えぇ、まさかの同じ思考回路……。というより、子供相手にあれをやったの？」

　ドン引きしているネアだが、僕はローズがネアにその訓練をさせた理由を察することができた。

　ネアと僕が連携を取る上での弱点。それは、戦いの最中に僕がネアを守り切れなくなった場合、彼女自身がそれをなんとかしなければいけないこと。

　その弱点を、超高速の魔力弾を回避させる訓練を積ませることで克服させようとしたのだろう。

「訓練の成果はどうだった？」

「……当てる場所を教えてもらった上でなら、かろうじて何回か躱かわせたくらいよ」

「……ふむ」

　ローズの魔力弾の速さは尋常じゃない。

　それは、実際に模擬戦で戦った僕がよく分かっている。

　それを何回か避けられたということは、それなりの回避力が身についているということだ。

「ということは、君の動体視力は大分鍛えられているということだね。さすがは団長だ。ネアに足りない部分を的確に鍛えてくれた」

「さすがじゃないわよ！　もう何度吹っ飛ばされたことか！」

「ははは。治癒魔法の魔力弾だから、怪我はないよね？」

「心に傷を負ったわよ！」

　必死にそう訴えかけるネアと言葉を交わしつつ、宿舎の扉を開ける。

　その様子だと、精神面もまだ大丈夫そうに見えるけど。

「団長は？」

「……中にいるわ。魔王軍が来るってんで、色々とやることがあるんだって」

「確かに、やることは多そうだなぁ」

　今回の戦いは僕達がカバーしなければならない規模も大きいだろうから、前回と比べ勝手が違うかもしれないな。

　ネアの言葉に納得しつつ団長室の方へ進んでいこうとすると、食堂に通じる入り口から、角と褐色の肌が特徴的な魔族の少女、フェルムが難しい表情で出てきた。

　僕と視線が合った彼女は、ポカンとした表情を浮かべる。

「フェルム。ただいま」

「あ、おかえり……じゃない！　お前、帰ってきたのか！」

　前もそうだけど、挨拶はしっかり返してくれるんだな。

　こういうところは素直で、ちょっと和む。

　そのまま殴りかかってこようとするフェルムをいなしながら、荷物を自室に下ろす。

「それじゃ、団長に会いに行くか」

「やっぱり話すのは魔王軍のこと？」

「うん。というより、もうここにも伝わってたんだな」

　混乱を避けるためにあまり情報が出回らないようにしているとロイド様が言っていたので、ネアや強面達が魔王軍のことについて知っていることに地味に驚いた。

「何日か前にローズから知らされたわ。救命団って、リングル王国にとって重要な役割を果たしてるんでしょう？」

　ネアの言葉に頷く。

　救命団は戦場における騎士、兵士達の生命線でもある。

「僕達は戦場で、傷ついた騎士達を助けるために走らなくちゃならないからね。そのために、毎日厳しい訓練を行っていると言ってもいい」

　傷ついた人の命を繋つなぐため、戦場から連れ出す黒服。

　黒服が連れてきた負傷者を癒やす灰服。

　そして、戦場を駆け、その場で負傷者を癒やしていく白服。

「……僕も今のうちにできることをしなくちゃいけないな」

「え、何するつもり？」

「訓練。ひたすらに訓練だ」

「いつも通りじゃない」

　呆あきれたようにこぼすネアに、首を横に振る。

　確かにいつも通りの訓練も大事だけど、今度の戦いは前回とは明らかに違う。

　獣人の国で苦戦を強いられ、一時は命の危機にも陥ることになった魔王軍第二軍団長のコーガ。彼も次の戦争に出ると言っていた。

「いや、ここでしかできない……それも、団長がいてこそできる特訓をするべきだ。かなり苦労するだろうけど、僕にとって確実にプラスになるからね」

　ネアの「信じられない」といった視線も分かるが、戦いの前だからかどうにも不安なのだ。

　ルクヴィスで行った先輩とカズキとの模擬戦を通して、自分の力不足を自覚したという理由もあるけど、この次の戦いは一筋縄じゃいかないことを予感してしまっているからだ。

　だからこそ、僕には立ち止まっている暇なんてない。

「……そういえば、団長に訊ききたいことがあったんだったな」

　ようやく辿たどり着いた団長室を前にして、思い出す。

　会談に出発する前にローズが口にした『ネロ・アージェンス』という名前。

　ローズの右目に傷をつけたという、どう考えても物騒な実力を持つであろう魔族。

　あくまで憶おく測そくでしかないけれど、僕にはローズとネロ・アージェンスにただならぬ因縁があるように思えた。

「会談を終えた今なら、話してくれるのかな……」

「何を？」

「ん、いや、なんでもないよ。さ、入ろうか」

　曖昧な笑みと共にネアにそう返した僕は、団長室の扉を叩たたく。

「ウサトです」

『入れ』

　許可をもらってから団長室に入ると、机の上で書類に目を通しているローズの姿が視界に入りこんだ。

　書類に目を通しつつ手元の用紙に何かを書き込んでいる彼女の姿を、不覚にも意外だと思ってしまった。救命団の団長として事務仕事をしていることは知っていたけれど、実際にその場面をほとんど見たことがなかったからだ。

「団長、ただいま帰還しました」

「おう。言こと伝づてでだが、会談での話は聞いている。副団長として初の任務だったが、うまくやれたようだな」

「たくさんの人に助けられてしまいましたけどね。ははは……」

　副団長としての任務を全うできたかは、自分でも分からない。

　僕なりにやったと言いたいところだけど、今回の会談でも反省する点の方が多いのも事実だ。

　僕の言葉に手を止めてこちらを見たローズは、手元のペンを机に置いた。

「お前が訊きたいのは、魔王軍のことだな？」

「はい。魔王軍が来るまで、救命団はどのように動くんですか？」

　前回は急な進軍だったので、ウルルさんとオルガさんを含めた救命団員全員を招集したあと、すぐに戦場へ向かっていってしまったけど、そのときと比べれば時間がある分、こちらにも色々とできることはあるはずだ。

「城の騎士とは違い、魔王軍が本格的に動き出すまでこちらは大きく動かない。動くとすれば、他国の軍と合流するときだ」

「と、いうと？」

「来たるべき進軍に備えてろってことだ」

　そう言って、ローズがテーブルに置かれた書類を僕の前に滑らせた。

「これは？」

「お前が戻ってくる前に舞い込んできた計画書だ。見てみろ」

　書類を手に取り、文字に目を通す。

「救命団を補助する人員の派遣、ですか？」

「ああ、治癒魔法使いではないが、それぞれの国から医療に精通した者達が派遣されるって話だ。もちろん、それ以外に力仕事を請け負う人員もな」

「今回ばかりは、人手不足ですからね……」

　今回の戦いは、救命団にいる人員だけではカバーしきれないだろう。

　僕とローズ、黒服達はともかく、怪我人への対応を急がなくてはいけない灰服のオルガさんとウルルさんには多大な負担をかけてしまうだろう。

　二人の負担を減らすためには、彼らのサポートをしてくれる人員が必要だ。

「この話、受けるんですか？」

「ああ、そのつもりだ」

　ローズもそれを分かっているのか、僕が返した書類にサインのようなものをする。

「回復魔法だけじゃなく、薬草による技術的な処置も必要になる。誰彼構わず治癒魔法で完治させている余裕はないと考えてもいい」

「そう、ですね」

　治せる人の限界を考えなくてはならないってことだよな。

　一度目の戦いでも同じようなことを言われたけれど、今回はその重さが違うな。

「それに、私が動けなくなる可能性もあるからな。できる限りの備えはしておくべきだ」

「……」

　なんてことないようにそう呟つぶやいた彼女に、僕は返事をすることができなかった。

　この人は弱気なことは口にしない。だとすれば、その言葉通りローズが動けなくなる事態があるかもしれないということだ。

　そんな状況は想像したくもないけれど、そのときはもう一人の白服である僕が率先して動いていかなくちゃならない。

　そう考えていると、ローズが書類からこちらへと視線を向けてくる。

「お前から、副団長として何か意見はあるのか？」

「……そうですね、決定自体には異論はありません。ですが、魔王軍が来るまでにやっておきたいことは、いくつかあります」

「なんだ？」

「まずは水上都市ミアラークの女王、ノルン様に勇者の武器についての問い合わせの文書を送ることです」

　魔王軍との戦いにおいて、勇者の武器はきっと必要になるだろう。

　もし間に合わなかったら、それを前提とした戦い方を考えなければならないので、連絡は必須だ。

　ただし、送る相手が相手なので、ロイド様を通して国家間の正式な書面として送らなければならない。

「もう一つは、お時間があれば団長から直々にご指導をお願いしたいと思いまして」

「ほう。また痛い目にあうことになるぞ？」

「むしろ、望むところですよ。慣れっこですからね」

「フッ、いいだろう」

「ホ、ホゥ……」

　笑みを浮かべるローズに、肩のネアが怯おびえたような声を漏らす。

　訓練に近道なし。

　たとえボコボコにされようとも、その先に確かな成果があるのなら、やるしかない。

　内心で覚悟を決めていると、腕を組んで目を閉じたローズが何か考え込んでいることに気付く。

「団長？」

「……頃合い、か」

　沈黙のあとにそう呟いた彼女は、こちらを見る。

　その表情からは何を考えているのか窺うかがえないけれど、何か重要なことなのは朧おぼろげながら分かった。

「夕食後、もう一度団長室へ来い。話がある」

「え？　今じゃ駄目なんですか？」

　そう訊くと、ローズは書類の積まれた机を軽く叩いた。

「生あい憎にく、片付けなきゃならねぇ作業があってな。こっちが先だ」

「……分かりました」

　夜か。

　ローズに手傷を負わせた魔族、ネロ・アージェンスの話か、それとも別の話か、それは分からない。

　だけど、それは僕にとって重要な話になるだろうとうっすら予感はできた。






第二話　壮絶！　明かされる過去!!　の巻









　団長室を退出した僕とネアは、ブルーグリズリーのブルリンがいる救命団の宿舎へと足を運んでいた。

　目的は、ブルリンの様子を確認することだ。

　なんだかんだいって、今までこれほど長い間ブルリンと離れることはなかったので、彼が何かやらかしていないか心配だったのだ。

　一応、人を襲うようなことはしないと断言できるのだけど、寝ぼけた拍子に僕と間違えてナックの背中にのしかかってしまう可能性だってある。

　ネアによれば、これといった騒ぎは起こしていないらしいけれど……。

「ブルリン、大人しくしてたかー」

「グア？」

「きゅー」

「あ、ウサトさん」

　厩きゅう舎しゃには、ブルリンの他にナック、そして藁わらの束の上にちょこんと座っている黒いウサギ、ノワールラビットのククルがいた。

　ククルの姿を見て露骨に警戒しだしたネアはスルーするとして、この様子からナックもブルリンと仲良くやっていそうで安心した。

「おかえりなさい！　ウサトさん！」

「うん、ただいま。ブルリンは……大丈夫なようだね」

「はい。基本大人しいので、俺でも全然平気でした！」

「グアー」

　当然だ、と言わんばかりに一声鳴いたブルリンを撫なでていると、肩の上のネアが前触れもなく飛び上がった。

　何事かと思っていると、飛び上がったネアの代わりにククルが僕の肩に飛び乗ってきた。

　どうやらククルの突撃をネアが避けたようだ。

「ハッ、前までの私じゃないわ！　あんたのような性しょう悪わるウサギの攻撃なんて止まって見えるわ！　バーカ！　アーホ！」

　ネアは空を飛びながら、ククルへ向けてレベルの低い暴言を吐く。

「ネア、ウサギ相手に悲しくならない？」

「こいつの本性を知ったら、全然そうならないわね！」

　まあ、確かに平気で人を誑たぶらかしてくる悪魔みたいなウサギだけれども。

　一方のククルはネアの煽あおりなど毛ほども気にしていないのか、僕の頬ほおに頭をこすりつけている。

　可愛かわいい。

「キィィィ！　そこは私の場所よぉぉ！」

「きゅっ！」

　ネアの方は驚くべき煽り耐性のなさで、ククルへと突撃をかます。

　ククルはそれを察知して肩から飛び上がると、フクロウ状態のネアの背中を蹴って厩舎の入り口の方へと行ってしまう。

　背中を蹴られたネアは「ひゃ～」と情けない悲鳴を上げながら墜落（？）しそうになるが、その前に僕が両手で受け止める。

「大丈夫？」

「う、ぐ、あのウサギィィ……！　あったまきた！　もう許さない！」

　一瞬の光と共に黒髪赤目の少女の姿へと戻ったネアは、逃げていったククルを追って厩舎から出ていってしまった。

「……楽しそうでなにより、なのかな？」

　ククルも遊び相手ができてどことなく嬉うれしそう……な気がしないでもない。

　僕は積まれた藁の束に腰を下ろすと、ナックに話しかける。

「ルクヴィスでキリハ達と会ってきたよ。それに、ミーナにもね」

「！　そうですか。相変わらずだったでしょう？」

「なんというか……君もあの子も色々と大変だったんだなって思ったよ。関係がややこしいってレベルじゃなかったからね」

　学園で出会った同士ならまだしも、幼おさな馴な染じみっていうところが余計に関係をややこしくしているんだなって思った。

「まあ、俺もあいつも悪いところはありましたからね。あいつがやったことは簡単に許すことができませんが……それをじっくり考えている余裕は今のところないんで、保留にしている感じです」

　保留、か。

　部外者の僕が口出しするようなことでもないし、見守っていくべきだな。

「それはともかく、キリハさん達はお元気でしたか？」

「キリハもキョウも、君のことを気にかけていたよ」

「皆が……」

「手紙でも送ってあげたらどうかな？　アマコに頼めば、ルクヴィスにいるキリハ達にフーバードで届けられると思うけど」

「ぜひ！」

　ナックにとっても、キリハ達はかけがえのない友人に違いない。

　明るくそう答えた彼に微笑ほほえみながら、僕は立ち上がり軽く準備体操をする。

「さて、今日まで馬車での移動だったから、少し体を動かそうかな。ナックもどう？」

「ウサトさんがよければ、一緒に走りたいです！」

　魔王軍のことについてロイド様とローズから聞かされたせいか、どうにも体を動かしたくなってしまっている。

　本当はローズに休むように言われているけれど……まあ、無理をしすぎない程度なら怒られないよね？

　ついでに、いつの間にか惰眠を貪むさぼっているブルリンも起こそう。

　寝ぼけながらのっそりと起き上がったブルリンの背中を押しながら、ナックと共に宿舎の外へと出る。

　すると、外ではネアが息も絶え絶えな様子で地面に倒れ伏していた。

「はぁ、はぁ……この！　どきなさいったら！」

「きゅ、きゅー」

「何度もバカにしてぇ……！」

　頭の上でぴょんぴょんと跳ねて煽っているククルをネアが払いのけようとするが、ひらりと躱かわされ再び逃げられてしまう。

　その様子を見た僕は、思わず目を背ける。

「……ネアは、誘わなくても大丈夫そうだね」

「そ、そうですね」

　既に疲ひ労ろう困こん憊ぱいのネアをスルーした僕達は、いつもよりゆっくりとした足取りで走り出す。

　余裕をもって走っているせいか、つい色々なことを考えてしまう。

　今夜、ローズの口から聞かされる話の内容とか、魔王軍はいつ進軍してくるのかとか、これから僕はどのような方針で動けばいいのか、とか。

　主に悪い方向にばかり思考がいってしまうけど、一つ確かなことが言えるとすれば──。

「残された時間は、少ないってことだな」

　戦いを避けることはできない。

　だからこそ、その限られた時間でできることをしていかなくてはならないのだ。
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　ナックとの訓練のあと、夕食を終えた僕は、少しだけ緊張しながら団長室の前に立っていた。

　思い返せば、昼間のローズは何か覚悟を決めたような……いつもと少し違った雰囲気があった。

　一つ息をついた僕は、団長室の扉を叩たたく。

　入室を促す声に従いゆっくりと扉を開けると、ローズがいつも通りの位置に座っており、窓から外の景色を眺めていた。

　書類は既に片付いているのか、先ほど山積みになっていたのがきれいさっぱりとなくなっている。

「楽にしろ」

「はい。失礼します」

　その言葉に従い、あらかじめ用意されていた椅子に腰を下ろす。

　暫しばしの沈黙に少しだけ居心地の悪さを感じていると、不意にローズが口を開いた。

「さっきまで、お前がこの世界に来たときのことを思い出していた」

「来たときって……勇者召喚に巻き込まれたときですか？」

「ああ」

　ローズの言葉に、僕もこの世界にやってきたときのことを思い出す。

　あの日から、今の僕が始まったといってもいいだろう。

　ローズに強制入団させられて、地獄の満まん漢かん全ぜん席せきみたいなことをさせられていたときのことを思うと、色々と感慨深いものがあるけれど。

「今になって思えば、お前を見つけられたのは奇跡だったんだろう」

「え？」

　窓の外から視線を外さないままそう呟つぶやいたローズの言葉に、呆あっ気けにとられてしまう。

　失礼かもしれないけれど、ローズのイメージに合わない〝奇跡〟という単語が彼女の口から出たことに驚いてしまったのだ。

　ローズは、ようやくこちらへ顔を向ける。

「ウサト、お前は正真正銘の一般人だ。そんなお前が勇者召喚に巻き込まれ、この世界に来てしまったことは、本来はありえないことだったはずだ」

「確かに、僕に勇者としての素質や才能なんてありませんからね。普通に考えれば、召喚されるはずがありませんし」

　魔法使いとしての才能も、戦いのセンスも、先輩やカズキの方が圧倒的に優れている。

　魔力量だって、僕は普通より少し多いってだけだ。

　そんな僕が今日までやってこられたのは、ひたすらに体を鍛えてきたからだった。

「僕がこの世界に来たとき、団長に城から連れ出されていなければ、きっと今とは違う道を歩んでいたでしょうね」

「だろうな。お前はウェルシーかオルガあたりから魔法を学び、真っ当な治癒魔法使いになっていただろう」

　今のように腕力にものをいわせて肉弾戦をしたり、戦場の真っただ中を走ったりなんてことはしていなかったはずだ。

　そんな〝もしも〟の景色を思い描いていると、こちらへ振り返ったローズが笑みを向けてくる。

「なんだ？　その方がよかったか？」

　からかうようにそう言ってくるローズに、僕も苦笑しつつ返答する。

「まさか、僕は今ここにいる自分が一番気に入っていますよ。それに、ここで鍛えたからこそ助けられた人達もいます」

　脳裏に浮かぶのは、書状渡しの旅で訪れた先で出会った人々の姿。

　時にはピンチになったり、どうにもならない事態に陥りそうにもなったけれど、最後には助けることができた。

「元の世界では、本当に普通の学生だったんです。自分が変わるきっかけが欲しくて、変わり映えのない日常が変わってほしいって、そんなことをぼんやりと願っていました。でも、この世界に来てからその考えは変わりました」

　日常が大きく移り変わったことで、僕の考えも次第に変化していった。

　そのきっかけは、先輩とカズキという二人の勇者、そして救命団にあると思っている。

「最初は二人の助けになりたくて、必死に訓練を頑張っていました。二人の迷惑になりたくないし、僕の治癒魔法を役立てられるかもしれないって」

　あのときは、救命団の訓練と合わせてがむしゃらに突き進んでいたような気がする。

　言い換えれば、あやふやな理由で前に進もうとしていたとも言える。

「もちろん、恐怖もありました」

　心の底では、命を懸けて戦うことが怖かった。

「リングルの闇で、蛇のような魔物と戦ったことがありましたよね？」

「ああ」

「あのとき、初めて殺意というものに触れたんです。これまでの人生で向けられたことのない感情。僕は死に対しての恐怖を抱きました」

　ローズが助けに来てくれたというインパクトが強かったが、あのときは本当に恐ろしかった。

「その後の魔王軍との戦いで、僕は騎士の皆さんの命を救うために戦場を駆けました。初めての戦場は、ものすごく怖かったけれど、それでも先輩とカズキを助けられてよかったと思います」

　……。

　いや、違うな。

　自分でそう思い、首を横に振る。

「すみません。今、自分の本心を誤魔化しました」

「……いや、構わねぇよ。無理して喋しゃべることはない」

「ありがとうございます。でも……大丈夫です」

　言葉は偽ってはいないが、その真意は語っていない。

　自分の手元に視線を落とし、今まで誰にも語ることのなかった心の内を口にする。

「今でも鮮明に思い出すんです。僕の目の前で力尽きてしまった人達の顔を」

　確かに、先輩とカズキを助けられてよかったと思う。

　でも、助けられなかった人も大勢いた。

「皆、生きたいって願っていたはずなんです。それなのに、助けることができなかった」

　最初の魔王軍との戦いで、僕は全ての命を救えたわけじゃない。

　あと少しというところで、間に合わなかった人もいた。

　その手を掴つかんだと思ったら、もう冷たくなっている人もいた。

　それでも僕は、戦場を走り続けた。

　まだ戦っている人達がいるから、止まってなんかいられなかった。

「あの蛇との戦いで死を意識したからこそ、誰にも僕と同じ思いをしてほしくなかった」

　あんな怖い思いは、誰にもしてほしくない。

　それが理不尽なものだとしても、僕にとっては到底許容できないことだった。

「あの戦いのときから、行き場のない後悔は、ずっと胸に残っています」

　心臓にあたる位置に手を添える。

「団長との訓練でいくら強くなっても、やっぱり僕は十七歳のガキに過ぎなかった。目の前の現実に押し潰つぶされそうになって、挙句の果てにずっとそれを溜ため込んでしまっていたんです」

　今一度、最初の魔王軍との戦いを思い出し、顔を上げる。

「それから……僕は書状渡しの旅を通して、様々な体験をしてきました」

　思い返してみれば、本当に災難だらけの旅だった。

　でも、その旅路で僕は多くのことを見てきた。

　ルクヴィスで、一人の少年を傷つける少女がいた。

　立ち寄った村で、遊び半分で人を欺く魔物の少女がいた。

　サマリアールで、理不尽な運命を強要させられた王女がいた。

　ミアラークで、使命のために自分の命を投げ出そうとした勇者がいた。

　ヒノモトで、自分の目的のために非道な行いをする獣人がいた。

　それぞれの事件に巻き込まれ、なんとか解決してきた末に、僕は自分の内側を蝕むしばんでいた感情に区切りをつけた。

「後悔なんてしている暇はない。前に踏み出せなかった自分に言い訳ができないように、全力で行動する。少しでも立ち止まってしまうと、助けられたはずの命を助けられないから」

　確かに僕は成長こそしたが、それが大人になることだというのなら、違うと断言しよう。

　むしろ、十七歳のガキなりにその答えを出したつもりだ。

「全ての人を救えるとは思わない、なんてくだらない弱音はもう二度と吐きません。理想論を語ることが救命団の流儀なら、僕は本気で全ての人を救うために全力で動きます」

　開き直った発言というべきだろうか。

　しかし、僕は本気だ。

　顔を上げて真っすぐローズと目を合わせると、彼女は一瞬目を見開いた。

「……それが、お前の見つけた答えか」

「ええ、変えるつもりはありませんし、この答えに従って僕は行動します」

「ハッ……」

　目元を押さえ、笑みを零こぼすローズ。

　数秒ほど黙り込んだ彼女は、何を思い出したのか、ゆっくりと息を吐き出した。

「そうか。お前は、もうあいつらを超えているんだな……」

「あいつら……？」

　首を傾かしげると、ローズは目元から手を離した。

「ウサト、お前が出した答えはお前のもんだ。たとえ誰にも理解されなくても、絶対に曲げるんじゃねぇぞ」

「もちろん、そのつもりです」

「なら、よし」

　僕の答えに、ローズは満足そうに頷うなずく。
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「さて、前置きが長くなっちまったか。そろそろ本題に移るぞ」

「は、はい」

　机に肘をつき、手を組んだローズ。

　僕も少しだけ緊張しながら、話が始まるのを待つ。

「……ネロ・アージェンス。奴について語るには、私が救命団を創設するに至った理由も話す必要がある」

「救命団が創られた理由……」

「まず、私がリングル王国騎士団の大隊長だった頃の話をしよう」

　大隊長。それがかなり高い地位の役職であることは分かる。

　そもそも、身体能力どころか状況判断能力もずば抜けているこの人が、一兵士止まりなはずがないだろう。

「救命団が創設される前、私は少人数の部隊を率いていた」

「それは……トング達ですか？」

「いいや、あいつらよりも前に私の部下だったやつらがいた。私が手ずから集めた騎士団の問題児どもで構成された部隊でな。構成員は私を除き、たったの七人だけだが、その実力は折り紙付き、こと集団戦においてはまさに敵なしだった」

　なんだか、今の救命団の団員と似ている気がする。

　特に、問題児で構成されてたってあたりが。

　かつての部下にかなりの興味を持った僕は、興味ついでに質問することにした。

「その方達は、今はどうしているんですか？」

「死んじまったよ。魔王軍との戦いが始まる前にな」

「え……？」

「気にするな。お前にはあえて黙っていたからな。知らなくて当然だ。あいつらは、どいつもこいつもまともな行動をしなくてな。あらゆる場所で問題を起こしたもんだから、私が直接指導してやったんだ」

「それは、今の救命団とあまり変わってないんですね……」

「まったくだ。お前を見ていると、つくづくあいつらのことを思い出す」

　どうして僕だけなんですかね……？

　でも、その人達が生きていたのなら話をしてみたかったな。

「……幸い、時間はまだあるからな。教えてやるよ、あいつらのことを」

「大丈夫ですか？　団長にとって、辛つらい話なんじゃ……」

「変な気遣いはいらねぇよ。それに、あいつらのことをお前に話すのは……私にとっても必要なことだからな」

　ローズはかつての部下達の話を一人ずつ語り始めた。

　彼らは、まさしく個性の塊だったともいえた。

　というより、見た目を除けば強こわ面もて共すらをも上回っていると思えるほどアクの強い人達であった。

　彼らのことについて語るローズの表情は、どこか楽しそうに見えた。

「七人目だが……そうだな。こいつはお前によく似ている」

「え、僕にですか？」

「性別は女だがな」

　心なしか、他の人の紹介よりもローズの言葉に感情がこもっているような気がする。

　それほど思い出深い人なのだろうか？

「名前はアウル。部隊の副隊長を任せていた、私の副官ともいえる存在だ」

「アウルさん、ですか」

「歳はお前とそれほど変わらねぇくらいだったな。バカみたいに明るくて、それでいて口の減らねぇ生意気なやつだったよ」

　言外に僕も口が減らなくって生意気って言われているような気が……いや、ローズ相手に口が減らないのは自覚しているけど。

「負けず嫌いで、どんなにヤキを入れても噛かみついてくるのがアウルだった」

「あー、確かに僕と似てるかもしれませんね……」

「だろう？　あいつが生きてたら、お前と話が合ったかもしれねぇな」

　僕の唯一の取り柄が、負けず嫌いなところだ。

　きっと、アウルさんもローズの訓練を『絶対に屈してやるものか』とか『負けてたまるか』って思いだけで乗り切ったんだろうな。

「正直な話、何度かお前を生前のアウルと重ね合わせたときもあった。副団長に任命したときもそうだった」

「あー、アウルさんが副隊長で、僕が副団長だから……」

「やっていることも性格も、ほぼ同じだったからな」

　ローズは辟へき易えきしたようにそう口にしているが、どこか懐かしんでいるようだ。

「今話した七人が、私の率いていた隊の部下達だ」

「なんというか、昔から色々な意味で濃い人達を率いていたんですね」

「それは今も変わらねぇがな。一部はお前が連れてきたようなもんだが」

　確かに、あとから入ったナックやフェルムは僕が連れてきたんだった。

「それで、ネロ・アージェンスとの因縁と、救命団が創設されることになった理由についてだがな。魔王が復活する前にまで話が遡さかのぼる」

　ローズの言葉に、耳を傾ける。

「それまで大きな動きを見せることのなかった魔族達が不可解な行動をしている、という情報が騎士団に所属していた私の耳に入ってきた」

「魔族との本格的な戦いは、魔王が復活するまでなかったということですか？」

「そうだな。小競り合いは起きていたが、大規模な戦闘は数百年間は起きていなかったはずだ。だからこそ、魔族達の不可解な行動にリングル王国は必要以上の警戒をした」

　そりゃあ、今まで大きな行動に出なかった勢力がおかしな動きを見せたら、警戒するのも無理はないだろう。

「んで、おかしな行動をしている魔族が目撃された場所ってのは、お前も知っている『リングルの闇』だったわけだ」

「リングル王国から近い場所じゃないですか……」

「魔族は、ただでさえ人間以上の身体能力を有する奴らだ。生半可な戦力を向かわせても意味がないと判断され、当時大隊長だった私が魔族の偵察を任されたってのが事の始まりだ」

　リングルの闇は王国から馬車で数時間かかる距離だが、リングル王国の人々が不安に思うのも分かる。

「私は任務にアウル達を連れていくことにしたが……」

「……団長？」

　不自然に話が途切れたことに首を傾げると、暫しの無言のあとにローズが再び口を開いた。

「……あのときの私は、治癒魔法の力を過信しすぎていた。即死じゃなければ部下達を死なせることもないし、私が死ぬこともない。そう思っていた。そして部下達もそんな私を頼りにし、全幅の信頼を寄せてくれていた」

「……」

〝治癒魔法に頼りすぎている〟

　回避を身につける訓練をするとき、ローズが僕に言った言葉である。

　話を聞いた今なら、その言葉の真意が見えてくる。

「リングルの闇へと偵察に向かった私達は、そこで十数人規模の魔族達と相対することになった」

「魔族はそこで何を……？」

「見たところ、強力な魔物を捕獲していたようだな。もしかするとお前を襲ったような蛇の魔物と関係があるのかもしれんが、正確なことは私にも分からない」

　あの巨大蛇か。

　グランドグリズリーを葬るほどの力を持った魔物だったけど、あの強さの根本は魔族によってもたらされたものかもしれないってことか。

「で、その魔族の中に一人、厄介な奴がいた。そいつが、ネロ・アージェンスさ」

　そのときのことを思い出すように、ローズは目を閉じた。

「一目で分かったよ。こいつは他の雑魚とは違うってな。相手も同じことを思っただろうよ。私自身、今までになかったことだ」

　風を操る魔族とは聞いていたけど、いったいどんな戦い方をするのだろうか？

　ローズに傷を負わせられる時点で、普通じゃないのは分かるけども。

「奴の実力を見抜いた私は、無駄な戦闘を避けるべく魔王領に退くように警告をしたが、あちらは即座に拒否して目撃者である私達を始末しようとした」

「問答無用って感じですね。魔族側にも、それだけの理由があったってことなんでしょうか？」

「ああ、奴らは魔王が封印から復活することを予期していた。そのときに備えて戦力を集めていたところに出くわしてしまったわけだな」

　魔王が復活するから、魔族が動き出した。

　それを知ったリングル王国は、相当な混乱状態に陥ったに違いない。

「戦いが始まった直後、他の魔族は部下達に任せて、私はネロ・アージェンスを押さえる役に回った。奴は、部下達に任せるにはあまりにも強すぎたからな」

「ネロ・アージェンスはどんな戦い方を？」

「奴は風の魔法を纏まとう技術を使っていた。風が鎧よろいの役割を果たすと同時に、回避から攻撃までを補助する……まあ、おおよそ反則的な戦闘力を有していた。おかげで、私の攻撃は風の鎧に阻まれちまってな」

　ローズは何気なく言うけど、彼女の拳を防御できる魔法など異常だ。

　何度も食らった僕だからこそ言えるけど、手加減しているであろうパンチでも軽く数十メートルはぶっ飛ばされるのだ。

　ネロ・アージェンスは要よう塞さいか何かなのだろうか。

「えぇ、そんな奴を相手にどうやって戦えばいいんですか……」

「私の戦い方はお前とそう大差ねぇよ。近づいて殴る、それだけだ。だが、奴の持っている赤色の剣にだけは絶対に当たらねぇようにはしていたがな」

「え？　どうしてですか？」

「あいつの得物は、斬撃時に何かしらの呪いを付与する魔剣だろうとあたりをつけていたからだ。まあ、見て分かるくれぇに危なそうな剣だったからな」

　呪いを付与する魔剣。

　そんな剣を、ローズに強いと言わしめるほどの実力を持つ人が使っているなんて……。

「以前、傷に作用する呪いに治癒魔法は効かねぇって忠告したのを覚えているか？」

「ええ、忘れるはずがありません」

　というより、忘れたくても忘れられません。

　それを聞いたのは、回避を身につけるために殴られまくった衝撃的な訓練のときでしたからね。

「お前にそう忠告した理由は、ネロの持っている剣がまさにそれだったからだ」

「……！」

「奴の持っていた魔剣は、斬りつけた部分の魔力の流れを一時的に断ち切る呪いを付与するものだ」

　一時的に断ち切るってことは、そこには魔力が流れなくなるってことだよな？　治癒魔法は、傷口に魔力を流し込んで癒やすから──、

「ッ!?　それって、僕達、治癒魔法使いにとっては天敵じゃないですか！」

「ああ。それはすなわち、傷を負った部分に対する回復魔法や治癒魔法の効果が阻害されるってことだ。幸いだったのは、呪いの効力はあくまで一時的なものだってことだな」

　呪いが続くのは一時的だとしても、よりにもよってそんな力だなんて……。

「そんな剣を使っている相手とよく戦えましたね……」

「それほど難しくはねぇ。だが、なまじ実力が拮きっ抗こうしていたせいで勝負がつかなかった」

　そんな反則的な魔剣を使っている相手と互角に戦える時点で、ローズの出で鱈たら目めさが分かる。

「その一方、別に戦っていた部下達は十数人規模の魔族を相手にしても、優勢に戦いを進めていた」

「たった七人なのに、強かったんですね。アウルさん達は」

「ああ。だがな、私は見誤っていたんだよ。奴ら……ネロ・アージェンスと魔族達の覚悟、そして執念ってやつをな」

　窓に視線を向け、右目を掌てのひらで覆ったローズ。

　その様子に嫌な予感を抱いた僕は、恐る恐る質問を投げかける。

「何を、したんですか？」

「奴らは、その場で私達を排除するために、自滅覚悟で突っ込んできたんだよ」

　唖あ然ぜんとしている僕に、彼女は続けて言葉を発する。

「ネロの命令を聞いた魔族達は、自身の傷も顧みずに部下達へ襲いかかった。まさか戦っている相手全員が自滅覚悟で突っ込んでくるなんて想像もしていなかったんだろうな。部下達は一人、また一人と魔族と共倒れになっていった」

「まともじゃない。そんな……」

　自分の命を省みず襲いかかってくる。それも全員がそうしてくるなんて……すぐに対応できるはずがない。

「その光景をまざまざと見せつけられて動揺した私は、ネロにその隙すきをつかれ、右目を斬り裂かれちまったってわけだ」

「ネロ・アージェンスの剣には呪いがあるから……」

「ああ」

　呪いにより魔力の流れを絶たれ、治癒魔法が無効化されてしまう。

　視界の半分を失う。

　それなら片目だけで戦えばいい、という簡単な話じゃない。半分の視野、距離感、目に見えるもの全てが違って見える中で、いつも通りに戦うことはほぼ不可能に近い。

「ここで、治癒魔法を過信しすぎたツケが回ってきちまったんだろうな。傷ついた仲間も治癒魔法ですぐに癒やせる。自分自身も治癒魔法がある限り万全の状態で戦える。その驕おごりが、最悪の状況を招いちまったわけだ」

　その驕りは、少なからず僕の中にもあった。

　だからこそ、今の話は僕にとって他ひ人と事ごとではなかった。

「次々と死んでいく部下達を見ていることしかできない私に、ネロが止とどめを刺そうとした瞬間、唯一無事だったアウルが私の盾になり──斬撃を真正面から受け、斬り裂かれた」

「……っ！」

「治癒魔法さえ施せたら治せたはずの傷だったが、魔剣の呪いがそれを許さなかった。その場に生きているのはネロと私、致命傷を受け死に瀕ひんしたアウルだけだった」

　僕は言葉を失ってしまう。

　地獄すら生なま温ぬるい凄せい惨さんな状況に、なんて言葉をかけていいか分からない。

「怒りで頭がどうにかなりそうだったよ。倒れていく部下達に何もできなかった自分に、そして死に向かっているアウルを救うことのできない自分にな。だがそれ以上に──目の前のネロ・アージェンスが憎くてたまらなかった」

　『憎い』という単語がローズの口から出たとき、僕は思わず肩を震わせてしまった。

　彼女の暴言は聞きなれていたが、憎悪の感情を含んだ言葉は初めて聞いたので、純粋に怖かった。

「怒りと憎悪で我を忘れ、傷ついた体を無理やり動かした私は、治癒魔法ですら間に合わないほどに体を酷使しながら、ネロを殺すために拳を振るった」

「……殺してしまったんですか？」

「いいや。奴からぶんどった魔剣を突き刺して追い詰めたが、無理だった。私の体が耐えられなかったこともそうだが、止めを刺そうとしたとき、奴の元にその場にはいなかった魔族のガキが助けに入った光景を見て……その姿が、アウルと重なっちまった」

　自分を庇かばって致命傷を負ったアウルさんと、追い詰めたネロ・アージェンスを救った魔族。

　当時のローズにとっては、皮肉な光景だったに違いない。

「これが、私とネロ・アージェンスとの因縁だ」

　この人は、想像を絶するほど辛い過去を経験していた。

　アウルさん達のことを語ったときの穏やかな口調と表情から、どれだけ部下達を信頼し、大事に想っていたのかが痛いほどよく理解できてしまった。

　だからこそ、訊きいておきたいことがあった。

「……団長は、今もネロ・アージェンスを憎んでいますか？」

「憎んでないと言えば嘘うそになるな。自身の部下すらも捨て駒にした野郎だ。許す方がどうかしているが……」

　そこまで口にして、ようやくローズは笑みを浮かべた。

「あいつに……アウルに、死に際に言われちまったんだよ。ずっとあいつらの憧れた私のままでいてくれってな」

「アウルさんが……」

「恨み言の一つでも吐いてくれれば、どれだけよかっただろうか……。あいつ、笑いながら言ってきやがったんだぞ？　こっちは必死こいて助けようとしてたのによ」

　アウルさんは、最期のときまでこの人のことを……。

　彼女のことを語ったローズは、困ったように笑った。

「なら、そうするしかねえだろ？　こんな私に憧れていたあいつらに顔向けできるような生き方をしてやろうってな」

　アウルさんが遺のこした言葉が、今の僕が知っている救命団のローズという人物を作り上げているということなのかもしれない。

　少なくとも、僕にはそう思えた。

「そして、私は救命団を創った。来たるべき魔王軍との戦いに備えるために。そして、私のように身を引き裂くような痛みを他の誰にも味わわせないようにな」

「それが、救命団が創設された理由……」

　救命団。

　それは、誰も死なせないための組織。

　だからこそ、この人は誰よりも速く戦場を駆け、多くの人を救おうとしていたんだ。

「あとは、お前だ」

「……僕ですか？」

「私と同じ治癒魔法使いを育てることも、救命団設立の目的でもあった。死なない部下──私にもしものことがあったとき、私の代わりの役目を全うできる、そんな存在が」

「……」

　僕はまだ未熟だ。

　学ぶこともたくさんあるし、鍛えるべきところも両手の指じゃ足りないくらいある。

　一人前と認められても、まだスタート地点に立ったばかりのようなものだ。

　僕の目指すべき目標にはあまりにも遠く、そして今の話を聞いて、その目標はさらに遠のいてしまった。

「アウルさん達のこと、ネロ・アージェンスのこと、それと救命団のこと。今日、団長の口からこれらの話を聞くことができて本当によかったと、そう思います」

　それでも、僕は誇らしい気持ちになった。

　僕が教えを受け、師匠として尊敬する救命団のローズは、そんな彼女を慕ったアウルさん達は、疑う余地もないほどにすごかったことを知ることができたのだから。

「だから、その、えーっと……これからもよろしくお願いします！」

　うまく言葉が思いつかなかった僕は、勢いのまま立ち上がり、そのまま深々と頭を下げた。

　こういうとき、自分の語ご彙い力のなさが嫌になる。

　顔を紅潮させている僕を見て目を丸くしたローズは、呆あきれたように笑った。

「それはこっちの台詞だ。副団長として、これからもよろしく頼むぞ。ウサト」

「っ、はい！」

　大きな戦いを前に、このことを知ることができてよかった。

　なんというか、ローズの話を聞いて、次の魔王軍との戦いも絶対に生きて帰ってやるって気持ちになれた。

　いや、もとよりそのつもりだったけれど、より強くそう思うようになったのだ。

「思ったより長々と語っちまったな。明日も早いだろう。部屋に戻っていいぞ」

　話が長かった、という感じはしなかったな。聞き入っていたから、あっという間だった。

　ローズの言葉に従い団長室をあとにしようとするが、ローズに呼び止められる。

「待て、お前に一つ任せたいことがあったんだ」

「はい？　なんでしょうか？」

「フェルムのことだ」

「……」

　かつて僕達の敵として立ち塞ふさがった『黒騎士』であった魔族の少女。

　そんな彼女も今では救命団の一員だけど、あの子の立場は不安定なままだ。

　だからこそ、フェルムの名前がローズの口から出てきたとき、なんとなく何を任せるつもりなのか察してしまったのだった。
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　ローズの口から、彼女の過去に関することを聞いた。

　彼女がどれだけ辛つらい過去を送ってきたか、その全てを理解することは難しいけれど、それを知って色々と思うところもあった。

「よし、訓練するか」

　まあ、それはそれ、これはこれで翌日から普通に訓練を開始する。

　早朝から救命団の訓練場を延々と走り続けたあとに、欠伸あくびをしながら宿舎から出てきたネアとフェルムを呼び止め、かつてナックに施した回避力を鍛える訓練を提案した。

「ネア！　フェルム！　僕は団長と違って魔力弾の早撃ちはできない！　速度は物足りないだろうけど、変化球だけで我慢してくれ！」

「「ふざけんなぁぁぁ！」」

「問答無用！　治癒魔法乱弾！」

「「うわぁぁぁ!?」」

　籠こ手てを展開させて右手に作り出した複数の魔力弾を、狙いもつけずにネアとフェルムの方へ放つ。

　ばらまくように放たれた魔力弾を、横に飛び出すように回避したフェルムとネアを見て、僕は自然と笑みが零こぼれる。

「あいつ、躊ちゅう躇ちょなく広範囲攻撃してきたわよ!?　ギリギリで避よけられたからいいけど……」

「今のボクならお前程度の魔力弾、楽勝で避けられるもんね！　べーっだ！」

「む!?」

　意気揚々と立ち上がったフェルムが、舌を出して僕を挑発してきた。

「なんであんたは考えなしに挑発してんのよぉ！」

「ハッ、別にいいだろ！　今のボク達なら、アイツの魔力弾くらいなんてことない！」

　まだまだ余裕そうだな。

　それも当然か。ローズの魔力弾に慣れてしまったら、僕の魔力弾なんて亀のように遅く感じるはずだ。

　フェルムはまだしも、ネアがしっかりと対応してくれたことに嬉うれしく思う。

「本当に頑張っていたんだな」

　しかし、僕の力量不足で二人の訓練にならない、という状況にさせておくわけにはいかない。

　それならば、僕も本気で訓練に臨まなくちゃいけない。

「フェルム！　あんたまだあの訓練バカのこと分かってない！　全然分かってないわ！」

「ハハハ、さすがだ！　成長したな二人とも!!　なら、僕も出し惜しみなしでいくぞ！」

「ほらぁ！　あんなことになるぅ！」

　僕は右の掌てのひらに魔力弾を作り出す。

　最近は治癒パンチの発展形ばかり編み出していたけれど、今度は治癒魔法弾の強化版を実践していきたいと思っていたところなのだ。

「まずはフェルム、いくぞ！」

「なんでボク!?　い、いや、来い！　お前の魔力弾なんて、簡単に避けてやる！」

　掌に作り出した魔力弾を握り、軽く振りかぶる。

　手の甲から治癒加速拳を放出させた、速射型の治癒魔法弾。

　瞬間的な加速を用いてスナップを効かせることで、その速度を飛躍的に上げる！

　名付けるならば──！

「治癒加速弾！」

「え、はやっ、おべぇ!?」

　高速で放たれた魔力弾が、慌てた様子のフェルムに直撃する。

　着弾を確認した僕は、即座に目標をネアへと移す。

　隣でふらついているフェルムを見て顔を青ざめさせたネアは、何を思ったのかフェルムの後ろに隠れ、彼女を盾にした。

「お、おまっ！　なにしてんだよ！」

「たまには盾として私の役に立ちなさい！　くっ、なんでこの脳筋治癒魔法使いは、変な技だけは多彩なの!?」

「救命団員が味方を盾にするとは何事だァ！」
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　使い魔とはいえ、ネアも救命団の一員だ。

　それなのに、訓練とはいえ味方を盾にするなど救命団員の風上にもおけない。

　今度はネアの頭上目がけて、あえて的外れな方向に魔力弾を放り投げる。

「ふ、ふふ！　どこ投げて──」

「気を抜くなぁ！　治癒遠隔弾！」

「え？」

　右腕を大きく振り下ろし、籠手の魔力補助機能を利用して一度だけ魔力弾を曲げる。

　突如として急降下した魔力弾が、勝ち誇ったような表情を浮かべたネアの頭を直撃する。

「むほぅ!?」

　へんてこな悲鳴を上げたネアが頭を押さえて一瞬だけ顔を顰しかめたが、すぐに不思議そうな表情で顔を上げた。

「うぐぐ……って、あれ？　思ったより衝撃が、ない？」

「そういえば、ボクの方も全然痛くない……？」

　先に直撃したフェルムも驚いた表情で僕を見た。

　不思議そうにしているネアとフェルムに、僕は不敵な笑みを向ける。

「当然だよ。これは僕の治癒魔法の調節を兼ねた訓練でもあるからね。その一環で、魔法に込める魔力量を絞る感覚を鍛えようと考えたんだ」

　この訓練はフェルムとネアだけの訓練じゃなく、僕のためでもあるのだ。

　系統強化を破裂させることによる魔力の消費量を抑えるには、魔力量の操作に慣れなくてはならない。魔力量そのものを調節するような感じだから、カズキの卓越した魔力操作とはちょっと違う感じかな？

「当たっても吹っ飛ばされないから、もしかして楽……？」

「あの怪物女よりマシ……？」

　何を思ったのか分からないけど、表情が明るくなった二人。

　小さく何かを呟つぶやいていたようだけど、この距離では聞こえなかった。もしかして……僕と同じことを考えているのだろうか？

「二人の考えていることも分かる。そうだよね、衝撃も精神的ダメージも少ないってことはいいことだ」

「そ、そうよね！　まさか貴方あなたも分かってて、この訓練を？」

「うん、ネアもそう思うだろ？　これなら──」

　衝撃も精神的ダメージも少ない。それに加え、僕の魔力も節約できる。

　両手に魔力弾を生成し、僕は二人に生き生きとした笑顔を見せる。

「たくさん訓練できるね！」

「「……」」

　少し離れているせいか分からなかったけれど、一瞬だけフェルムとネアの瞳から光が失われたように見えた。
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　夕方、それまでひたすらに訓練を行った僕は自身の魔力の量を体感で確認しつつ、膝をつき息を切らしているネアとフェルムに声をかける。

「大丈夫？」

「貴方の魔力弾、ローズより避けにくい！　同じ投げ方なのに三種類に変化するって、頭おかしすぎるでしょ！」

「お前ぇ！　本当に治癒魔法使いなのか!?」

　なんたる総スカン。

　まあ、僕とローズの違うところは、魔力弾にある程度の応用を加えているってところだからな。

　複数の魔力弾を放つ治癒魔法乱弾。

　急加速する治癒加速弾。

　籠手の能力により実現した、一回だけ弾道を変えることができる治癒遠隔弾。

　これらがランダムで飛んでくるとなれば、避けられないというのも分かる。

「でも、何度かちゃんと避けてたじゃないか」

「それ以上に当てられまくったけどな！」

　呆あきれたように座り込んだフェルムを見て、ネアも地面に腰を下ろした。

　……さて、そろそろ本題に入るとするか。

「フェルム。今日、僕が君の訓練を担当したのは理由があったんだ」

「はぁ？」

「団長から、君のことを任されてね」

　怪け訝げんな表情を浮かべるフェルム。

　一方でネアは、ジト目で僕を睨にらみつけてきた。

「ねえ、それじゃあなんで私、こいつと一緒に訓練をやらされたの？　こいつに話があるなら、私いらなかったわよね？」

「……え？　回避訓練は君のためにもなるし、外す理由がないじゃないか」

「えぇ、巻き込まれたんじゃなくて、純粋な親切心って……」

　たとえネアが望まなくても、訓練の積み重ねがいつか彼女を危機から救うことになるのなら、やるべきだ。

「ボクのことを任されたって、何をだよ」

「君は魔王軍との戦いが始まったら、どうするのかって話だ」

「……」

　いつかそう言われることが分かっていたのだろうか、それほど驚かずに口を閉じるフェルム。

「フェルム。はっきり言えば、君の立場は非常に危うい」

　黒騎士。

　それは、魔王軍で戦っていたときのこの子の姿であり、名前。

　そして、カズキと先輩を殺しかけた敵でもある。

「君は、元々魔王軍に所属していた僕達の敵だった。戦場では、敵として騎士を多く傷つけ……殺してしまった人もいるかもしれない」

　本当のところ、それは僕には分からない。

　もしかしたら、強こわ面もて達が奇跡的に全員助けているかもしれないし、そうじゃないかもしれない。

　ローズの話によると、騎士の中にはこの子に恨みを抱いている人や、恐れている人もいるらしい。

　その理由が魔族だからなのか、他の理由からくるものなのかは教えてもらえなかったけれど、彼らはそんな感情を抑え込んでくれている。

　僕は、改めてそれをフェルムに教える。

「その事実は絶対になかったことにはできない。分かるね？」

「そんなこと……ボクが一番分かってる」

　その表情には、後悔の色が見えた。

「……今、魔王軍との戦いが差し迫っている。そのとき、君はどうしたい？」

「どうするって……ボクには、どんな選択肢があるんだ？」

「君が選べるのは二つだ。一つは、この王国に残る。でもその場合、君は一時的に地下牢ろうに入ることになる」

「ちょっとウサト、地下牢って！　なにも、そこまでしなくても……」

　地下牢という言葉を聞いて声を荒らげたネアだが、フェルムはさほど動じず納得したような反応をした。

「まあ、ローズがいない王国にボクを野放しにするわけにはいかないしな。当然の対応だよ。で、もう一つは？」

「もう一つは、救命団員として僕達と一緒に戦場を往ゆく。次の戦いは規模が大きくなるから、一人でも手が欲しいのが現状なんだけど……」

　ここまでは、副団長としての言葉だ。

　だけど、本音は違う。

　正直、僕はフェルムにこっちを選んでほしくない。同族である魔族を相手にすることもそうだし、なによりフェルム自身が危険な状況に身を置くことになってしまうからだ。

　フェルムがここに入れられた本来の理由は、この子の性格を矯正するため。

　ローズ曰いわく、救命団員にするというのはそのための建前みたいなものらしい。

「お前は……」

「ん？」

「ウサトは……ボクに、どうしてほしいんだ……？」

　フェルムは、僕に判断を委ねてきた。

　その言葉を聞き、腕を組んだ僕は不安そうな表情のフェルムを見下ろす。

「君が選ぶべきだ」

　毅き然ぜんとしてそう言い放った僕に、フェルムが驚きの表情を浮かべる。

「そんな……」

「いいや、これは君が選ばなきゃいけない。選択肢こそ与えたけど、それに従わなくてもいい。地下牢に入りたくないって言うなら、僕が団長に掛け合おう」

「そんなこと、どうでもいい！　どうして今さら、ボクに選ばせるんだよ……！　ボクは、お前のせいで、ここにいるのに……！」

「確かに、そうだね」

　元はといえば、黒騎士として相対していた彼女を僕が捕まえ、牢に閉じ込めていたところをローズがここに連れてきた。

「だったら、お前が命令しろよ！　それなら、ボクは従うのに……」

　フェルムの訴えに、僕は首を横に振る。

　救命団の使命は、強制されてやるものじゃない。

　僕を含めた皆が、自分の意志でここにいる。

　だから僕は、フェルムに救命団員として動くことを強制することはできない。

「君が決めるんだ。自分はどうしたいか、自分が何をしたいのか、時間が必要ならできる限り待つ」

　ローズも、フェルムが再び魔王軍に戻るなんてことはありえないと考えている。

　僕も、この子が裏切るなんて考えは微み塵じんもなかった。
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　物心ついたときから、ボクはこの闇魔法を使えていた。

　最初は、あらゆることからボクを守る黒い衣だった気がする。

　誰かに傷を返す力なんてなかったはずだ。

　それでも、両親を含めた周りはボクのことを怖がっていた。

　忌避すべき闇の系統を持つ魔法に目覚めてしまったと。

　災いを招く子供だと。

　幼い頃から、ずっとそんな心無い言葉を投げつけられた。

　自分の魔法を消し去りたいと願ったことは何度もある。

　でも、ボクの身に危険が迫ると勝手に魔法が発動して、それがボクの体に纏まとわりついてしまう。

　それを見た周りの奴らは、ボクを避けるように遠ざかっていった。

　両親だった奴らからボクが離れたのも、当然だったのかもしれない。

　どうせ嫌われるなら、怖がられるなら──他人に理解されたくもないし、他人を理解したくもないと思うようになった。

　傷つけるなら、逆に傷つけてやる。

　ボクの受けた痛みを、同じだけ味わわせてやる。

　魔王軍という他人を傷つけることが認められている場所に所属したとき、ボクの魔法には『反転』という特性が備わっていた。

　魔法でできた鎧よろいに受けた傷を相手に〝返して〟しまう能力。生物が相手である限り無敵ともいえる力だが、ボクと同じ闇の魔法を持つ第二軍団長のコーガ相手には効果が薄かった。

　あのろくでなしは初めて会うタイプの魔族だったけれど、ボクとは根本的に考えていることが違うということがなんとなく理解できた。

『フェルム、俺とお前は求めているモンが逆だ。俺は好敵手を求めているが、お前は理解者を求めている』

　そんなことを言っていたが、そのときのボクは感情に任せて否定した。

　自分は生きる実感が欲しくて戦っていると思っていたからだ。

　反論するボクに、コーガは「知ってた！　否定するよな！　うん！」と言いながらものすごくむかつく笑顔を浮かべていたが、最近になってあいつの言っていたことが分かった気がする。

　……今、目の前で真剣な表情でボクを見ている男、ウサト。

　先日、救命団の副団長となったアイツが、ボクに選択を突き付けている。

「……フェルム、どうする？」

　無言の僕を見て不安そうに声をかけてくるウサトに、感情が揺さぶられる。

　こいつは……いや、この場所はボクにとって優しすぎた。

　やらされていることは地獄のようだと断言できる。それは絶対に変わらない事実だ。延々と走らされたり、蹴飛ばされたり、心が折れそうなほどの罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつけられたりする。

　それでも、この場所はボクにとって優しかったんだ。

『あ？　魔族ってだけでビビるような腑ふ抜ぬけが救命団うちにいると思ってんのか？』

　救命団に入った当初、ローズに言われた言葉がソレである。

　闇の魔法を使うボクを全く怖がらず、それどころか敵であるはずの魔族にも普段通りに接してくるおかしなやつら、それが救命団という組織。

　そんな環境の中で、一緒に訓練を受け、一緒に飯を食べて生活する。

　それは、今まで一人で生きていた時間と違った、ボクが今まで知らなかった〝他の誰かと時間を共有する〟ということだったんだ。

　気付いたときには既に遅く、ボクはこの救命団での生活を心底気に入ってしまっていたのだ。

「……ここにいるやつらは皆、変だ」

　魔族の自分を嫌ってくれれば、こんな気持ちにならなくて済んだのに。

　もっと黒騎士としての罪を責めてくれればよかったのに。

　憎んでさえくれれば、こんなにも重く、苦しい気持ちを抱かなかったのに。

　それなのに、ボクはこんなにも〝ここにいたい〟と思うようになってしまった。

　黒騎士としてのボクが消えていって、いつしか救命団員としてのボクがこの場所にいるようになった。

　それが、ボクに訪れた変化というやつなんだろう。

　ボクはこみ上げてくる感情を押し殺して、呟く。

「ボクは、お前が嫌いだ……」

「え？　あ、う、うん……」

　普通に傷ついたような表情になるウサト。

「勝手に人の心にズカズカと入り込んで、かき乱して……そんなところが、大っ嫌いだ！」

「……え、フェルム。貴女あなた、泣いて──」

「うるさい！　泣いてないっ！」

　隣のネアにそう叫んで、目元を拭ぬぐう。

　当のウサトは、こちらを見て驚いた表情を浮かべていたが、何も言わずにボクと視線を合わせた。

「ボクはずっと一人だった。誰かと一緒にいるなんて、心底くだらないと思ってた」

「うん」

「ここに入れられて、ボクはたくさん酷ひどい目にあった」

「うん」

「魔物みたいなやつもいたし、見た目は人間だけど化け物なやつもいた」

「……う、うん」

「見た目は弱そうなのに中身がおかしいお前が、ある意味ローズより化け物じみてた」

「……」

「お、落ち着きなさい、ウサト。ね？　ほら、深呼吸、深呼吸！」

　笑顔のまま表情が固まったウサトを、ネアが宥なだめにかかる。

　いつもの調子に戻ったこいつにちょっとだけ安心しながら、言葉を続ける。

「でも、いつしかボクはここにいたいって思うようになっていたんだ。ここは闇の魔法も関係なく、ボクのことを認めてくれた場所だから……」

　ずっと他人から怖がられていただけの人生だった。

　それを受け入れて生きていたけれど、この場所を知ってしまったボクは……ずっと他人を拒絶してきたボクは死んでしまったのだろう。

「ここが、今のボクの帰る場所だ。だから……ボクは救命団の一員として、戦う」

　もう後戻りはできない。

　これで、完全にボクは魔王軍にとって敵になった。

　そんなボクの言葉に、ウサトは強く頷うなずいた。

「なら、一緒に戦おう。命を奪うためじゃない、命を救うために」

「……ああ」

　ウサトの言葉に頷くと、ウサトがこちらへ手を伸ばしてくる。

「じゃ、これはもういらないね」

　いったい何をするのかと身構えた瞬間、バチンと何かが切れる音が首のあたりから聞こえた。

「は!?」

　見れば、ウサトの手には今までボクの首に巻かれていた魔力封じの魔具があった。

「団長から許可は出ていたからね。あ、でもあまり魔法は乱用しないようにね。最悪、もう一度魔力を封じることになっちゃうからね」

「な、なな……！」

　ははは、となんのこともないように呑のん気きに笑っているウサト。

　こいつ、まさかベルトごと魔具を素手で引きちぎったのか？

「あ、心配はいらないよ。予備があるし、修理すればまた使えるらしいしね」

　当の本人は、さも当たり前のようにポケットに魔具をしまいやがった。

　こいつが素手で引きちぎられるものを、今までどうにもできなかったボクって……いや、考えるのはよそう。

　とりあえず、久しぶりに試運転がてら魔力を纏ってみる。

　足元から魔力が体に纏わりつき、服の形へと変化していく。

「……うぅ、やっぱりこの服のままだ」

　形になったのは、ウサトの着ている白い団服を黒にしたもの。

　以前ウサトに呼び出されたときから変わっていないその形に、嫌な声が漏れる。

「闇魔法は、使用者の精神状態で変化する。それがウサトの団服を形どったってことは……うん、そういうことね。貴女、相当ここを気に入っているのね」

「うるさい！　そんなにはっきり言うな！」

　冷やかすようにそう言うネアに叫ぶ。

　ボクの魔法が変化しているのは自分でも分かる。

　そういう魔法なのは分かっているし、なにより自分が変わってしまった自覚もある。

「おい、ウサト。ボクの魔法が変わってないか調べるぞ」

「調べるって、どうやって？」

「この服に攻撃してみろ。反転できるかどうか試してみる」

　左腕を差し出し、手の先まで魔法で覆う。

　黒騎士のときに用いていた、受けた傷を相手に返す『反転』の能力。

　その能力が今のボクに残っているかどうか、確かめなくては。

「えぇ、だって僕に痛みが返ってくるんじゃ……」

「今さら、まともな人間っぽいこと言ってないでやってあげなさいよ。私も闇魔法の力、見てみたいし」

「ひ、酷い……」

　ネアの言葉に肩を落としたウサトが、デコピンを作った指をボクに近づける。

　ウサトも自分に痛みが返ってくるのが分かっているのか、それほど力を入れていないようだ。

「じゃ、やるぞ」

　一いっ旦たん魔法で受けたあとに、反転させればいい。

　ビシッとウサトのデコピンが左腕に当たる。

　前と同じく痛みは感じない。ここまでは同じなので、反転させようと念じてみると……。

「……やっぱり、できなくなってる」

「僕にも痛みはないね」

　もしかしてとは思っていたけど、『反転』の能力は消えてしまったということか。

　ある意味、当然とも言える。

　今のボクは他人を傷つける必要がなくなったのだから、そのための能力もいらなくなったのだ。

　そう自分で納得していると、ボクの意志と関係なく左腕を覆う魔力が動き出し、ウサトの左手に吸い付いた。

「「「え？」」」

　ウサトに食らいつくような魔力の動きに、その場にいる全員が呆あっ気けに取られた声を漏らす。

「うおお!?」

「吸い付いた!?」

「な、なんで!?」

　魔力が勝手にウサトに引き寄せられた!?

　ウサトは、僕の魔法が絡みついた自身の左手を見て混乱している。

「な、なんだこれ!?　気持ち悪っ！」

「き、汚いものみたいに言うな！」

「だって、がっつり張りついてるし、なんかモグモグ動いてるし、大丈夫なの!?」

　焦りながらボクに左手を見せてくるウサト。

　彼の左手首から先には、黒色の魔力が手袋のように張りついていた。

　咄とっ嗟さに戻るように念じるが、久しぶりに扱う魔法なのでうまく操れない。

「見たところ、魔法自体に急激な変化が起こったことから、フェルム自身にも操りきれていないってことかしらね」

「なら、内側からの衝撃で弾はじき飛ばすしかないか。多少痛いけれど、この状態のまま放っておくよりはいい」

　ウサトが何をするか知らないけれど、とりあえず一刻も早く自分の魔法を支配下に置くために強く念じる。

　こういうことは初めてじゃない。

　まずは、しっかりと自分の魔力を認識していけばいいだけだ。

　魔力を再び自分のものにして、ボクはすぐにウサトの手の魔力を戻そうとする。

「治癒魔法破裂掌！」

「うわ!?」

　その瞬間、ウサトの方から風のようなものが発せられ、バランスを崩しかける。

　何をしたのかと思えば、ウサトが治癒魔法特有の緑色の魔力を左手から放っていた。

　相変わらずボクの魔力は左手に纏わりついていたが、それはすぐにウサトの手を離れ、ボクの方へ戻ってくる。

「と、取れた……。よかった」

「……結局なんだったのかしら？」

「ん？　でも魔力を暴発させたのに手が切れてないな。なんでだ？」

　無傷の左手を見て、不思議そうな表情を浮かべるウサトとネア。

　ボクとしては、自分の魔法のことが余計に分からなくなってしまったのでため息しか出ない。

　まあ、結果的にウサトの手に纏わりついた魔力も戻せたし、今のところはこれでよしとしよう。

　そう考えていると、口元に手を当てたネアがボクに体を向ける。

「でも、ウサトに引っ付くっておかしな話よね。もしかして、そういう能力になっちゃったのかも」

「き、気持ち悪いこと言うな！」

　ネアの言葉に鳥肌が立った。

　今の出来事を考えると、ありえない話でもないからだ。

　でも本当にそうだったらと思うと──。

「ははは。そうだよ、ネア。そんな能力だと僕も困るよ」

「……！」

　笑いながらそんなことを言ったウサトの脛すねをつま先で蹴る。

　蹴られた本人はやっぱりケロリとした表情で、頬ほおを掻かいた。

「ねえ、なんで今蹴られたの？」

「うるさい！　自分で考えろ！」

　どうせ効かないのは分かっていたけれど、やらなければいけないと思った。






第四話　波乱の前触れ！　予知された戦場!!　の巻









　それは、何度も体験した感覚だった。

　まるで水の中にいるような浮遊感と、それと反比例して冴さえている思考と視界。

　その感覚が自身の予知魔法によるものだと理解した私は、自分がこれから見せられるであろう未来の景色をしっかりとこの目に焼きつけるべく、眼前の光景を注視する。

『これ、は……』

　まず目の前に映り込んだのは、竜に似た魔物の背に乗り、地を駆け、空を舞う魔族の兵士達。

　他にも凶暴そうな狼おおかみの魔物など、前に見た予知とは比べ物にならないほどの戦力が、騎士達に襲いかかろうとしている。

　その背後には、あの邪竜と同じくらいの大きさの蛇がおり、その周りにも一回りほど小さい個体が数体いた。

『前の戦いとは、規模も何もかもが違う……』

　夢から目覚めたら、この予知の内容を一刻も早く伝えなければならない。

　そう考えていると、まるで絵のように光景が移り変わる。

　獣のような衣を纏まとった魔王軍第二軍団長コーガ、彼と相対するウサトとカズキ。

　雷を纏ったスズネと、炎を纏った魔族の女性。

　戦場の中で、周囲に被害をまき散らしながら跋ばっ扈こする巨大な竜巻。

　まるで、絵本のように未来の光景が移り変わっていく。

『……』

　今見せられた場面が、人間と魔族の未来を左右するであろう重要な場面なのだろう。

　前の戦争で、カズキとスズネが黒騎士に殺されてしまう未来を見たときと同じ予知……。

　そこまで考えていると、場面は次へと移り変わる。

　思わず身構えてしまったが、見せられた光景に呆あっ気けに取られてしまう。

『……何やってるの、ウサト』

　鬼のような形相で空を飛ぶ飛竜に蹴りを叩たたき込もうとしているウサトに、先ほどまでの焦燥を忘れ、思わず真顔になる。

　全く状況が理解できない。

　遠目でよく分からないけれど、ウサトの団服が今までのものと微妙に変わっているようにも見えるし、どうやって彼が空中にいるのかも理解できない。

『深く考えるのはよそう。ウサトだし』

　経験上、この場面に至るまでのウサトの行動は絶対に普通のものではないことは分かるので、これ以上考えても疑問が晴れることがない。

『うっ……』

　予知の終わりを意味する、何かに引き戻される感覚。

　どうやら、私が見られる予知はここまでらしい。

　予知の光景が遠ざかり、それと同時に目の前が暗くなっていく感覚に身を任せる。




「……朝、か」

　次に目を覚ますと、慣れ親しんだ私の部屋のベッドの上であった。

　目元を拭ぬぐいながら気け怠だるい体を起こした私は、先ほどの予知のことを考え、頭を抱える。

「なんでウサトは予知を見る度、変な状況の中にいるんだろう……」

　誰も答えられないのは分かっている。

　分かっているけれど、そう呟つぶやかずにはいられなかった。





　　　　＊＊＊






　フェルムが本当の意味で救命団の一員になってから数日。

　僕は城を通してミアラークへ書面を送ったり、各王国から派遣されてくる人員についての資料を確認したりと、副団長としての仕事をしていた。

　しかし、僕の元へアマコが魔王軍との戦いについての予知を見たと伝えに来たことで、状況は大きく変わった。

　アマコの予知の重要さを理解しているロイド様は、すぐさま僕達や騎士団に招集をかけ、彼女が見た予知に関する会議を開くことになった。

　アマコの予知を簡単にまとめると……。





・魔王軍が魔物を戦力として用いてくる。

・カズキと僕が第二軍団長コーガと相対する。

・先輩が炎を操る魔族の女性──恐らくアルクさんがヒノモトで戦ったアーミラと相対する。

・戦場の中で、周囲を蹂じゅう躙りんするように存在している竜巻がある。

・なぜか飛竜に空中戦を仕掛けている僕。






　僕がオチみたいな予知をされているのは置いておくとして、これらは戦いの上で重要な情報だ。

　今は、戦いの場になるであろう平原地帯に拠点を順次設置している重要な段階。そのタイミングで相手の出方が分かれば、こちらが優位に戦いを進めることができるかもしれないからだ。





　　　　＊＊＊






「カズキ君とウサト君は第二軍団長と、私は炎を扱う魔族と戦うとはね」

「あまり深く考えない方がいいよ、スズネ。無理に状況を変えようとすると、未来が捻ねじ曲がる可能性もないわけじゃないし」

「うん、分かってる。でも、自分の戦う相手となると思うところがあってね」

　会議が終わったあと、僕とアマコは先輩と一緒に城の廊下を歩いていた。

　向かう場所は、アルクさんのいる城門。

　先輩が、アルクさんにアーミラとの戦闘について詳しく訊ききたいと言うので、僕とアマコもついていくことにしたのだ。

「その魔族のことなら、アルクさんが報告書を出してくれたって話ですけど」

「それはもう目を通したよ。でも、彼の口から直接聞きたいと思ってね」

　確かに、文字よりもアルクさん本人から話を聞いた方が当時の状況などの想像もしやすいな。

　先輩の言葉に納得しつつ、一つ気になっていたことを訊いてみることにした。

「カズキと先輩は、もうすぐ拠点の方へ行くんですか？」

「ああ。魔王軍も動き出しているからね。私達勇者も拠点で、迎撃準備を整えなければならない」

　既に魔王軍は動き出している。

　それに合わせ、ニルヴァルナ王国、サマリアール王国、カームへリオ王国の戦力を拠点に招集させており、あと数日で四王国での連合軍が結成されることになる。

　僕達救命団は、先輩とカズキより少し遅れる形で拠点へ向かうことになる。

「……」

　戦いを前にしている実感は既にある。

　しかし、以前の戦いよりも準備をする余裕がある分、少し変な感じもする。

　自分にはまだやるべきことがあるのではないかとか、何か大事なことを見落としているのではないかとか、そういうことばかり考えてしまう。

「ウサト君？」

「え？　あ、ああ、すいません。ちょっとボーッとしていました」

　僕の顔を覗のぞき込んできた先輩に、ハッとしながら返事をする。

　その反応を見て何を思ったのか、先輩は照れるような素振りを見せた。

「もしかして、心配してくれてるのかな？」

「そうですね。カズキのことが心配です」

「私は!?」

「はいはい、先輩のことも心配してますよ」

「なんか適当だぞ！」

　いつもの調子で返してしまったが、もちろんものすごく心配している。

　しかし先輩は僕の対応に納得いかなかったらしく、自分を指さしながら僕へ訴えかけてくる。

「ウサト君！　私を一人にしちゃいけないと思うよ！　私、ウサト君がいないと何するか分からないよ？　それでもいいのなら、君は覚悟しておいた方がいい！」

「なんで、この流れで僕が脅されなきゃならないんですかね？」

　僕がいなかったら、本当に何をやらかすのか地味に怖い。

「すごい。自分を盾にして脅す人、初めて見た」

　そしてアマコ、感心したように呟くな。全然感心する要素ないからね？

「カズキ君には、セリアとフラナがいる！　でも、私には……あれ……？　私……には……誰もいない……？」

　無表情のまま涙を流す先輩を、慌てて慰める。

「すみません！　僕がいますからっ！　泣かないでください！」

　目元を袖で拭った先輩は、若干頬ほおを赤くさせながら視線を逸そらした。

「私が言うのもあれだけど……君もあまり人のことを言えたもんじゃないと思うよ」

「え、そうですか？　いや、確かに最近は悩み事ばっかりありますけど」

　先輩の言葉に、腕を組んで自分が今悩んでいることについて考える。

　まず副団長としての役割とか、魔王軍との戦いに向けて僕が伸ばすべき長所とか、色々あるな。

「ウサトの悩みは訓練関係だもんね。最近、そればっかり考えてるんじゃない？」

「アマコよ、なぜ分かる」

「だってウサトだもん」

　なんでそんな当たり前のこと訊いてくるの？　みたいな純粋な目で首を傾かしげられ、言葉に詰まる。

　フッ、さすが共に旅をした仲間だ。僕の悩み事などお見通しというわけか。

　気付けば城門の近くにまで来ていたようで、守衛のアルクさんの姿を見つける。

　一度気を取り直して、彼の名を呼びながら手を振る。

「アルクさーん」

「おや、ウサト殿。それにスズネ殿にアマコ殿も……。私に何かご用ですか？」

「はい。実は……」

　事情を聞いた彼は、快く了解してくれた。

「そうですね……私が戦った感想としては、彼女はとてつもなく戦いが〝巧うまい〟という印象を受けました」

　当時の戦いを思い出しているのか、顎あごに手を当てながら話すアルクさん。

　先輩は真剣な様子で、彼の話に耳を傾ける。

「私以上の威力を持つ炎の魔法に、剣技。加えて、それを完全に自身のものとして扱う戦闘技術。もし彼女が本気で私を殺す気だったら、私はここにいなかったでしょう」

　強力な炎を操るアルクさんがここまで言うということは、かなりの相手だったということだろう。

「報告書には炎を鎧よろいのように纏ったと書いてあるのだけど、いったいどういうことなのかな？」

「そのままの意味です。炎そのものを身体に纏うことにより、あらゆる攻撃を熱風で跳ね返し、単純な移動でさえも炎が後押しし、剣を用いた斬撃は常に爆炎に覆われたりと、攻守ともに優れた戦法を彼女は用いていました」

「私の雷獣モードと似ているね」

「そうですね。私から見ても、アーミラの技術はスズネ殿の技に似ていると思います」

　旅を経た先輩が身につけた技術、雷獣モード。

　それは電撃を纏うことにより、高速での移動を可能にする強力な技。

　先輩は高速移動に特化しているように思えるけれど、アルクさんから見ればアーミラと先輩の扱う技は似ているらしい。

「魔法を纏う、か」

　アーミラの戦い方は、ローズから聞いたネロ・アージェンスの戦法とも酷似している。

　それが生半可な技術ではないことは分かるので、アーミラがネロと同じ技術を扱っているのは、偶然ではないはずだ。

「正直な話、私では彼女の本気を引き出すことができませんでした。渾こん身しんの一撃も、彼女の鎧を少し切り裂いただけで、生身にはほとんど攻撃が届いていなかったのです。そんな彼女と相対するとなれば、スズネ殿は自身の持ち味を生かした戦術を用いればいいかもしれません」

「私の、持ち味……」

　先輩の持ち味と聞いて、僕も考えてみる。

　まず思いついたのが──、

「空気を読まないところ？」

「ウサト君が私のことをどう思っているかよーく分かった！　これはあれだね？　私が本気になっていいってことだよね？　そうだよね!?」

　何を本気になるのか分からないけれど、なぜか嫌な予感がした。

　先輩に両肩を掴つかまれながら、弁解の言葉を口にする。

「お、落ち着いてください。相手のペースを無視して自分のペースに持ち込めるって、地味にすごくないですか？」

「褒められてる気がしない！」

　なんて言ったらいいか迷っていると、僕と先輩のやり取りを静かに見守っていたアルクさんが口を開いた。

「ははは、ウサト殿の言うことにも一理ありますよ」

「アルクまで!?」

「それも含めて、スズネ殿は自身の系統魔法の強みを生かせる戦い方を模索するべきだと私は考えます」

　先輩の魔法……電撃魔法の強みを生かせる戦い方、か。

　先輩の魔法は、僕のように籠こ手てと系統強化を用いて無理やり能力の幅を拡張しているのではなく、やりようによってはあらゆる状況に対応することができる。

　無茶な応用も、先輩自身の魔法の才能と類たぐいまれなセンスにより可能にさせてしまう。

　その最たる例が、雷獣モードだろう。

「前半は釈然としないけれど……私の戦い方、か。考えて損はなさそうだ。ありがとう、アルク。すごく参考になったよ」

「少しでもお役に立ててよかったです。では、自分はそろそろ職務に戻ります」

　その場で僕達に一礼したアルクさんは、小走りで守衛の任へと戻っていった。

　彼の背中を見送った先輩は、僕の方へと向き直った。

「本当はこのまま君達と街の方に遊びに行きたいけれど、城に戻ることにするよ。私も、勇者としてやらなければならないことがあるからね」

　残念そうに笑いながらそう言葉にする先輩。

　救命団の副団長である僕と同じように、勇者である先輩にもやるべきことがある。

　勇者は騎士達の希望とも呼べる存在なので、その重要度は僕とは比べ物にならないだろう。

「遊びに行くくらい、戦いが終わったらいくらでも付き合いますよ。な、アマコ？」

「うん」

　もちろん、そのときはカズキも一緒だ。

　僕とアマコがそう言って先輩に笑いかけると、先輩は一転して真顔で顎に手を当てた。

「いいの？　そんな約束を私として？　絶対に忘れないよ？」

「……ウサト。スズネが真顔だけど大丈夫？」

　嫌な予感しかしないのですが。まあ、悪いことにはならないとは思うので撤回はしないけれども。

　とにかく、ここでまた一つ絶対に生きて帰らなくてはならない理由ができてしまったわけだ。






第五話　勇者からの手紙と、ナックの成長!!　の巻









　先輩とカズキが、先に平原地帯に設置した拠点へと向かうことになった。

　騎士達と共に出発した彼らを見送った僕は、訓練場でローズと模擬戦を行っていた。

「よし、ここまでにするか」

「そう……ですね。……ありがとう、ございました」

　訓練場で息を切らしながら、ローズへ返事をする。

　模擬戦は相変わらずきついけど、自分の今の実力を再確認できるのはいい。

　呼吸を整えつつ地面に腰を下ろしていると、フクロウのまま地面へ転がっているネアが呻うめいた。

　彼女も僕と一緒にローズとの訓練に参加していたので、かなり疲れている様子だ。

「ウサトぉ。ぜったい、ぜーったいに、貴方あなたから血、もらうからね……そうじゃなきゃ、こんなの割に合わないから……！」

「分かってる。約束は守るよ」

「絶対よぉ！」

　そこまで念を押すほどか。

　まあ、無理をいって参加してもらったから、断らないけどね。

　僕達救命団が拠点に向かうのは、明日だ。

　なぜ前日にローズとの模擬戦をしているのかというと、最後の最後に僕以上の身体能力を持ったローズの動きに慣れておきたかったからだ。

「治癒魔法はかけておいたが、しっかりと体を休めておけ」

「分かりました」

　全く疲れた様子を見せていないローズの言葉に頷うなずく。

「ちょうどいいから、今のうちに話しておくが、今回はブルリンを戦場に連れていくのか？」

「あー、それは……」

　少し前、ブルリンに魔王軍との戦いに赴くかどうか直接訊きいてみたのだ。

　というより、事実上はお留守番依頼をしたのだけど、それに対してブルリンは怒りながら僕の足を何度も叩たたき、自分も戦場に行くという意思を見せたのだ。

　もしかしたら僕はブルリンに対して過保護すぎたのかもしれないなと思い出しながら、ローズの言葉に頷く。

「ええ。ブルリンも連れていきます」

「そうか。なら、ブルリンに救命団専用の装備を用意させておいたから、あとで確認しておけ」

「え？　そんなのいつの間に作ったんですか……？」

「お前達がルクヴィスに会談に行っている間にな。念のために作らせておいたんだ」

　ブルリン専用の装備か。どんな見た目なのか気になるけど、まずはローズにお礼を言わなくては。

「ありがとうございます！」

「礼なんて必要ねぇよ。私が勝手にやったことだしな。それと、もう一つ」

　ローズが団服のポケットから封書を取り出した。

　投げ渡されたそれには、ミアラークの封ふう緘かんが押されていた。

「団長、これって……」

「それはお前個人に送られてきたものだ。王城の方には、別途正式なものが送られてきている。そっちの内容は……まあ、勇者の武器は戦争に間に合うか分からねぇって報しらせだ」

「そうですか……」

　間に合うか分からない、か。

　いや、ここは間に合わないと断言されなかっただけでもマシだ。

　僕のときとは違い、ファルガ様は一から勇者の武器を作りだそうとしているので、相当な無理をされているのかもしれない。

「思い詰めるのはいいが。出発は明日だ。準備も整えておけよ」

「はい！」

　そう返事すると、ローズは宿舎の方へ戻っていく。

　ローズだって明日に備えて忙しかったはずなのに、貴重な時間を割いてくれた。申し訳ない気持ちと感謝の気持ちを抱きながら、僕も気合いを入れ直す。

「さて、僕も明日のためにやることがたくさんだ」

　応急処置用の包帯や薬草など、魔力切れで治癒魔法が使えなくなった状況を想定した準備の続きをしなくてはならない。むしろ、僕個人の荷物よりもそっちの方が重要だ。

「うぇぇ……準備のこと忘れてたわ……」

「君はもう少し休んでいてもいいよ。準備は僕がやっておくから」

「ありがと……」

　ぬいぐるみのように地面に転がっていたネアを拾い上げて肩に乗せつつ、治癒魔法を発動させる。

　呻くネアの声を聞きながら、ローズから受け取った手紙に目を向ける。

「さて、その前にこっちを読んでおくか」

　勇者の武器以外にも、僕の籠こ手てのことについて質問を送っていたのだ。

　丁寧に開封し書面を開くと、流れるような綺き麗れいな文章が記されていた。





　　前略




　　　これはリングル王国救命団のウサト・ケン個人へ送らせていただく。

　　　事態が切迫しているのは承知しているので、知らせるべき事柄を簡潔に記そう。

　　　まず、ファルガ様による二人の勇者の武器の創造は、開戦時には間に合わないかもしれないというものだ。

　　　完成次第、ミアラーク最速の船で送るつもりだ。




　　　ここからは、私個人から君へ。

　　　ウサト、君が救命団という組織の一員として戦場へ向かうことは知っている。

　　　きっと君に課せられた使命とその重圧は、私には想像できないほどに重いものなのだろう。

　　　ミアラークで君と共に戦った身としては、君なら大丈夫と思えるのだが、君が背負った多くのものに押し潰つぶされてしまわないか心のどこかで心配になってしまう。

　　　君は、目の前で傷ついている人を前にすれば、カロンにそうしたように自分の身を顧みずに救おうとするだろう。

　　　私も君の言葉と行動に救われ、今ここにいる。

　　　ミアラークで君と肩を並べ共に戦った時間は短いが、君の優しさとその意志の強さは深く理解しているつもりだ。

　　　だからこそ、君の行動を咎とがめるようなことはしない。

　　　君は救命団としての戦いをして、そして生きて帰ってきてほしい。

　　　次に君と会えるのは戦場かもしれない。

　　　そのときは君の友として、勇者として、この力を振るおう。




　　草々




ミアラーク騎士団　レオナ　






「生きて帰ってきてほしい……か」

　レオナさんからの手紙を読んで、そう呟つぶやく。

　肩にいるネアも、手紙を見たのか僕の顔に視線を向ける。

「レオナも、貴方のことを心配してるみたいね」

「まあ、心配されるような行動をしている自覚はあるけどね」

　これは直接〝無茶をするのはやめろ〟と言われるより身に染みる。

「また、生きて帰らなくちゃいけない理由が増えたな」

　レオナさんからの手紙をできるだけ丁寧に封筒に戻し、ポケットにしまう。

　そのとき、後ろから僕の名前を呼ぶ声が聞こえた。

「ウサトさーん！」

「うん？」

　声のする方を見ると、訓練場の入り口の方からナックがやってくる。

「ナック、どうしたの？」

「あのっ、トングさん達が早く手伝いに来てほしいと」

「あー、分かった。それなら早く行かないとね」

　あいつらだけに準備させるのも悪いし、僕も早く行こうか。

　模擬戦の疲れもほぼ回復したし。

　僕は、ナックと共に宿舎へと向かう。

「ウサトさん。明日、戦場へ行っちゃうんですよね？」

「……そうだね。ナックは城の方へ？」

「はい。皆さんが出てしまうとここにいるのが俺一人だけになってしまうので、ローズさんが手配してくれたんです」

　ナック一人を救命団の宿舎に残すわけにもいかないし、ローズの判断は当然のものだ。

「本音を言うなら、俺も……ウサトさん達についていきたいです」

「ナック……」

「でも、俺はまだまだ子供だし、皆さんほど強くない。それは、俺自身が一番よく分かってます」

　自分の掌てのひらに治癒魔法を浮かべたナックの呟きは、どこか感情を押し殺しているように思えた。

　年齢的にも治癒魔法使いとしても未熟なナックを、戦いの場に連れていくことなんてできない。いくら人手が足りないとしても、それだけは絶対にしてはいけない。

「だけど、悔しがっているだけなのは違うなって思ったんです」

　顔を上げたナックがこちらを見上げる。

「先日、ローズさんに城で何か手伝いをさせてもらえないか頼んだんです」

「手伝い？」

「はい。今は城からもたくさんの人が出払ってしまっているので、力になれないかなって」

　なるほど。拠点に人が集まっている今、城の方もかなりの人手不足なのだろう。

　不意の襲撃に備えて幾人か騎士は残しているらしいけれど、それでも少ないことには変わりない。

「それじゃあ、城の守りは君に任せることになるな」

「えっ、そんな大おお袈げ裟さな……。それに俺、まだ大したこともできませんし……」

「ナック、君は自分で考えて行動に移したんだ。僕は、すごいことだと思う」

　多分、僕が君と同じ立場だったら同じことはできなかったはずだ。

　思考停止して筋トレばかりしたり、無力な自分を嘆いたりしていたかもしれない。

「ウサトさん！」

「うん？」

　ナックは意を決したような表情で僕を見上げると、戸惑いながらも口を開いた。

「ウサトさんが帰ったら、治癒パンチとか治癒魔法弾のやり方を教えてください！」

「え、そういうことなら今から──」

「このおバカ！」

　普通に教えようとしたら、ネアが翼で僕の頬ほおを叩いてきた。

　振り向くと、ネアが信じられないといった視線を僕へ向けていた。

「子供になに危険な技を教えようとしてんのよ！」

「き、危険て……」

　いや、待てよ……そういうことか。

　僕はナックと視線を合わすように膝をつき、彼の両肩に手を置く。

「ナック、君は人を傷つける技を学ぶべきじゃない。たとえ、最終的に相手が無傷だとしてもね」

「ウサトさん……」

「君にはまだ選択できる余地がある。無理に、僕のような乱暴な治癒魔法使いにならなくてもいいんだ」

　なんだろう、自分で自分を否定するって結構響く。

　しかし、これもナックに間違った道を進ませないためだ。そのためならば、僕は心にどんな傷を負ったとしても構わない……！

「でも、俺……」

「ルクヴィスでやったときの訓練を覚えているかい？」

「忘れられるはずがありません。あんな……いや、あの訓練は……」

　あんな……？

　なんだろう、妙に引っかかるな。

　あまり気にしないでおこう、うん。

「そのときと同じだよ。君だけじゃ見つけられないのなら、僕が一緒になんとかしてやる」

「……はいッ！」

「いい返事だ」

　強く頷いたナックの頭に手を置く。

　彼の成長は、まだこれからだ。

　一時的とはいえ彼の師匠だった立場として、それを見届けなければならない。

　僕は、肩にいるネアに礼を言う。

「ありがとう。ネア、君が言いたいことはこういうことだったんだな」

「いや、違うけど。違うけれど……結果的にはよかったのかしら？　ナックもおかしな技を覚えることはないし……」

「？」

　小声でぼそぼそと呟いているネアに首を傾かしげながら、ナックと共に再び歩き始める。

　明日になったら出発だ。

　ナックだけが王国に一人残されることになるが、彼なら大丈夫だろう。

　なにせ、彼は僕達救命団員が認める仲間であるからだ。






第六話　出発！　いざ戦場へ!!　の巻









　拠点への出発の日。

　出発にはアマコにナック、それに王国に住む人々が見送りに来てくれた。

　今一度、僕達が守らなければならない場所の景色を目に焼きつけながら、僕はリングル王国をあとにした。




　移動は前回の戦いと同じく馬車だけど、前と違うのは以前よりも団員が増えていることだ。

　五人の強こわ面もて達とオルガさん、ウルルさんに、新しく加わったフェルムとネア。

　ブルリンには、馬車の外を並走する形でついてきてもらっている。

「ネア、その格好はどうしたの？」

「ようやく指摘してくれたわね」

　僕の前に座っているネアが、自信満々な表情で足を組んだ。

　ネアはいつもの訓練服ではなく、僕とローズの着ている団服を黒色にしたようなデザインの服装になっていた。

「ふふん、これは私の変身能力で作り上げた私専用の団服よ！」

「うん、いいと思うよ」

「え？　そ、そう素直に褒められると私としても照れるものが──」

「すごく身軽そうな服装だから、いざというときは早く動けそうだね」

「……」

　嬉うれしそうな表情から一転して無表情になったネアが僕の脛すねを蹴る。

　なんだね？　君もフェルムのように脛を狙うのかね？

「ハッ、見た目なんかにこだわるようじゃ、お前もまだまだだな」

　悪態をついたのは、魔力で作った黒い服を纏まとったフェルムであった。

　彼女のセリフに、ネアは嘲ちょう笑しょうを返した。

「ふん、ウサトの色違いよりはマシだと思うわ」

「誰がこいつの色違いだ！　こいつと同じだなんて……こ、こっちから願い下げなんだよ！」

　泣いてもいいかな？

　なぜか僕がディスられてるし、普通に傷つく。

「お前こそ、そんな格好でいいのかよ！」

「別に構わないわよ！　さっきので分かると思うけど、どーせこいつは鈍感脳筋なんだし！」

　ネアとフェルムの口くち喧げん嘩かがヒートアップしかけたそのとき、二人の間に座っていた人物が動いた。

「二人ともっ、照れるのは分かるけど喧嘩しないで仲良くねっ！」

「あぅ!?」

「うぐぁ!?」

　救命団一のコミュ力の持ち主、ウルルさんである。

　いつの間にかごく自然にネアとフェルムの間に座っていた彼女が、満面の笑顔で二人の首に腕を回したのだ。

「は、離しなさい！」

「離せぇ！」

「駄目だよ、仲良くしなきゃ。今から大変な場所に向かおうとしているんだから」

　それでも抗あらがおうとするネアとフェルムだが、笑顔のウルルさんからは逃れられないようだ。

「それに、そろそろ止めないと、団長さんが怒っちゃうよ？」

「「え？　……ヒッ!?」」

　馬車の窓を見るウルルさんの視線を追っていくと、馬車を引く馬の手綱を持っているローズが凄すさまじい眼力でこちらを睨にらみつけていた。

「ね、分かった？」

　顔を青ざめさせ、こくこくと頷うなずくネアとフェルム。

　僕は前回はローズの隣にいたけれど、今回は荷室の方に乗ることになった。

　何やら、拠点で僕にやってほしいことがあるのでそれまで休んでいてほしいとのこと。

「ウサト君」

　不意にオルガさんが話しかけてくる。
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「なんでしょうか？　オルガさん」

　ウルルさんの兄であるオルガさんは、治癒魔法の扱いに長たけた人だ。

　そんな彼が、いつもと変わらない穏やかな表情で話しかけてきた。

「副団長になった君に、お祝いの言葉を言っていなかったことを思い出してね」

「え、いえ、そんな……」

「いいんだ。僕としても、君が副団長になってくれたことは喜ばしいことだから」

　そう言って一いっ旦たん言葉を切ったオルガさんは、数秒ほど間を空けて祝いの言葉を口にする。

「就任おめでとう、ウサト君。これからもローズさんのことを支えてほしい」

「僕に団長を支えられるかどうかは分かりませんけど……」

「君が気付いていないだけで、今でも十分支えになっていると思うよ」

　僕が支えられているってことはあるかもしれないけれど、その逆って考えはなかった。

　でも、オルガさんがそう言うのなら、そうなのかもしれない。

「それなら、これからも支えられるように精進したいと思います」

「うん。何か悩みがあったら相談してね。こんな頼りない僕でよければだけど……」

　自分でそう言って落ち込むオルガさんをフォローしようとしたけど、その前にネアとフェルムとじゃれていたウルルさんがオルガさんに声をかけた。

「お兄ちゃんはもっと自分に自信を持っていいのに。最後が締まらなくちゃ格好わるいよ」

「ははは……」

「お兄ちゃん、笑いごとじゃないよ？」

「……はい」

　ウルルさんに真顔で返され、意気消沈するオルガさん。

　そんな二人のやり取りを眺めていると、地を這はうような野太い声が聞こえてきた。

　そちらを見ると、強面五人衆が何かを話し合っていた。

「相手が魔族だけじゃねぇって話だよな。どうすんだよ？」

「魔物も混ざってるとか、地味に面倒くせぇんだよな」

「ああ、敵味方関係なしに見境なく襲ってくるしな」

「大丈夫じゃねーの？　俺らがやることは変わらねぇし」

「ヒヒッ、それもそうだ」

　魔族や魔物を相手にしてもやることは変わらない……なるほど、そういうことか。

　会話の内容を把握した僕は、声をかける。

「そういうことなら僕に任せておけ。まずはお前らが魔物と間違われて攻撃されないための対処法を考えよう」

　そう言った瞬間、目を血走らせた強面共が睨みつけてくる。

「「「「「あぁ!?」」」」」

　おかしいな、僕の推察が間違っているとは思えないし……。

「あれ？　お前らの見た目が魔物だから、魔王軍が連れてきた魔物と間違われて攻撃されないように話し合ってたんじゃないの？」

「テ、テメェ、喧嘩売ってんのか!?」

　怒りで青筋を浮かべているトングに首を傾かしげる。

「えっ？」

「嘘うそだろ、こいつマジで言ってやがる！　前科があるグルドはともかく、俺達は間違えられてねぇぞ！」

「俺も間違えられねぇよ！　多分！」

　ミルの言葉にグルドが反論するが、それを否定するようにアレクが首を横に振る。

「お前って確か、リングル王国の騎士にゴブリンと間違われて捕獲されたところを姉御に拾われたんだろ？」

「俺の用心棒時代の話をするんじゃねぇ！」

「え、本当なの？　それ」

　それで救命団に入ることになったとか、面白すぎる。

　そして、ローズの団員を集める基準が分からなくなってきた。

「俺らが話してたのは、魔王軍が連れてくるっていう魔物への対策だよ」

「なるほど、そっちか」

「むしろ、どうしてこっちを先に思いつかないんだよ……」

　話の流れを戻したゴムルの声に頷く。

　魔物への対策か。

　そういう経験は強面達の方が圧倒的に豊富だろうし、質問してみようかな。

「お前らは、魔物と相対したときどうする？　あ、魔物の近くに怪我人が倒れている場合ね」

　僕の質問に、暫しばし顎あごに手を当て考え込む強面達。

　十秒ほどすると、トングから一人ずつ質問の答えを口にしていく。

「急所を狙う」

「止とどめを刺される前にかすめ取る」

「とりあえず、ぶん殴るかな」

「全力で体当たりをかますぜ」

「手ごろな魔族をぶつけて囮おとりにする」

「なるほど。ありがとう、参考にする」

　五人の意見に礼を言う。

　凶暴な魔物相手でも、一瞬でも怯ひるませることができれば怪我人を助けられるってことだな。

　理に適かなっているな、うん。

「ねぇ、ウルル。あれって参考にしてもいいの？」

「ボクでも分かる。絶対ダメなやつだと思うぞ」

「普通の人なら無理だけど、ウサト君達なら大丈夫なんじゃないかな？」

　前の席からネア達の呟つぶやきが聞こえるが、今はトング達の話に集中しよう。

　こいつらとはよく喧嘩するけれど、それは仲が悪いからってわけじゃない。

　言うなれば、お互い気兼ねなしに言いたいことを好き勝手に言い合えるような関係というべきだろうな。

　カズキや犬いぬ上かみ先輩とは違った信頼の形だと僕は考えている。

「それじゃあ、次こそグルドが魔物と間違われないための対策を考えよう」

「「「「異議なし」」」」

「あるに決まってんだろ！」

　怒鳴り声と共にグルドが立ち上がる。

　あわや馬車の中で乱闘が起きかけたそのとき──、

「うっせぇぞ!!　このボケ共がァ!!　大人しく座ってろォ!!」

　我らが団長、ローズの雷のような怒声が馬車の外から響いた。

　その声に、グルドだけではなく僕達も黙り込む。

　そんな僕達を見たウルルさんは、おかしそうに笑っていた。

「静かに、騒がずに話そう。うん」

「ああ、そうしよう」

　僕と同様に顔を青ざめさせた強面達が頷く。

　救命団、ミンナ、スゴク、ナカヨシ。

　その後、僕達はできるだけローズを刺激しないよう、静かに言葉を交わしていくのであった。





　　　　＊＊＊






　リングル王国を出発してから数時間。

　あれほど騒がしかった強面達が昼寝をし始めたので、馬車の中は静かだ。

「結構、長く感じますね」

「そうだね。お兄ちゃんも、本を読んだまま眠っちゃってるし」

　強面達から視線を外すと、いつの間にかウルルさんが僕の目の前の席に移動してきていた。

　彼女の隣を見ると、フェルムとネアも眠ってしまっているようだ。

　とりあえず、風邪を引かないように二人に脱いだ団服をかけておく。

「お、優しいね。そういうのポイント高いよー」

「はは、何のポイントですか」

　茶化すようにそんなことを口にするウルルさん。

「見れば見るほど、見違えたよね。ウサト君」

「え、そうでしょうか？　いえ、確かに訓練は欠かさなかったので、それなりに力はつきましたね」

「それもあるけど、私が言いたのは内面の話」

　内面の話？

　思わず首を傾げると、彼女は続けて言葉を発する。

「初めて会ったときより、今の方がすごく落ち着いている感じがする」

「そりゃあ、あれから色々ありましたからね……」

　ルクヴィスからヒノモトまでの道中で起こった出来事を思い出し、遠い目になってしまう。

「本当に色んな目にあいましたから、大抵のことは受け入れられるようになりましたよ」

「そ、そうなんだ……」

　曖昧に頷いた彼女を見て、ふとある疑問が僕の中で湧いてきた。

　訊きくなら、皆が寝ている今しかないだろう。

「二度目の戦いですが、ウルルさんは……大丈夫ですか？」

「え？」

　そんなことを訊かれるとは思わなかったのか、ウルルさんは呆あっ気けにとられた顔になる。

　僕とウルルさんは、救命団員として戦いに参加するのは二度目になる。

「ウサト君は、どう？」

「そりゃ怖いですよ」

「全然そんな感じはしないけれど……」

「そりゃあ、色々と覚悟を決めていますし」

　ローズの話を聞いて、僕の中で覚悟は固まっている。

　そう言葉にすると、ウルルさんは前触れもなく立ち上がり僕の首に腕を回してきた。

「このこのっ、私の方がお姉さんなのに生意気だぞー！」

「わっ、ちょっとウルルさん!?」

「でもそういうところが、本当に団長さんにそっくり！」

　予想外のことに動揺している僕を解放したウルルさんは、初めて会ったときから変わらない明るい笑顔を向けてくれる。

「私は大丈夫だよ。ウサト君」

「え？」

「私も戦いは怖いけれど、それ以上に皆を助けたいって気持ちがあるから。その気持ちがあれば、少しくらいの危険なんてへっちゃらだよ」

「……」

「ウサト君？」

「いえ、ちょっとウルルさんが強すぎて引いてました」

「酷ひどくない!?」

　さっきのお返しがてら軽口を返すも、内心ではウルルさんの精神的な強さに驚いている。

　でも、心のどこかで救命団員である彼女の強さに納得してしまっている。

「もしかして、ウサト君。私のこと心配してくれてたの？」

「まあ……はい、そうです」

「そっかー。心配させちゃったかー」

　なんとも軽い返事に、肩の力が抜けかける。

　一方のウルルさんは、どこか嬉しそうな様子を見せながら僕に視線を合わせる。

「ウサト君。私達、同じ救命団の仲間だからね？」

「えっ？」

「だから君は一人じゃないし、君が副団長だからって何もかもを背負わせたりしないから」

　気遣うはずが、逆に気遣われてしまった。

　なんというか、僕の考えなんて彼女にはお見通しだったようだ。

「やっぱり、ウルルさんには敵かないませんよ」

「でしょ？」

「そこは謙遜してくださいよ」

　上機嫌に笑みを零こぼすウルルさんにつられて、僕も笑みを浮かべる。

　ウルルさんのおかげで、肩の荷が軽くなった気がする。

「おい、お前ら」

　そんなことを考えていると、手綱を引いているローズが窓を叩たたきながら僕達へ声をかけた。

　僕とウルルさんが窓の外を見ると、ローズは道の先を指さしていた。

　そこには、たくさんの物資やテントなどが並んだ野営地が広がっていた。

「まもなく拠点に到着する。寝ているやつを起こしておけ」

「「はい！」」

　拠点に着いてからも、やることはたくさんある。

　ローズの言葉に強く頷いた僕とウルルさんは、眠っている面々に声をかけていった。
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　平原地帯に設置された拠点は、僕が想像していたよりも大規模なものであった。

　四王国の兵と物資が集められているのだから、この広さも当然のものだとは思うけれど、それでも目の前の光景に圧倒されてしまった。

「拠点の向かい側は、見張り台や防壁が作られているのか」

「未完成とはいえ、この短期間でこれだけのものを作れるのはすごいわねぇ」

　拠点の前線に建設されている防壁と見張り台を見つつ、ネアの呟きに頷く。

　僕達は迎えてくださったリングル王国の騎士の案内のもと、救命団が活動する場所へと案内されていた。

　すれ違う他国の兵達は僕達を好奇の視線で見ていたけれど、その理由の大半はブルリンにあるのだろう。

　ブルリンを見慣れているであろうリングル王国の騎士ならともかく、他国の兵達からすればブルーグリズリーは危険な魔物という認識なのだ。

「装備の調子はどうだ？　ブルリン」

「グルァ～」

「うんうん、ぴったりだね」

　眠そうな声で鳴いたブルリンの頭を撫なでつつ、彼の装備を見る。

　背中に取り付けられたベルト、それにやや大きめの鞍くら。この鞍に怪我人を固定することで、黒服と同じように救命団のテントへ運ぶことができるのだ。

「お前の役割は分かっているな？」

「グルゥ」

　僕の言葉にブルリンは強く頷く。

　今回の戦争におけるブルリンの役割は二つ。

　黒服から怪我人の運搬を請け負うこと。

　その巨体で負傷者を守ること。

　魔物として敵を襲うのではなく、救命団の一員として味方を救うのが、ブルリンに与えられた役割だ。

「ウサト」

　ふと、前を歩くローズに声をかけられる。

「はい？　なんでしょうか？」

「ついさっき騎士から伝えられたんだが、増員として派遣された人員は既に到着しているようだ」

「そうなんですか。では、今から顔合わせに？」

「ああ。だが、私は先にやるべきことがあってな。私がそいつらと顔を合わせるのはあとになりそうだ」

　まあ、ローズは団長としての責務があるので忙しいのは分かる。

「ということは、僕が救命団についての説明とかをすればいいんですか？」

「察しがよくなってきたな。その通りだ」

　救命団の代表としての挨拶か。

　緊張こそあるけれど、できない仕事ではない。

「そういうことなら、僕に任せてください」

「おう、頼んだぞ」

　何気に重要な役目を担ってしまったな。

　これから会う方々は戦いを共にする仲間になるわけだから、変なわだかまりは生みたくない。

「第一印象が肝心だな。うん」

「あまり張り切りすぎないようにね」

「分かってるよ」

　ネアの言葉に頷く。

　僕も書状渡しの旅を経て、初対面の人との接し方などをそれなりに身につけてきたのだ。

　よほどのことがなければ、大丈夫なはずだ。

「そういえば、ここにカズキと先輩達もいるんだよな……」

　二人とも勇者としての仕事で忙しいんだろうけれど、一度くらいは顔を出しておきたいな。




　それから暫し歩き、僕達が活動する場所へと到着する。

　案内された救命団の活動拠点は、かなりのスペースがある場所であった。

　いたるところに設置された大きめのテントに、積み上げられた医療物資、怪我人を寝かせるための敷物など、必要な場所と物資はあらかた揃そろっているように見える。

　これだけの広さなら、怪我人が溢あふれることはなさそうだ。

「救命団の皆さんを支援してくださる人員は、既にそちらのテントで待機しております」

「ああ、分かった。案内ご苦労」

　案内役の騎士を見送ったローズは、僕へと話しかけてくる。

「ウサト、さっきも言った通り私は一旦この場を離れるが、あとは任せたぞ」

「はい。任せてください」

「副団長としての任、しっかりとこなすように」

　ポンと肩に手を置いたローズは、そのまま拠点の奥の方へ向かっていった。

　深呼吸をして気分を落ち着けた僕は、救命団員達へと振り向く。

「まずは荷物と物資の整理から始めようか。フェルム、君はできるだけ外を出歩かないようにね」

「分かってるよ」

「ああ、頼むよ。君が勘違いで襲われてしまうって可能性もなくはないからね。バレたとしても、僕達は全力で君を庇かばうつもりだけど、バレないに越したことはない」

「ああ。お前達に迷惑はかけないつもりだ」

　この拠点にいる間、フェルムには顔を隠してもらう必要がある。

　リングル王国の騎士達はフェルムの存在を理解しているが、他国の騎士はそうではない。最悪、スパイと間違われてその場で斬りかかられてもおかしくないのだ。

「オルガさんは移動で疲れているでしょうから、あとは僕達に任せて体を休めてください」

「い、いや、僕も何か手伝うよ」

「ウサト君の言う通りだよ。お兄ちゃんは貧弱すぎるんだから無理はしないで」

　オルガさんは生まれつき体が弱い。

　馬車での移動は座っているだけでも疲れるから、彼にはできるだけ休んでもらいたい。

　彼は、救命団にとって最も重要な存在といってもいいのだ。

「そうだぜ、オルガ」

「トング……。ごめん、僕の体が弱いばっかりに」

　軽く肩を叩いたトングに、申し訳なさそうに謝るオルガさん。

　そんな彼に、他の強面共が気遣うように話しかける。

「生まれつきならしょうがねぇよ」

「俺達はお前のことを迷惑だなんて思ってねぇしな。気にすんなよ」

「お前さんは救命団の要かなめだからな。しっかりと休んでおきな」

「力仕事は俺らに任せろってな」

「皆……ありがとう」

　彼らの言葉に、オルガさんはお礼を言いながら頷いた。

　顔は怖いけど、あいつらは基本的に善人なんだよなぁ。顔は怖いけど。

「よし、じゃあ強面連中とフェルムは物資の確認と整理。オルガさんはひとまず休憩してください」

「お前はどうすんだ？　副団長だからってサボりは許さねぇぞ、コラ」

「話は最後まで聞け。僕は先に手伝ってくれる人達に挨拶しに行かなきゃいけないんだ。それにネアとウルルさんもついてきてもらおうかなって」

　そう説明すると、ウルルさんが自分を指さして首を傾げた。

「ウサト君、私は何をすればいいの？」

「正直、僕一人では不安なところもあるので、ウルルさんの力を借りられたらと」

「そういうことなら任せてよ！　こう見えても、話すことには自信があるの！」

　こう見えてどころか、少し話しただけでも貴女あなたのコミュ力の高さは伝わります。

　こういうことに慣れていそうなウルルさんがいてくれれば心強い。

「ウサト、私はどうして？」

「君にも、ウルルさんと同じくフォローを頼むよ」

「分かったわ。フクロウの姿の方がいいかしら？」

「あー、そうだね。それで頼むよ」

　さて、これで分担が決まったな。

　改めて団員の皆を見回し、全員に聞こえるように声を発する。

「それじゃ、指示した通りに動いてくれ。何かあったら僕のところに」

「「おう！」」

「「はい！」」

　頼もしい返事が返ってきたことを確認し、一旦その場を解散させる。




　僕はネアとウルルさんと共に、救命団を補助してくれる人達がいるテントへと向かう。

「よし、団長に怒られないように、副団長としての仕事をしないとな」

「あまり肩に力を入れすぎないようにね」

「はいっ」

　ウルルさんにそう返事しながら、僕はテントの中へと足を踏み入れる。

　すると、中にいた人達の視線が僕に集まる。

　その視線に圧倒されかけながら、心を強く保って彼らの前に立つ。

　ここにいる人達は僕達をサポートし、助けてくれる。

　だからこそ、最初に悪い印象を与えるわけにはいかない。

　背筋をしっかりと伸ばした僕は、はっきりとした声で自己紹介をする。

「リングル王国救命団副団長、ウサト・ケンです。この度は救援に来ていただき、誠にありがとうございます」

　僕は副団長として、やるべきことをする。

　それが副団長という地位を任された者の義務であり、使命であるからだ。




　派遣された方達に自己紹介を済ませた僕は、これから手伝ってほしいことや、戦いにおいてするべきことを、できるだけ分かりやすく説明した。

　正直、緊張してうまく説明できたか怪しい部分もあったけれど、そこはウルルさんが助けてくれたのでなんとかなった。

　ぎこちないながらも説明を終えたあとは、事前に用意しておいた名簿を用いてそれぞれの役割を割り振った。

　やはり人手が多いと作業効率が段違いで、あっという間に僕達が活動できる拠点が出来上がっていった。

　日が暮れてきた頃に、完成した救命団の活動拠点に帰ってきたローズが派遣されてきた人々と顔合わせをすることになったが、僕と印象が違いすぎてざわつかれたのが少し面白かった。





　　　　＊＊＊






「魔王軍の進軍を確認した、か」

　キャンプファイヤーのように積み重ねた薪まきの中で燃える火をボーッと見つめながら、僕はそう小さく呟いた。

　設営を終えた夜に作戦本部からローズを通して伝えられた情報。それは、魔王軍は既に偵察要員が発見していた場所を通過し、着実にこちらに向かってきているということ。それも、大勢の魔物を従えての進軍だ。

「グゥ」

「……ああ、大丈夫だよ。ブルリン」

　麻あさ布ぬのを敷いた地面に座っていると、傍らで寝っ転がっていたブルリンが心配するように見上げてくる。

　そんなブルリンに笑いかけながら、頭を撫でる。

　いつもと変わらない撫で心地だが、慣れ親しんた感触だ。

「お前がいてくれて心強いよ」

「フンスッ」

「誇らしげだなぁ」

　以前の戦いのとき、ブルリンはリングル王国で留守番をしていたが、今回は違う。

　邪竜と戦ったときのように、信頼する仲間として背中を預けることになる。

　そこに一切の不安はない。

　書状渡しの旅を通じて、僕も、そしてこいつ自身も大きく成長しているからだ。

　そう考えながら焚たき火を眺めていると、不意に顔を上げたブルリンが僕の背後を向く。

「……グル」

「ん？　どうしたのブルリ──」

「だーれだっ！」

　背後から近づいてきた何者……つーか、犬上先輩の手で突然視界を奪われてしまった。

　柔らかい手で目元を覆われながら、僕はショックを受ける。

「不覚ッ！」

「すっごい悔しがってる!?　え、いや、そこまでショックを受けるなんて、ごめ──」

「先輩ほど邪よこしまな気配を発している人はいないのに、その接近に気付けないなんて……！」

「君は、もう少し私に申し訳なく思え！　そして照れろ!!」

　数日前と変わらない先輩に、少しだけ安あん堵どする。

「美少女のテンプレパターンに悔しがるってどういうことなの!?」

「だって先輩ですし」

「どういうこと!?」

　自らを指さしているので何を言いたいのか分かるけれど、先輩じゃなきゃ相当おかしな発言だ。

「なんで君はそうテンプレなリアクションから外れていくのかな！　普通、美少女からこんなことされたら赤面ものだよ？」

「音もなく背後から近づかれる方が恐怖ですよ。むしろ青ざめました」

　そう言うと、先輩は必死な様子で肩を掴つかんできた。

「もし、もしエヴァが私と同じことをしたらどうする!?」

　音もなくエヴァが背後に……？

　それはサマリアールにいた頃に何度も経験しているが、今でも怖いと断言できる。

「な、なんでそんな恐怖に怯おびえた顔になるの……？」

　無意識に震える手を押さえていると、先輩の後ろからカズキとフラナさんがやってきた。

「ウサトとスズネのやり取り、なんか見てて面白い」

「先輩はことごとく外していくなぁ。よっ、ウサト！　無事にこっちに到着したようだな」

「うん、カズキとフラナさんも元気そうでなによりだよ。あ、先輩もですよ」

　先輩の方を見てそう言うと、パァっと擬音がつきそうな勢いで彼女の表情が明るくなる。

　本当に感情の上がり下がりが激しいですね……。

　そんなことを考えていると、僕からブルリンへとターゲットを変えた先輩が、彼ににじり寄っていた。

「ブルリン、君も来たんだねっ！　撫でさせて！」

「グルッ！」

　伸ばした手を即座にはたき落とすブルリンに、先輩は好戦的な笑みを浮かべた。

「フッ、相変わらずやるねっ！」

「今の先輩なら、雷獣モードでいけば撫でられると思いますよ？」

「それじゃ意味がないんだ。ウサト君、私はブルリンが自発的に撫でさせてくれる状況を所望しているッ！」

　少なくとも、今の欲望丸出しなままじゃ無理なような気が……。

　睨み合っている先輩とブルリンから、カズキとフラナさんの方へと向き直る。

「ここにいるということは、フラナさんも戦いに参加するつもりなのか？」

　エルフ族なのに、人間と魔族の争いに参加するのは大丈夫なのだろうか？

　そういった意味も込めた質問だったが、彼女はしっかりと首を縦に振った。

「うん。これが私の選んだことだから、カズキと一緒に戦う。それにさ、カズキって向こう見ずなところがあるから、しっかり見ていてやらないといけないしねっ！」

「俺は子供かよ……」

「ついでに、お姫様直々の頼みでもあると言っておこうっ！」

「あー、セリアからもか……」

　愛されてるなぁ、カズキ。

　さすがに立たせたまま話をするのも悪いし、どうせなら座れる場所を用意しようか。

　近くにまとめてある麻布を敷きながら、声をかける。

「ここに来たのもなんですし、座って話しますか？　こんなところでよければですけど……」

「全然構わないよ。私達もこのあとは休むだけだしね。カズキ君とフラナも構わないだろう？」

「もちろんです」

「うん」

　三人が座ったところで、僕は気になっていたことを訊いてみることにする。

「先輩達は聞いてます……よね。魔王軍のこと」

「ああ。ここに来るのも時間の問題だろうね。戦いは間近に迫っている」

　前の戦いのように、河に橋をかける段階でローズが破壊しに行けば時間が稼げるかもと考えていたが、それは彼女自身が止やめたそうだ。

　魔王軍も以前の失敗をそのままにしておくはずがないし、なにより今回は飛竜という空を飛ぶ敵がいるから、橋を壊しても意味は薄いと判断していた。

　それに、ローズには橋を壊すことは絶対に無理だという確信があるようにも思えた。

「俺達も今日までやるべきことはやってきたつもりだ。といっても、シグルスみたいに軍の指揮なんて難しいことはできないけどな」

「カズキは、今日まで何を？」

「主には、集まった兵達の確認だな。やっぱり四つの軍を結集するのって簡単なことじゃないから、まず命令系統とその戦い方を把握しておいた」

　以前の交流戦だけで全て把握できたわけじゃないもんね。

　独自で戦場を駆ける僕とは違い、先輩達は仲間の兵と共に戦いへ赴くから、なによりも連携が重要なのだろう。

「他には……各国軍の指揮官との顔合わせもしたな」

「指揮官というと、ニルヴァルナ王国からはハイドさんが？」

「ああ。カームへリオ、サマリアールの指揮官は前線での経験が少ないって理由でハイドが前線を率いることになって、総指揮はシグルスが取ることになった」

　先の会談では色々なことを教えてくれたハイドさんがいてくれるのなら、頼もしい。

　安堵していると、今度は先輩が口を開いた。

「それに、救命団のことについてシグルスから大々的な説明があったよ」

「え、そうなんですか？　ちなみに、どんな説明を？」

「戦場で白い服、黒い服を纏った者に遭遇した場合、動けない怪我人を託すこと。逆に、彼らが危機に陥るような状況にあった場合、全力で助けに向かうこと、だってさ」

「なるほど……」

　後半のような状況に陥りたくはないけれど、一度目の戦いでは僕も危ないところを騎士の方に助けてもらっていた。

　あのときは本当に助かった。

　それに、あらかじめ僕達のことを知ってもらえているのは非常にありがたい。

　自分で怪我人を見つけるのが主だけれど、僕達の姿を見つけた人が助けを求めてくれた方が効率的だからだ。

「ウサト君の方は、救命団に増員が入ったって聞いたけど……」

「はい。昼間に顔合わせを済ませたところです。でも、残念ながら治癒魔法使いはいませんでしたけどね」

　先輩の質問に答えると、フラナさんがおずおずとした様子で話しかけてくる。

「気になっていたんだけどさ、救命団にいるウサトと団長さん以外の治癒魔法使いは……殴ったり、すんごい速さで動いたりしないよね？」

　僕とローズ以外というと、ナックやウルルさん、オルガさんのことか。

　……ナックはまだ子供だから、カウントしなくてもいいか。

「皆、一般的な治癒魔法使いだよ。僕と団長みたいな治癒魔法使いの方が珍しいくらいだし」

「そ、そうだよねっ！　ウサトや団長さんみたいな治癒魔法使いの方が少ないんだよね！」

　少ないというより、僕もローズ以外見たことがない。

　いや、そもそもローズが始まりなのか？

　そう考えると、本当に凄まじいな、あの人。

　その後、僕達は時間が許す限り、たくさんのことを語り合った。

　戦争が終わったら何をしたいかとか、心の奥底にしまっていた不安も口にした。

　……もしかしたら、これが最後になるかもしれない。

　もちろん、そうさせないために力を尽くすつもりだけど、覚悟はしておかなければならない。

　だからこそ今このときを、僕は心の底から楽しむのであった。






第七話　戦いを前に……　の巻









　翌日、僕はこの戦いに参加する救命団の面々と派遣された方達を集めていた。

　ローズがシグルスさん達との作戦会議に参加しているので、その間に全員で改めて救命団の役割についての確認を済ませようと考えたのだ。

「灰服のオルガさん、ウルルさん。二人はここで怪我人の治療をお願いします」

「ばんばん人を助けるからねっ！」

「ウ、ウルル……今からそんな意気込むことないと思うよ……」

　次に、二人の補助をする派遣された方々へと向き直る。

「皆さんは、オルガさんとウルルさんの補助をお願いします。黒服が連れてきた怪我人への回復魔法、包帯や消毒、薬草を用いての応急処置などです。お互いに助け合うことが必要な仕事ですので、常に周りを見るように心がけてください」

「「「はい！」」」

　しっかりとした返事が返ってきたことに安心し、次に身軽な装備を着ている人達の方を向く。

「そして、救護兵の皆さんは後方にて怪我人の救助、黒服が連れてきた怪我人を収容する仲介役をお任せします。黒服に近い役目になりますが、くれぐれも前に出すぎないようにお願いします」

「「「はッ!!」」」

　肉体派な方が多いからか、威勢のいい返事が返ってくる。

　やっぱり、こういった場で喋しゃべるのは緊張するな。

　小さく深呼吸をしてから、次に強こわ面もて達とフェルムの方を向く。

「さて、お前達は分かっていると思うが、フェルムのためにもう一度確認しておくぞ」

「おう」

「黒服の役割は、戦場での負傷者の救出。分かってるね？」

「言い聞かせるように言わなくてもちゃんと分かってる」

　ふいっとフェルムは顔を逸そらした。

　フェルムは小柄な少女ではあるが、人間よりも数段身体能力の高い魔族である。それも救命団で訓練済みというお墨付きだ。

　それに、彼女には闇系統の魔法による変幻自在の服がある。反転の力を失っても、防御面での無敵さは変わらない。

「おい、ウサト」

「うん？」

　声をかけてきたトングの方を見る。

　腕を組んでいた彼はフッと肩の力を抜くと、笑みを浮かべ口を開いた。

「副団長。オレ達は傷ついた味方を救って、んでもって生きて帰ってきてやる。ま、お前を副団長だなんて呼ぶのは性に合わねぇが、この戦いの間だけはそう呼んでやる」

「え……？」

「今までそう呼ぶこたぁなかったが、戦いの前だ。お前のことを認めてやろうって思ってな」

　そうトングが言うと、それに続くように他の強面達もにやりと笑みを浮かべた。

　今まで呼び捨てか「小僧」としか呼ばなかったこいつらが……。

　僕は一歩後ずさりながら、衝撃のあまり口を押さえた。

「お前ら……死んじゃうの……？」

「「「「「死なねぇよ!!」」」」」

　先ほどのキリッとした雰囲気を崩して、一斉にツッコまれてしまった。

　僕だってこんなこと言いたかないけど、困惑するのもしょうがないと思う。

「お前、マジで空気読めねぇな！」

「頭まで筋肉なんじゃねぇの、こいつ？」

「いや、いきなり今際いまわの際きわみたいなセリフを言うから……」

　悪役が突然良いことを言い出す──俗にいう死亡フラグってやつだ。

　それでも、副団長と呼ばれて嬉うれしくないわけがない。

「それじゃ、僕もお前らに蹴飛ばされないように頑張らなきゃな」

「おう。不ふ甲が斐いねぇ姿を見せたら、速攻で副団長の座をぶんどってやるからな」

「できるもんならね。返り討ちにしてやるから」

　いつものようにトングと軽口を交わし、互いに笑みを浮かべる。

「ねぇねぇ、ウサト。私は？」

　すると、人間の姿のネアが僕の団服の袖を引っ張ってきた。

　その表情は、どこか不安そうに見える。

　素でネアのことを忘れていた僕は、フッと笑みを浮かべ、彼女の肩に手を置く。

「ネアは僕のサポートだ。頼りにしているぞ」

「いつも通りってことね。思う存分に頼りなさい。それに見合う働きはするつもりだから」

「ハハ、頼もしいなぁ」

　自信に満ち溢あふれた彼女を頼もしく思いながら、気持ちを切り替える。

　戦いは間近に迫っている。

　今一度、共に動く仲間達を見回したあとに、僕は改めて戦いへの覚悟を固めるのであった。





　　　　＊＊＊






　その夜。

　僕は作戦会議から帰ってきたローズに呼び出され、拠点に設置された防壁に隣接するように建てられた見張り台へと向かっていた。

「皆、ピリピリしているな……」

　テントの外に出ると兵達の姿が見えるが、その姿はかなり緊張しているように見えた。

　魔王軍が間近に迫ってきているから、無理もない。

　そんな彼らを横目で見つつ、設置されたテントの間を縫うように歩みを進めていく。

「……いた」

　到着すると、見張り台に立っているローズを見つける。

　僕は無言で見張り台の梯子はしごを登り、彼女の元へと辿たどり着く。

「ウサトか」

「はい。それで、どうしてここに僕を？　作戦会議のことなら、先ほど聞きましたが」

　やることは前回の戦いのときとそう変わらない。

　戦いが始まったすぐあとの段階では、白服の僕とローズは活動拠点で怪我人の治療に専念し、戦闘が本格的なものになってきた頃合いに出撃し、戦場を駆けて怪我人を癒やしていく。

「単純に話があっただけだ。そこまで肩に力を入れなくてもいい」

「そうですか」

　言われた通りに肩の力を抜いて、見張り台の縁に両手を乗せる。

　改めて平原地帯を見渡してみると、綺き麗れいな景色だなって思う。

　見渡す限りの平原が空からの月明かりに照らされ、昼間とは違った表情を見せている。

　この場所が近いうちに戦場となって荒れ果ててしまうって考えると……少しもったいない気分になってしまう。

「ここに来てからは任せっきりだったが、副団長としてやっていけているか？」

「え？　ええ、もちろんです」

「ならいい。お前がまともにやれているようで安心したぞ」

「団長」

「なんだ？」

「突然優しくされると、その……不気味です」

　返答は僕へのエルボーであった。

　体重の乗った一撃をまともに胸に受けた僕は、なんとか足を踏ん張らせて堪こらえる。

「どれ。顔を差し出せ。根性を叩たたき直してやろう」

「す、すすす、すみません……！」

　手をバキバキと鳴らしながら近づいてくるローズに、慌てて謝罪する。

「この私が珍しく気遣ってやったってのに、お前はいつまでたっても生意気な小僧だな」

「そ、それほどでも……」

「褒めてねぇよ」

　呆あきれたように吐息を零こぼしたローズは、再び平原へと視線を戻す。

　その視線は、目の前の平原ではなくその先を見ているようにも思えた。

「ネロ・アージェンスは来るんでしょうか？」

「あくまで予感にすぎないが、来るだろうな」

　基本、この人の勘は的中精度が極めて高い。

　ファルガ様の使う不可視の魔術すらも感知してくるくらいなのだから。

「団長が、相手をするつもりなんですか？」

「……」

　ローズは口を開かなかった。

　動揺した様子も見られず、かといって否定している素振りもない。

　ただ無言でいる彼女に不安になっていると、ようやく彼女は口を開いた。

「奴がここに来るとしたら、私と戦うことが目的だろうな」

「……復ふく讐しゅうでしょうか？」

「それは分からねぇが、奴があのときの戦いの結末に納得しているとは思えん」

　遥はるか遠くを眺めているローズの表情からは、その感情は窺うかがえない。

　……実は、過去の話を聞いてずっと訊きいてみたいことがあった。

「団長は、ネロ・アージェンスに復讐したいって気持ちはありますか？」

「ないな。んなもんはとっくに消え失うせている」

　あまりにもあっさりと答えてくれたので、肩の力が抜ける。

　その答えに安あん堵どするが、疑問も残る。

　ネロ・アージェンスは、ローズの大事な部下を殺した仇かたきなのだ。そんな相手なら、復讐したいと思うのが当然なんじゃないか？

　僕が質問する前に、ローズが先に口を開く。

「私にはやるべきことがあったからな。復讐なんか考えてる暇はねぇんだよ」

「救命団、ですか……」

「ああ。それに、あいつらもそれを望んでいるはずがねぇしな」

　改めて、ローズにとってアウルさん達の存在は大きかったのだと思い直していると、不意にローズが笑みを漏らした。

「だが、奴の澄ました面つらはもう一度ぶん殴っておきてぇな」

「いきなり話が物騒になりましたね」

　ローズに本気でぶん殴られるであろうネロ・アージェンスが不ふ憫びんでならない。

「……あの、もしネロ・アージェンスと僕が遭遇してしまったら──」

「逃げろ。お前ではまだ勝てない」

「……逃げられないようなときは？」

　すぐに想像できたのは、ネロ・アージェンスの近くに重傷を負った人がいる状況だ。

　僕が逃げてしまえばその人は確実に命を落としてしまい、かといって怪我人を救うために戦ったとしても、ローズと同等以上の相手と交戦して無傷でいられるはずがない。

　そんな質問をした僕に、ローズはこちらを見ずに答えた。

「全力で凌しのげ」

「凌げって……やっぱり戦うってことですか？」

「私が逃げろと言っても、お前はどうせ戦おうとするんだろ。なら、全力で凌いで助けを待て」

　僕ってどれだけ好戦的だと思われているんですかね？

　でも、全力で防御だけに徹すれば時間を稼げるかもしれないな。

　攻撃に回った瞬間に、首を飛ばされていそうではあるけど。

「今のうちに訊いておこうと思ったんだが」

「はい？」

　ローズの声にそちらを向く。

「お前は治癒魔法を纏まとわせた攻撃を使うつもりなのか？」

「治癒パンチのことですか？」

「ん？　ああ、お前はそんな呼び方をしていたな」

　殴った相手を癒やす攻撃。

　僕はローズが何を言いたいのか、すぐに理解できた。

「今だから言うとな、お前にあの技を教えたのは失敗だった。わざわざ魔力を消費しちまうし、なにより倒すべき相手を癒やしてしまう。その意味は……分かっているな？」

「ええ、もちろんです」

　相手を無傷で無力化するという点では、治癒パンチはこれ以上なく有能な技だろう。

　しかし、その利点は戦争という場においては無意味。

　最初のときの戦いでは、相手を傷つけてしまうことに躊ちゅう躇ちょしていた僕が自衛の手段として使っていたけれど、今回は戦いの規模が違いすぎている。

　僕が癒やすべき人も遥かに多いし、カバーしなければいけない範囲も広がっている。

　そんな中で、無駄な魔力を消費してしまう治癒パンチを使えるわけがない。

「旅の間で培った応用技は使っていきますが、相手をわざわざ治してしまうようなことはしないつもりですよ。僕にも白服としての使命がありますからね」

「……そうか」

「それに、治癒パンチを使わなくても相手のことを気絶させられますし。そこのところは大丈夫だと思います」

　伊だ達てに物騒な旅を送ってきたわけではない。

　邪竜のときは洗脳されたアルクさん、サマリアールではフェグニスさん達、ヒノモトでは国を守る獣人の兵士達と戦い、経験を積んできた。

　今の僕なら、治癒魔法を使わずに相手を気絶させることができるはずだ。

「思っていたよりも、大丈夫そうだな」

「……もしかして、心配してくれたんですか？」

　笑みを浮かべながらローズの方を向いた瞬間、僕の額に衝撃が叩きつけられた。

　不意の衝撃に呻うめいていると、ローズがデコピンを構えたままケラケラと笑っていた。

「ハッ、心配したんじゃねーよ。お前がヘマやらかさねぇように釘くぎを刺しただけだ」

「だからといって、デコピンはないと思うんですが……」

「今さらそのぐらい、どうってことねぇだろ」

　確かに、それほど痛くはなかったけども。

　肩の力を抜いて顔を上げると、ここからは平原とは逆にある拠点全体を見渡すことができる。

「……頑張らなきゃな」

　たくさんのテントと焚たき火の明かり、点々と見える人影を見て、僕は改めて決意を滾たぎらせるのであった。






閑話　もう一つの師弟関係









　それは、私がまだ見習い兵士だったときの記憶。

　私の師匠であるネロ・アージェンスと彼の部下達と共に、ある任務へと同行したときのものだ。

　簡単な任務のはずだった。

　いずれ復活する魔王様のために強力な魔物を捕獲し、新たな手駒──今ではバルジナクと呼ばれている魔物を創り出すために、私達は人間の領域へと足を運んだ。

　そのときの光景は、今でも鮮烈に目に焼きついている。

　後方で待機を命じられていたが、異変を感じて戦いの場へ到着したとき、そこはまさに地獄と化していた。

　乱雑に切り裂かれた木々。

　倒れ伏す同胞達と人間共。

　そして、自身の剣で右肩を貫かれ木に磔はりつけにされた師匠と、憎悪に満ちた目で師匠を睨にらみつけている人間の女の姿。

『殺す、殺してやる』

　右目を斬り裂かれ、全身の至る場所からは血が滲にじみ──普通の人間ならば意識すら保っていられないはずの体で、女は地面を這はいずりながら既に意識を失いかけている師匠に止とどめを刺そうとしていた。

　死にかけているはずなのに、その目だけはしっかりと師匠のみを捉えていた。

　心底恐ろしかった。

　私は恐怖で竦すくむ体を必死に動かし、師匠を連れてその場から逃げた。

　魔王領へ引き返す間も、ずっとあの女の視線を感じて生きた心地がしなかった。




「おーい、アーミラ」

「……」

　戦いの前に過去のことを思い出していたのだが、第二軍団長、コーガにより邪魔されてしまった。

　私が未いまだにこいつの下についているのは、その方が兵として動きやすいという理由もあるが……なにより、付き従ってくれる部下達に愛着を持ってしまったからである。

　現在、我が軍が夜営をしている場所は、大河の近くにある森の中だ。

　前回の戦いで、ローズに河を渡る橋を壊された苦い思い出のある私は、数人の部下を連れて対岸の見張りを行っていた。

「……はぁ、何の用だ」

「いや、さっき会議に行ってきたんだけど、それが終わってさ。いやー、やっぱあの第三軍団長、えっぐい奴だな」

「だからこそ、彼女は私より軍団長に向いている」

　新しく第三軍団長になったハンナ・ローミアは優秀だ。

　直情的で戦うことしか能がない私と比べ、彼女は柔軟かつ狡こう猾かつな思考を持っている。

　それに、持っている魔法も後方支援に適している。

「で、他に何かあるのか？」

「ネロのおっさんは、副官のギレッド爺じいさんに指揮を任せて遊撃だとさ」

「……そう、か」

　師匠が戦う際、中途半端な力を持つ者が近くにいてはかえって邪魔になってしまう。

　師匠が単独で動くことに不思議はないが、思うところがないわけじゃない。

「お、噂うわさをすれば」

「ん？」

　コーガの声に顔を上げ、彼の視線の先を追う。

　腰に剣を差した金髪の魔族──師匠、ネロ・アージェンスが河岸近くに佇たたずんでいるのが見えた。

　後ろ姿からはその表情が窺うかがえないが、ジッと河の先を見据えている。

「お前の師匠なんだろ？　少しぐらい話した方がいいんじゃねぇの？」

「……ああ、分かっている」

　師匠が戦線に復帰してから、未だ言葉を交わしていない。

　進軍する直前で忙しかったということもあるが、単純に今の師匠に何を話していいか分からなかったからだ。

　魔王領に戻ってから、師匠は変わってしまった。

　自身の持つ魔剣により受けた傷は大きく、魔王様が復活されたあとになっても戦いに戻ることができず、療養を余儀なくされていた。

　そのときの師匠は、部下に死を強要させた自責の念と、ローズとの戦いで敗北を喫したことにより、並々ならない執念を抱えていた。

　恐らく、今でもそれは変わらないだろう。

「コーガ、ここは任せる」

「は？　え？　軍団長の俺に見張りやらせるの？　ちょ、無視しないで──」

　コーガの声を無視して、私は師匠の元へ向かう。

　くすんでしまった金色の髪、右肩を覆う鎧よろい、腰に携えた魔剣──その姿を鮮明にとらえた私は若干緊張しながら声をかけようとしたが、師匠は前触れもなく剣を抜き、軽い動作で目の前の空間を横に薙ないだ。

「ッ!?」

　瞬間、赤色の刀身から風の刃やいばが放たれ、大河の先にある一つ頭の高い山へと向かっていった。

　数秒ほどして、その山の一角の木が切り倒され砂すな埃ぼこりを上げる。

　突然の行動に困惑していると、赤色の魔剣を鞘さやに納めた師匠が山を見据えながら言葉を発した。

「五人」

「え？」

「偵察の者だ。情報を送られる前に始末した。意味があるかは分からないがな」

　師匠の言葉の意味を理解した瞬間に、鳥肌が立つ。

　師匠は、山の中から偵察を行っていた人間を始末したのだ。しかも、暗闇でまともに見えないにもかかわらず、だ。

　改めて、師匠がどれほど規格外か理解させられる。

「久しぶりだな。アーミラ」

　師匠の実力に驚かされていると、不意に彼が私の名を呼んだ。

　少し後ろで立ち止まると、こちらに僅わずかに顔を動かした師匠が笑みを浮かべた。

「お久しぶりです。師匠」

「師匠、か。この俺を、まだそう呼んでくれるか」

　自じ嘲ちょうするような言葉に驚く。

　師匠の様子は、以前と全く違ってしまっている。

　少なくとも、ローズと戦う前までの師匠は自分を卑下するような言葉を口にすることはなかった。

「貴方あなたは私に戦う術すべを教えてくださった師匠です。それは、何があろうとも変わりません」

「……お前は、強くなったな」

　そう感慨深く呟つぶやき、師匠はまた口を閉ざす。

　師匠の心境は、私にも推し量ることはできない。

　しかし、私にはずっと訊ききたいことがあった。

「師匠は、ローズに対して敵かたき討ちを考えているのですか？」

　かつての私のように、ローズに対して雪辱を果たそうとしていたのだろうか？

　師匠の無念を晴らしたい一心で怒りに燃えていた私とは違い、師匠にはその理由があるはずだ。

　師匠は、ローズとの戦いで私以外の部下を失っているのだから。

　私の質問に、師匠は小さく首を横に振った。

「……いいや、俺に敵討ちをする資格はない。むしろ、俺は償う側だ」

「償う、とは……？」

「彼らに……部下達に死ぬことを強要させたのは、この俺だからだ」

　自分の部下にローズの部下を道づれにさせ、共倒れにさせた。

　奴らの強さを考えれば、後々の脅威になることは分かりきっていただろう。

　師匠の判断が正しかったとは言えないが、ローズの部下達があのまま生きていたなら、手の付けられない存在になっていたのは明白であった。

「俺の時間は、あの戦いの日で止まっている」

　その呟きには、強い感情が込められていた。

「以前の俺は、魔族の繁栄のためならばどんな犠牲もやむを得ないと考えていた。しかし、ローズとの戦いで敗北してからは、その熱意と理想も消え失うせ……残ったのは、戦いを求める衝動だけだった」

「他には、何も？」

「ああ、俺の目的はただ一つ。ローズと戦うこと、それだけだ」

　師匠は過去に囚とらわれてしまっていた。

　ローズという未だかつてない強敵と相対したことで、戦いに飢えてしまっているのだ。

　ここにいる誰もが魔王様のため、魔族全体の生存のために戦っているはずなのに──この方だけは現在ではなく、過去を見て戦っているのだ。

「今、ローズは戦ってはいないのか？」

　不意の質問に驚きながら答える。

「……はい。治癒魔法使いとして戦場を駆け、傷ついた兵士を癒やしています」

「彼女は殺すのではなく、救う道を選んだか」

　そう呟いた師匠の表情を窺うことはできないが、何かしら思うものがあるのは分かった。

　十秒ほど無言だったが、師匠はようやく口を開いた。

「だとしたら、相当厄介な存在だろうな」

「ええ、まったくです。前回の戦いでは奴の弟子までもがどこからともなく湧いて出てきまして。ただでさえ二人の勇者の存在に手を焼いていたのに……」

　ウサトと呼ばれた治癒魔法使いと二人の勇者のことを思い出し、師匠の前にもかかわらず愚痴を零こぼしてしまう。

「弟子？　治癒魔法使いのか……？」

「はい。正真正銘、ローズと同じ類たぐいの治癒魔法使いです」

「実力は？」

「少なくとも、コーガと引き分けるくらいには」

　厳密に言えばコーガにも余力はあったが、一時でも気絶に追い込まれた時点でアレがまともな治癒魔法使いであるはずがない。

　一度、ヒノモトで檻おりに閉じ込められていた姿を見たときは平凡な少年に見えたが、その瞳には強い意志が感じられた。

「……なるほど」

　私の話を聞き、静かに頷うなずいた師匠はそのまま黙り込んでしまった。

　ローズの弟子の話を聞いて、何を感じたのだろう。

　どちらにせよ、師匠にとって今回の進軍は過去との戦いでもあるのだろう。

　私にとっては……魔王様、ひいては魔族のための戦いでもある。
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　リングル、サマリアール、ニルヴァルナ、カームへリオの四王国による連合軍。

　それぞれの国の鎧よろいを纏まとった騎士の先頭にそれぞれの部隊の隊長がおり、そこにいる彼ら全員が静かに戦いへの闘志を燃やしていた。

　武器を装備した歩兵部隊、馬に乗った騎馬部隊、弓を携えた弓兵部隊と、それぞれに分かれて整列した中で、勇者である私とカズキ君は平原の先を見据えていた。

「最初のときと同じ光景だね」

「あのときとは何もかもが違っていますけどね」

　もうすぐ魔王軍がやってくる。

　だが、私達も手をこまねいていたわけじゃない。

　主要国への協力の申し入れ、ルクヴィスでの会談、やれるべきことは全てやった。

「……ウサト君に会っておけばよかったな」

「後悔するくらいなら、さっさとアタックしちゃえばいいのに」

「この私にそれができると思うのかい？　だって私だよ？」

「自信満々で言うことじゃないよね……」

　カズキ君の後ろにいるフラナにそう答えるが、返ってきたのは呆あきれたような言葉であった。

「このままでは死んでも死に切れぬ……！」

「生きて帰ればいつでも会えますよ」

　カズキ君はやや重厚な鎧、私は動きを阻害しない程度の軽装の鎧を着ている。

　大きな部分は前回の戦いのときと変わっていないが、サマリアールの魔具製作技術により、あらゆる部分がグレードアップしている。

　せめてウサト君に自慢したかったが、今となっては遅いだろう。

「今度はヘマはできないよ。カズキ君」

「分かってます。またウサトに助けられるわけにはいきませんからね」

　ウサト君は、どうしているだろうか？

　今頃は、救命団の副団長として団員達と共に戦いのときを待っているのかもしれない。

　彼は私達と同じくらい……いや、それ以上に危険な場所に行かなければならない。

　それが彼の選んだ道であり、救命団員としての役割でもあるからだ。

　それでも、ウサト君には無事でいてほしい。

　怪我もしてほしくないし、危ないこともしてほしくない。

「スズネ、あれ……」

「ん？」

　フラナの視線の先を見ると、重厚な鎧を着て戦闘の準備を整えたシグルスが、拠点から姿を現していた。

　その場にいる騎士達の視線を受けながら、彼は軍全体が見渡せる見張り台の上に立つ。

　それだけで、ざわついていた四王国の軍がピタリと静かになり、静寂に包まれる。

「私は此こ度たびの戦いの指揮官を任されたリングル王国軍団長、シグルスである！　同士諸君！　これより、魔王軍との戦いが始まる!!」

　魔具も何も使っていないはずなのだが、シグルスの声は驚くほどよく響いた。

　その場にいる全ての人々の視線を一身に集めてもなお、シグルスは堂々とした態度でさらに声を張り上げた。

「我らの敵は魔族！　魔物と共に空を飛び、地を駆ける！　人間を上回る力と魔力を持つ恐ろしい相手だ！」

　種族の差というものは大きい。

　獣人ほどではないが、魔族は頑丈さも身体能力も人間とは違っている。

　戦いに不慣れなサマリアールとカームへリオの兵達は、不安な面持ちでシグルスを見上げる。

「しかし！　魔族より人間が劣っているわけではない！　我々には団結する力がある！　互いに助け合い、思いやれる仲間がいる！　今ここに集つどった四つの王国の戦士達がその証拠だ！」

　その力強い言葉は、ここにいる全ての人々の心に届き、力を与える。

　不安な面持ちを見せていた者も、戦いに恐怖していた者も、気付けばその鼓舞する言葉に聞き入っていた。

「我々がここで負ければ、大陸に住む無む辜この民は危機に晒さらされる！　それだけはあってはならない！　我々がここで魔族の進軍を止める！」

　その声を機に、兵士が雄お叫たけびを上げた。

　空気が振動する。

　戦意が熱となって伝わってくる。

　兵士達の士気が最高潮にまで達したと同時に、平原の方向から刺すような気配を感じ取った。

「先輩」

「ああ、覚悟を決めないとね」

　振り向けば、緑一面の平原が視界に映り込む。

　空気の異変を感じた瞬間──平原の丘の奥から、黒い鳥のような何かが空へと舞い上がる。

　アマコの予知で知らされた飛竜。

　魔族を背に乗せた飛竜の大群が空へと舞い上がる中、地上からも魔族とそれに従う魔物達が姿を現し、私達のいる拠点へと向かってくる。

　それを冷静に見据えたシグルスは、腰の剣を引き抜き、その切っ先を魔王軍へと向けた。

「今こそ、我らの運命を決するとき！　全軍、戦闘準備!!」

「「「ウォォォォォ!!」」」

　私も剣を引き抜き、全身に電撃の魔力を纏わせる。

　カズキ君は掌てのひらに光の球を浮かべ、フラナは短剣から煙のように揺らめく紫色の魔力を浮かばせる。

　戦う覚悟はできている。

　あとは、その覚悟を胸に先陣を切り、勇者として仲間を導くのみだ。





　　　　＊＊＊






　シグルスさんの演説が行われている最中、僕とローズは黒服である強こわ面もて達とフェルム、そしてブルリンを見送っていた。

　彼らは戦いが始まった直後に戦場を駆ける使命を帯びているので、今のうちに伝えられることは伝えておかなければならない。

「ブルリン。気を付けるんだよ」

「グルゥ」

　ブルリンの両頬ほおに手を添え、目を合わせる。

　ブルリンは共に戦い、旅をした相棒だ。その強さは僕が一番よく知っている。

「お前なら心配はないってのは分かってる。でも危ないときは……体当たりしてぶっとばせ。ネアに魔術で動けなくされたときの僕にやったようにね」

「グルゥ……？」

「いいんだ、思いっきりかましてやれ」

「お前、それで助言しているつもりなのか……？」

　傍らにいたフェルムが引いたように呟つぶやく。

　彼女は頭をすっぽりとフードで覆い、黒服として出動する準備を整えていた。

「フェルム、ブルリンを頼む。あと、君も気を付けて」

「……ああ。任せておけ」

　すると、外から聞こえる声が雄叫びへと変わる。

　すぐ近くにいたローズは、そちらへ視線を向ける。

「始まったようだな」

　騎士達の雄叫びに混じるように、大量の魔物の叫び声が響く。

「やることは前回と同じだ。お前らは怪我人をここに運ぶ。分かっているな？」

「「「「「へい！」」」」」

　ローズの言葉に、横一列に並んだ強面達が力強い返事をする。

「前回とは規模が違うが、少しばかり行動する範囲が広がっただけだ。その程度でへばるような軟弱者はここにはいないはずだ。ウサト、お前も副団長として何か言ってやれ」

　彼女にそう言われ、僕は咳せきばらいをする。

　これから戦いに向かう彼らに、僕も副団長としての言葉を送ろう。

「魔物より魔物らしいお前らが死ぬとは思わないけど、もし死んだらぶん殴ってでも引き戻してやるから、覚悟しておけよ？」

　湿っぽいのは僕達には似合わない。

　口にするのなら、いつもと変わらない憎まれ口が相応ふさわしい。

　強面達もそれが理解できているのか、憎たらしい笑みを浮かべている。

　フェルムは僕と強面達を見てドン引きしているけど、そこは気にしないでおこう。

　僕達のやり取りを見届けたローズは、黒服達とブルリンを見回した。

「言葉は十分に交わしたようだな。さあ、暴れてこい！　ちんけなペットを連れて調子に乗っている魔族どもから、怪我人を掻かっ攫さらってどんどん救ってこい!!」

「「「「「うおおおおお!!」」」」」

「グァァァ！」

「え、ちょ!?　待って！」

　黒服達とブルリンが、雄叫びを上げて駆けだした。

　タイミングを逃したのか、やや遅れてフェルムも慌ててついていった。

　彼らが走っていく姿をしっかりと見送ったあと、気合いを入れるべく自身の頬を張った僕は、ローズと共に序盤の活動場所となるテントへと向かう。

「想定したよりも戦闘が激しいようだな。すぐにオルガ達の元に向かうぞ」

「はい！」

　テントの入り口に到着すると、僕達治癒魔法使いの護衛をしてくださっているリングル王国の騎士、アルクさんがいた。

「貴方あなたがここに来てくれてとても頼もしいです。アルクさん」
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　ここはアルクさんと彼の同僚の騎士達が守ってくれている。

　彼は拳を胸に当て、旅のときと変わらない頼もしさを見せてくれる。

「誰が相手だろうと、必ずここを守り切ってみせます！」

「オルガさん達をよろしくお願いします！」

「お任せを！」

　アルクさんと短く言葉を交わしたあと、ローズと共にテントへと足を踏み入れる。

　テント内には人間の姿のネア、オルガさんにウルルさん、そして僕達の活動を助けてくれる人達が待機している。

「ウサトから事前に説明を受けて理解していると思うが、お前達は黒服が運んでくる怪我人を癒やすことが主な仕事だ。私達は怪我人を救ってなんぼだが、救うべき命にお前ら自身も含まれていることを忘れるんじゃねぇぞ？」

「「「はい！」」」

「よし、ではそれぞれの持ち場に待機だ」

　ローズの指示に従い、オルガさん達はそれぞれの持ち場へと移動する。

　もちろん、僕も治癒魔法使いとして怪我人を癒やすので、黒服達が来るのを待つ。

　すると、ネアが僕の隣にやってくる。

「まだ始まったばかりなんだし、そこまで構えなくてもいいんじゃないの？」

「甘いぞ、ネア」

「へ？」

　彼女が首を傾かしげた瞬間、テントの入り口から勢いよく黒い人影が飛び込んできた。

　黒い人影の正体──トングは、負傷した三人の騎士を担ぎながら怒鳴るように声を上げた。

「怪我人を運んできたぜぇ───！」

「……早すぎない？」

「それだけ激しい戦いが起こっているってことだ」

　すると、続いてグルドが怪我人を担いでやってくる。

　彼の見た目からすると魔物に攫われているようにしか見えないけど、それでもグルドは怪我人を励ますために声をかける。

「へっへぇ、安心しろよォ。副団長にかかれば痛みなんてすぐになくなるからよォ」

「ひぃぃ!?」

　あれが善意の言葉であることは言うまでもないだろう。

　担がれているカームへリオの女騎士さんは、ガチの悲鳴を上げているけども。

　ツッコミたい衝動を抑えながら、続々と連れてこられる怪我人を麻あさ布ぬのに寝かせ、治癒魔法を施す。

「安心してください。今、治癒魔法で治します」

「き、君が救命団の治癒魔法使い……」

「ええ。無理のない範囲で構いませんので、外ではどんな戦いが起きているか教えてもらってもいいでしょうか？」

　今のうちに戦場の様子を知っておこうと思い、治癒魔法を施しながら女騎士さんに質問する。

　痛みが和らいだのか、大分落ち着いた彼女は先ほど戦場で見ていた光景を教えてくれた。

「大きい蛇のような魔物と、空を飛ぶドラゴンに似た魔物に大勢の人がやられていたわ……」

　大きい蛇……以前の戦いで魔王軍が連れてきていた蛇のことだろうか。

　あいつは毒を使ってくるからかなり厄介だな。

　会話をしているうちに、女騎士さんの傷を癒やし終えた。

　予想していたより、連れてこられる人数が多い。つまり、それだけ怪我人が続出しているということだ。

　まだまだ魔力に余裕はあるけど、次々と黒服に連れてこられる怪我人を見て不安になってしまう。

　……僕とローズがここから抜けて、本当に大丈夫なのか？

「ウサト殿、こちらの方を！　酷ひどい怪我です！」

「っ、分かりました！」

　その声で我に返った僕は、すぐさま怪我人の元へ駆けつけ治癒魔法を施す。

「もう大丈夫です。すぐに治しますから」

「あ、ありがとう……」

　僕の手を掴つかんだ騎士の手を握り返しながら、安心させるように笑いかける。

　余計なことを考えている暇はない。

　まだ戦いは始まったばかりなんだ。

　強面達も、足を止めずに怪我人を運び続けている。

　ここにいる人達はもちろん、ネアだって布や包帯などを使って応急処置をしてくれている。

　僕自身、この世界で培ってきた全てで目の前の試練に立ち向かわなければならない。





　　　　＊＊＊






　戦いが始まってから、僕達治癒魔法使いは休む暇なく怪我人への対処に追われていた。

　サポートしてくれている人達の存在には、本当に助けられている。

　道具による応急処置、そして黒服の役割の一端を担う支援により、僕達治癒魔法使いにかかる負担が大分軽減されるのだ。

　問題があるとすれば、それは黒服達が変に大おお雑ざっ把ぱだったことくらいだ。

　ほら、今みたいに──。

「トング！　テメェ、雑に消毒液を使うなっつってんだろうが！　数が限られてんだぞ、このタコ頭が！」

「へいへいすみませんねぇ！　じゃ、あとは任せますぜぇ！　副団長さんよォ！」

　今になって、このタコ頭の副団長呼びに若干の煽あおりが入っているのを感じイラッとする。

　額に青筋を浮かべながら、今度はグルドに注意する。

「そこのゴブリン！　喋しゃべるときは普通の顔をしろ！　怪我人を怖がらせるんじゃねぇ！」

「この顔は元からだ！　このクソッたれ！」

　そう叫びながら、次の怪我人を捜しに行ったグルドを見送る。

　僕も怒鳴ってばかりいないで手を動かさなくちゃな。

　隣り合うように寝かせられている二人の騎士の治療を行っていると、テントにフェルムとブルリンが飛び込んできた。

　ブルリンの背にはベルトで固定された四人の負傷した騎士がおり、フェルムは背中に一人、両腕に二人の騎士を抱えていた。

　少し息を切らしながらこちらへ近づいてきたフェルムは、闇魔法で固定していた三人の騎士を下ろした。

「連れてきたぞ……！」

「大丈夫？　怪我はない？」

「……心配ない、どこも怪我してない」

　ブルリンの背のベルトで固定されている四人の騎士をネアと共に下ろしながら、疲れた様子のフェルムを気遣う。

　ブルリンの方は全然平気なようで「フンスッ！」と自信満々に鼻を鳴らしている。

「フェルム、やっぱり仲間だった人達を相手にするのは辛つらい？」

「そんなことない。ただ、うざったいだけだ。……次のを連れてくる」

　そうぶっきらぼうに言い放ち、フェルムは外へと走っていく。

　ブルリンに彼女を気遣うように目配せしてから、怪我人の治療に専念する。

　何度怪我人を癒やしても、その人数は減る気配を見せない。

　傷の癒えた騎士が再び戦線へと復帰していく度、入れ替わるように怪我人が運ばれてくるからしょうがない話なのだが、改めて今回の戦いの激しさを思い知らされる。

「手伝うよ。ウサト君」

「ウルルさん……助かります」

「こんなときこそ助け合わなくちゃね。さっき治療した騎士さんから話を聞いたけれど、今のところ戦況は拮きっ抗こうしているって」

「そうですか……」

「でもね。まだ軍団長クラスの魔族は出てきてないんだって。大きな蛇の魔物は複数いたらしいけれど、魔族側もまだ主力を出してないみたい」

　あの蛇が一匹だけじゃないのもきついけれど、まだコーガのような軍団長が出てきていないのは不安だな。

　多分、軍団長クラスの実力を持つアーミラって魔族も出てきていないだろうし、これからの戦況がどう動くか全く予想できない。

「それに……一つ、気になることを聞いたの」

「気になること？」

「騎士さんの一人が、味方に攻撃されて怪我をしたんだって……」

「味方に攻撃された？　間違って刃が当たってしまったとかではなく？」

「ううん。話してくれた騎士さんが言うには、幼い頃からの親友だった人が、豹ひょう変へんしたように襲いかかってきたんだって」

　もしかして、何かに操られたとか？

　戦場で錯乱したとも考えられるけれど、最悪の可能性としては相手に人を操る魔法か何かを持つ魔族か魔物がいることが考えられる。

　もしそうなら、相手はこちらを操って同士討ちをさせているってことになる。

「厄介だな……」

　そのとき、戦場の方から大きな雄叫びのようなものが響いてきた。

　それに応えるように、数えきれないほどの魔物の叫び声が遅れて聞こえてくる。

　その声を聞いた僕は咄とっ嗟さにローズへと視線を向けると、彼女は既に治療し終えた騎士から手を離し、声のする方を見上げていた。

「ウサト」

　ローズのその一言で、何を言わんとするかすぐに察することができた。

　僕達はこれから白服として戦場を駆け、味方を救いに行く。

　彼女へ頷うなずきその場を立ち上がると、ウルルさんが不安そうな瞳で見上げてくる。

「ウサト君……死なないでね」

「はい。それでは、いってきます！」

　僕は、ローズに続いてテントの入り口へと歩みだす。

　その際に、背後からフクロウに変身したネアが僕の肩に飛び乗った。

「ごめんね。こんなところまで連れてきちゃって」

「そんなの今さらじゃない。それに私は貴方の使い魔なんだから、ついていかない方が今じゃ不自然よ」

　ネアの正体を知ったときは、こんな信頼し合える関係になれるとは思ってもいなかった。

　僕の純情を弄もてあそんだり、邪竜を蘇よみがえらせたり、色々とやらかしたせいで印象は最悪だった。

　だけど旅を経た今では、背中──というか、肩を預けられるくらいに信頼できる仲間だ。

「君がいてくれてよかった。ありがとう」

　感謝の言葉をかけると、ネアは上機嫌になる。

　彼女と共にテントを出ると、護衛をしてくれているアルクさんと目が合った。

　アルクさんはとても強く、それでいて頼りになる人だった。

　身近な大人として親身になって相談に乗ってくれた彼がいてくれたおかげで、不安でいっぱいだった旅を乗り越えることができたんだ。

　だから、安心してここを任せて僕は先へと進んでいける。

　無言で視線を交わし頷いたあとに、ローズと共に戦場へと向かっていく。

「これで二度目だな」

「え？」

　ローズの言葉に首を傾げる。

「お前と戦場を走るのが、だよ」

「……そうですね。僕としては戦いなんて起こらない方がよかったんですけど」

「ハッ、違いねぇ。だが始まっちまったからには、私達はやるべきことをしなきゃならねぇ」

「もちろん、それは分かっているつもりです」

　こちらが戦いを望まなくても、魔王軍は問答無用で襲いかかってくる。

　それを黙って見ていることなんてできるはずがない。

「団長。今のうちに言っておきます」

「なんだ？」

「ネロ・アージェンスと会ったら、間違っても刺し違えるなんて考えないでくださいよ？」

「……は？」

　呆あっ気けにとられるローズの表情。初めて見たかもしれない。

　だけど、僕は至極真面目に言っているので茶化したりはしない。

「いや、散々僕に自己犠牲云うん々ぬんを言い聞かせた団長がまさかそんなことするわけないのは分かっていますけれど、一応言っておこうと思いましてね。というより、団長が死ぬなんて微み塵じんも思ってませんし」

「早口で言い訳するくらいなら言わなきゃいいのに……」

　ネアが呆れたように呟くが、これだけは言っておきたかった……！

　なんというか、口に出さないとローズは本当に行動に出そうな気がしたからだ。

　僕にあれだけきつく言っておいて、自分だけ守らないというのは卑ひ怯きょうだ。

「……フッ」

　笑みを零こぼしたローズを見て、僕はいつでもデコピンを叩たたき込まれてもいいように構える。

　しかし、予想外に衝撃はない。

　その代わり、彼女は僕の頭に手を乗せると雑に撫なでた。

「わわっ!?」

「バカか、お前。なんで私があんないけ好かねぇ魔族のために命なんぞくれてやらなきゃならねぇんだ？」

「で、ですよねぇ！」

「自分の命を懸ける必要なんてねぇよ。その前にぶっ飛ばせば済む話だ」

　とてつもなく滅茶苦茶なことを言っているけど、ローズが言うと説得力がある。

　そもそも僕の懸念自体、的外れなものだったのだろう。

　彼女の反応にこれ以上なく安心した僕は、再び前へと向き直る。

「こっからは別行動だ」

「はい」

　僕は妙に落ち着いていた。

　二度目の戦いという理由もあるけれど、なにより隣に師匠であるローズがいたからだ。

「死ぬんじゃねぇぞ？　もし死んだら──」

「ぶん殴って叩き起こしてやる、でしょう？」

「本当に生意気だよ、オメェは」

　僕も呼吸を整え、いつでも動きだせるように足に力を込める。

「準備はいいか？」

「いつでもどうぞ」

「私も、覚悟は決めているわ」

　僕とネアの言葉を確認したローズは、そのまま勢いをつけて駆け出す。

　その姿に押されるように、僕の足も前に進みだした。

「行くぞ！　ウサト！」

「はい！」

　視界に映るは、戦場の景色。

　ローズの姿は既に見えなくなっており、僕とは別の方向に向かっていってしまった。

　一度だけローズがいた隣を見てから前へと向き直った僕は、足を止めずに騎士達の間を縫うように戦場を突き進んでいく。

「ウサト殿、ご武運を！」

「お気を付けて！」

「はい！」

　通り過ぎる僕を励ましてくれる声。

　それに元気をもらっていると、空を飛ぶ飛竜を見つける。

「あれが飛竜か……！　思ったよりも大きいな！」

　間近で見た実物の飛竜は、馬の二回りほど大きい。

　火炎のようなものを吐いているその姿は、ファンタジーでよく聞くような飛竜とあまり変わらなそうだ。

　空を確認していると、すぐに前線付近へ到達する。

　前線は敵味方共に入り乱れており、見るからに凶暴そうな魔物が味方に襲いかかっている。

『ガルルルゥ！』

『クソ、このぉ！』

　そう離れていない場所で、足を怪我して動けないニルヴァルナ王国の戦士に、赤色の狼おおかみが襲いかかろうとしている姿が目に入る。

「グローウルフ!?　あんな危険な魔物を連れてくるなんて……ッ！」

　ネアが驚いた声を上げる。

　戦士はなんとか手に持った槍やりの柄でグローウルフの噛かみつきを防いでいるけど、そんな彼に止とどめを刺そうと魔王軍の兵士が武器を振り上げ近づいている。

　一目で状況を把握した僕は、掌に魔力弾を作り出す。

「ネア、魔術の使用は君の判断に任せる！」

「ええ！」

　一気に加速した僕は、その勢いのままに戦士に襲いかかっていたグローウルフの脇腹に拘束の呪術が込められた蹴りを入れ、吹き飛ばす。

　二メートル近い大きな狼だったけど、不意の一撃に耐えられなかったのかそのまま気絶してしまった。

　それを確認した僕は、怪我をして動けないニルヴァルナの戦士の足に治癒魔法弾を放ち、動ける程度にまで傷を癒やす。

「なっ、君は……!?」

「動けますか？」

「そ、それが足をやられて……ん？　治っている!?　い、いつの間に……」

　足の痛みが引いていることに驚いているニルヴァルナの戦士と、その仲間達。

　僕の存在に気付いた魔族の兵士の一人は、動揺しながら僕を指さした。

「白い服の治癒魔法使いだ！　お前達、こいつらが治される前に始末しろ！」

　魔族の兵士達の足元には、まだ生きているニルヴァルナの戦士達が倒れている。

「そうはいくかよ！」

「ま、魔法で対処だ！　最優先で排除しろ！」

　一斉に放たれた魔法を籠こ手てで叩き落としながら、一番近くにいた魔族の兵士達の顎あごに連続で拳を叩き込む。

「──え？」

　魔族の兵士の一人が呆ぼう然ぜんとした声を漏らす。

　膝から崩れ落ちた兵士に目もくれず、隣の兵士のみぞおちに掌底を叩き込む。

「おげぇ!?」

　気絶したのを確認してから、負傷している戦士の治療を行う。

「よし、すぐに連れ出して……む!?」

　彼らを抱えようとすると、僕の額へ向かって矢が飛んできていることに気付き、咄嗟にそれを掴み取る。

「あっぶな、矢か」

「普通、危ないじゃすまないと思うんだけど……」

　じろりと矢が飛んできた方向を睨にらみつけると、魔族が信じられないといったような顔で手から弓を落としていた。

「に、人間じゃない……!?」

「……」

「く、来るな！　う、うわああああ！」

　なんでホラー映画で怪物にでくわしたときのような反応をされるのだろうか？

　一瞬そんな疑問を抱きながらも、手刀で魔族の意識を奪う。

　その後、すぐに倒れた戦士達を癒やしてから別の場所へと向かう。

「立ち止まっている暇はない！　この調子でどんどん助けるぞ！」

「ええ！」

　自分に言い聞かせるようにそう叫んだ僕は、全力で地面を踏みしめ戦場を駆けていった。
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　ウサト殿が戦場へと向かわれた。

　ローズ殿と共に肩を並べて向かっていくその後ろ姿は、前回の戦いのときと同じようでいて、全く違っていた。

　大きな使命を背負った力強い背中。

　ローズ殿に負けず劣らずの力を備えて戦場へ向かっていくウサト殿に、私も自身の使命を全うしようという意思を固めた。

「気を引き締めなくてはな」

　私の使命は、救命団のテントを護まもること。

　救命団は、今回の戦いにおいても重要な役割を担っている。

「アルク、聞いたか？」

「何をだ？」

　共にこの場を護っている同僚の声に反応する。

「戦場で味方の裏切りが起こっているらしい」

「裏切り……？」

「さっき復帰して戦線へ戻ったやつに聞いたんだが、突然味方に攻撃されたんだってよ」

　ネアのように人を操る魔物がいるのか？

　いや、吸血鬼のように戦いの最中に血を吸うなど、この戦場でわざわざ隙すきを晒さらす行為なんてできるはずがない。それなら魔法だろうか？

「とにかく、気を付けた方がいい。相手は魔王軍だ。どんな手を使ってきても不思議じゃないぜ」

「ああ。心に留めておく」

　同僚の言葉をしっかり受け止めていると、視線の先の扉──主に救命団の黒服の皆さんが通る場所から、血にまみれたカームへリオ王国の騎士が入ってきた。

「お、おい。あいつ大丈夫か？」

「外の騎士は何をしているんだ……？」

　その騎士の上半身の鎧よろいは真っ赤に染まり、覚おぼ束つかない足取りでこちらに歩いてくる。

　どう見ても危険な様子の騎士に咄とっ嗟さに駆け寄っていく私と同僚だが、そのとき違和感のようなものを抱き足を止める。

「いや、待て」

「待てって、あいつどう見ても大怪我してんだろ!?　放っておけば死ぬぞ！」

　動揺する同僚を制して、騎士の体を注視する。

　見た目は血にまみれ、怪我をしているように思えるだろう。

　しかし、何かがおかしい。

　騎士の目が虚うつろなのは、怪我を負っているからということで説明がつく。

　だが、その血はどこから流れている？

　騎士の体は血で汚れているが、その鎧や下に着ている服に、一切の傷も穴もなかったのだ。

　私は右手を腰の剣に添えつつ、騎士から距離を置く。

「一つ、質問をよろしいでしょうか？」

「おい、アルク……？」

　同僚が訝いぶかしげに見てくるが、まずは確かめなくては。

　私の声にも、血まみれの騎士は反応を返さない。

「……失礼ですが、怪我をしている箇所を教えてくれませんか？　そうでないと、治療のしようがありませんので」

　冷静になればなるほど、騎士の異質さに気付く。

　まず、その出血量でここまで歩いてこられるはずがないし、そもそも意識も保てないはずだ。

「治癒、魔法……使い」

　男は、掠かすれた声でそう返事をする。

「ええ、治癒魔法使いを呼んで早急に治療したいのは分かります。ですが、まずはどこに傷を負っているかを教えてください。そうでなければ、貴方あなたをここから先に通すことはできません」

「魔法……治癒……使い、魔法」

「……」

「治癒魔法使いを、出せ」

「アルク、こいつは……」

　うわごとのように治癒魔法使いと呟つぶやく騎士に、同僚も異常を察したのか腰の剣に手を添えるが、私は彼に待ったをかける。

　ここで騒ぎを起こせば、後ろのテントの中にいる皆さんを巻き込んでしまうことになる。

　捕縛するなら、この場から離れてから──。

「怪我人ですか!?」

　背後から聞こえてきた声。

　テントの入り口から、ウサト殿の同僚であるウルル殿が顔を出していたのだ。

　男の目がぎょろりとウルル殿へと向けられるが、それに気付かないのか彼女は慌ただしく手招きをしながら彼へと呼びかけた。

「怪我をしているなら早くこっちへ！　すぐに治癒魔法で癒やしますから──」

　治癒魔法という言葉を聞いた瞬間、騎士の右腕が背中に回るのを私は見逃さなかった。

　私はその手首に剣の柄つか尻じりを叩たたきつけ、そのまま拘束する。

　獣のように唸うなりながら暴れる騎士を同僚と共に縄で縛りながら、襲われかけたウルル殿を見ると、彼女はあたふたと私と怪我人を交互に見ている。

「痛いのは分かりますけど、落ち着いてください！」

　ええい、肝が据わっているのはウサト殿と変わらないな！

「ウルル殿、すぐにテントへ戻ってください！　彼は気が動転しているんです！」

「は、はーい！」

　テントへと戻っていく彼女の背中を確認した後、縛られたまま暴れている騎士に傷があるかどうかを探すが、怪我はどこにも見当たらない。

「これは返り血か」

「えぐいな。突発的な裏切り行為ってことか？」

「いや、違う」

　騎士の目に顔を近づけ、覗のぞき込む。

　元は青色の瞳をしていたのだろうが、その瞳には縁を覆うような紫色の魔力が揺らめいていた。

　しかしそれも弱まってきているのか、その揺らめきが消えた瞬間に騎士の体が脱力し、そのまま気絶してしまった。

「今すぐシグルス軍団長にこの情報を伝えてくれ。相手は、我々を魔法で操って同士討ちをさせている。そして、その魔法の使い手は治癒魔法使いが活動しているこの場を狙っている、と」

「クッ、そういうことかよ……！」

　もう一人の同僚が急いでシグルス軍団長に情報を伝えにいっている間に、私は対策を考える。

　まずは、怪我人を連れてきてくださる黒服の皆さんに警告を送らなければならない。

　彼らは結構な頻度でここを通ってくれるので、すぐに伝えられる。

「しかし、もし倒れた怪我人を装って操られた者がテントに運び込まれたらどうするのか……」

　先ほどの騎士を操った者は、明確にこの場所を狙ってきた。

　躊ちゅう躇ちょなく同士討ちを仕向けさせるような相手だ。救命団の良心に付け込むようなことをしてもおかしくはない。

「今、できることをするべきだな」

　完全な対策を立てるのは難しいが、予防線を張ることはできるはずだ。

　私は、この場にいる護衛に聞こえるように声を張り上げる。

「魔王軍により操られた者が、ここで我々のために力を尽くしている救命団を害しようとしている！　よって彼らを護るために、外だけではなくテントの中にも護衛を配置する！」

　私の言葉に同僚が頷うなずいたのを確認し、迅速に再配置させる場所を決める。

　自身の持ち場に戻った私は、戦いが繰り広げられている戦場を見据える。

「絶対に、手出しはさせない」

　きっと今も、ウサト殿は傷ついた人のために戦っているだろう。

　その彼が帰る場所を、血で汚すわけにはいかないのだ。
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　戦場に出てからノンストップで戦場を駆けまわり怪我人を癒やしていた僕は、地面に倒れ伏している一人の騎士を助けようとした。

　しかし、ここで予想外のことが起きた。

　彼を抱えて安全な場所にまで連れていこうとした瞬間、突然起き上がった彼が傍らに落ちていた剣を拾い、僕へと振るってきたのだ。

「やめてください！　今、癒やしますから！」

「治癒、魔法使いぃぃ！」

「ええ、治癒魔法使いは僕です！」

　自身の白服を指さしそうアピールすると騎士は叫びながら、手に持った剣を振り上げた。

「死ねぇぇい！」

「なんでぇ!?」

　助けようとしているのに、攻撃されるとか考えもしなかった。

　振るわれる剣を手刀で叩き折るが、それでも折れた剣を無造作に振るってくる。

「ッ、錯乱している!?」

　必死に彼へと声を投げかけるも、効果があるようには思えない。

　しかし、明確に僕に敵意を持っていることは確かだ。

「ウサト、この人、魔法かなんかで操られているわよ！」

「魔王軍の誰かがこれをやったってことか!?」

　しかし、このまま彼が正気に戻るのを待っているわけにはいかない。

　しょうがない！　本当はこんなことしたくないけど！

「目を、覚ましてください！」

「ゴフッ!?」

「それ、むしろ気絶するやつじゃない！」

　暴れるなら、治癒パンチで気絶させるのみ！

　前のめりに気絶した彼を抱えると、すぐさま近くの騎士に簡単に事情を説明して、彼を預けたあとに走り出す。

「こっちが押されてきているな……」

「ええ。味方が操られているかもしれないって不安が、ここにいる人達の動きを鈍くさせているんでしょうね」

「そこまで考えての作戦だろうね……」

　悪あく辣らつだが、効果的な作戦だ。

　こちらの不安を煽あおると同時に、軍全体の動きを鈍くさせているのだから。

　ネアも吸血鬼の力とネクロマンサーの力で同じようなことができるが、それには手間がかかるし、なにより僕のサポートができなくなる。

　それを考えると、味方を操っている相手は相当な実力者だと考えられる。

「早くなんとかしないと、陣形が瓦が解かいするかもしれない……！」

　かといって、僕にはどうすることもできない。

　自分の無力さに歯は噛がみしていると、目の前で地上に降りた飛竜が暴れている光景が目に映る。

　鋭利な爪の生えた足で踏まれた騎士と、牙の生えた口で足を噛まれているもう一人の騎士を目の当たりにする。

「それ以上やらせるか！　治癒魔法弾！」

「はっ!?　グハァ！」

　飛竜の背に乗っていた魔王軍の兵士を治癒魔法弾で叩き落とす。

　それを確認した僕は、飛竜の脛すねのあたりに蹴りを叩き込んでバランスを崩させ、晒された腹部に思い切り右拳を放つ。

「その口を開けろォ！」

　そのまま治癒連撃拳を叩き込むと、飛竜は苦く悶もんの声を上げその口を開けた。

「ッ、グ、ギャ……!?」

「ウサト！」

「よぉっし!!」

　飛竜の口から解放された騎士をすぐに受け止めた僕は、踏まれていたもう一人の騎士を担いでその場を離脱する。

「あと少し遅ければ、間に合わなかった……！」

　とりあえず、完全に意識を失っている二人を安全な場所へ連れていかなくては……ん？

「ち、治癒魔法使いがいたぞー！」

「ど、どこだ!?」

「あっちだ、あっち！」

「どこにもいないんですけど!?」

　眼前には、治癒魔法使いの僕を捜している魔王軍の兵士達がいる。

　このままでは見つかり攻撃を受けてしまうが、迂う回かいしている時間は僕にはない。

「貴方って、魔王軍では珍獣みたいな扱いされてるわね」

「ネア、風圧への耐性を。このまま突っ切るぞ」

「え？　あ、ちょ、待っ──」

　怪我人を抱えなおした僕は、地面を力の限りに踏み込み、一気に加速する。

　ネアの魔術により、風圧──空気抵抗への耐性を身に宿した僕は、周囲の音を置き去りにするような感覚に身を任せながら、前へと突き進む。

　そのまま敵を振り切り、最速で前線から後方に移動した僕は、抱えている二人の怪我人を騎士に引き渡す。

「傷は治しました。二人を安全な場所へお願いします」

「た、助かります！」

「ネア、行けるか？」

「ええ、でもさっきみたいに走るのはほどほどにして」

　げんなりとしているネアに詫わびながら再び前線へ向かう。

　しかし、戦場を進む度にこれまで感じたことのない得体のしれない寒気を覚えた。

　それは、ヒノモトでコーガに向けられたような殺気に似ていたが、そのときとは比べ物にならないほどに鋭く、身の毛もよだつほどの冷たさのあるものだ。

　間違いなく、何かが近づいていることを感じ取った僕は、籠こ手てを展開させる。

「う、ウサト、どうしたのよ？」

「ネア、斬撃への耐性を僕に！」

「え、なんで──」

「早く!!」

　僕の切羽詰まった声に驚きながら、彼女は斬撃への耐性を僕へ付与してくれる。

　走っていくにつれ、魔王軍の兵士の数が減っていることに気付く。

　それだけならこちら側が勝っていると思えるけど、そんな楽観的なことは考えられなかった。

　警戒しながら進んでいくと、リングル王国の騎士が胸から血を流して倒れているところを見つけ、慌てて駆け寄る。

「っ、今すぐ治します!!」

「ぐ、ぅ、ウサト様……」

　胴体を鎧ごと切り裂かれている!?

「喋しゃべらないでください！」

　すぐに治癒魔法を傷口に注ぎ込んだが、次の瞬間、まるで霧散するように魔力がかき消されてしまった。

「なっ!?」

　治癒魔法が作用しない!?

　どれだけ必死に治癒魔法を施そうとしても、彼の傷を治すことができない。

　僕の腕を掴つかんだ騎士は、焦燥している僕を見て声を震わせた。

「奴の剣は、呪われています。今、ウサト様を失うわけには、いきません……すぐにこの場から離れ……て」

「だから、喋らないで……」

「……」

　騎士の瞳から光が失われ、僕の腕を掴んでいた手から力が抜ける。

　静かに彼の亡なき骸がらを地面に下ろした僕は、一度だけ力の限りに地面を殴りつける。

　拳に伝わる痛みで冷静さを取り戻した僕は、ローズから聞いた話を思い出す。

「もしかして、これが団長の言っていた魔剣……？」

　だとすれば、今までのように治癒魔法をかけるだけじゃ駄目だ。

　一通り考えをまとめた僕は、その場にいたもう一人の騎士に声をかける。

「治癒魔法や回復魔法を受け付けない怪我人は、止血してから救命団員の拠点へと運んでください」

「え？」

「あそこには十分な量の道具と、専門の知識を持っている方がいます。できれば、この場に黒服を呼んで僕の指示した方法を伝えてください」

「りょ、了解しました！　ウサト様は、どうなさるのですか……？」

「僕は……敵の足止めをします」

「そんな、無茶です！　ウサト様！」

　騎士からの制止の声を振り切り、刺さるような殺気が放たれている方へと進む。

「ネア。急いで団長を連れてきてくれ」

　本音を言うなら、今から相対する相手とローズを引き合わせたくはない。

　だけど、そうしなければ犠牲者が増えてしまう。

「……分かったわ」

「ありがとう。でも、僕がくたばる前に頼むよ？」

「縁起でもないこと言わないでちょうだい。耐性の魔術は残していくわよ？」

「助かる」

　僕の肩からネアが飛び立っていくのを確認し、前を向く。

　そこには、倒れ伏す騎士達の中に立っている一人の魔族がいた。

　金色の髪、ねじれた角、褐色の肌。

　他の兵士とは違う鎧とマントを纏まとい、手には血のように赤い剣が握られている。

　魔族の男は僕に視線を移すと、少しだけ目を丸くした。

「白い服……」

「ネロ・アージェンス、だな？」

「俺の名前を知っているのか？」

　ローズと同等以上の実力を持つ、風魔法と剣の使い手。

　未いまだに戦う構えを見せていないにもかかわらず、全く気を抜くことができない。

　戦わずして分かる。

　僕には勝てない。

　しかし、それでもここで引くわけにはいかない。

　ここで彼を放っておけば、たくさんの人が呪われた魔剣の餌食となってしまう。

　そうなってしまえば、治癒魔法使いの僕達でさえ手の施しようがなくなってしまう。

　そうなってしまわないために、僕は全身全霊で彼を足止めする。

「ああ、そうか」

　籠手を展開させたまま警戒していると、彼は戦場では場違いなほどの穏やかな声と共に頷いた。

「お前がローズの弟子か」

　そう呟いた瞬間、ネロは無造作に魔剣を斬り上げて風の刃やいばを放った。

「ふんッ！」

　右腕を払うことでそれを防いだ僕は、ネロを睨にらみつける。

　攻撃を防いだことにさほど驚くこともなく、彼は振り上げた剣を払いそのまま鞘さやに戻した。

「……」

「……」

　奇妙な沈黙が続く。

　ネロは僕を観察するように見て、僕はネロがどのような攻撃を仕掛けてきても対応できるように構える。

　相手はローズと同等の実力を持つ怪物。

　こっちから攻めても、僕は即座に斬り捨てられるだろう。

「お前の名は何だ？」

「？　ウ、ウサト……です」

「俺は魔王軍第一軍団長、ネロ・アージェンス」

　第一軍団長だって!?

　いままで判明していなかった最後の軍団長がネロだとは、思いもしなかった。

　いや、それだけの実力があるのは相対しているだけで理解できる。

「似ているな」

　僕を見てそう呟いたネロ。

「俺を見るその目、気迫、立ち姿、何もかもがローズと重なる。だが、一概に全てが同じとも言い切れない」

「……何が、言いたいんですか？」

「……」

　思わず聞き返してしまうが、ネロは答えない。

　なんだろう？　強い人ってのはまともなコミュニケーションを取ろうとしないのだろうか。ローズも肉体言語入るし。

「なぜ、お前は俺の前に出てきた？　彼ひ我がの実力差が分からないわけではないだろう？」

「それはもちろん、理解しているつもりです。戦えば、確実に僕が殺されるでしょう」

「ならば、なぜ逃げない？」

　理由は簡単だ。

「貴方を、ここで足止めしなければならない」

「……それは、俺とローズとの因縁を聞いたからか？」

「違います。その因縁は既に終わったことです。少なくとも、団長にとっては」

　僕の言葉に、ネロが僅わずかに顔を顰しかめた。

　きっと、この人の中ではローズとの戦いは終わっていないのだろう。

「僕がここに立っている理由は、貴方をここから先に進ませないためです」

「俺の魔剣か」

　ネロの戦い方にケチをつけるつもりはない。むしろ、戦いにおいてはこれ以上なく有効だろう。

　そして、僕達治癒魔法使いにとって最も相性の悪い相手。

「貴方がいると、治癒魔法で癒やせない怪我人が増え続ける。助けられるはずの人が死ぬ。だから、僕は貴方をここで足止めします」

　勝てないなら、全力で防御に回って行く手を邪魔してやる。

　しぶとさと、すばしっこさと、諦めの悪さと、往生際の悪さにかけては、僕の右に出る者はいないぞ……！

　後ろ向きすぎる決意を固めた僕を前に、ネロは一度目を瞑つむる。

　次に目を開けた彼の瞳は、並々ならぬ闘志に満ちていた。

「俺はローズと戦うためにこの戦場へ来た。そのついでに、人間側の拠点を落としておこうと考えていたが……」

　ネロは剣を引き抜いた。

　赤色の刀身が露あらわになり、ゆっくりとその剣先が僕へと向けられる。

「お前の力を、もう少し見たくなった」

　徐々に風を纏いだすネロに、構えを取る。

　〝ついで〟で拠点を落とそうと考えていたところが恐ろしいけれど、目の前の男ならできてしまうのだろう。

　そう考えていると、僕の目前に赤色の刃が──。

「って、死ぬぅ!?」

「む、避よけるか」

　咄嗟に頭を後ろに反らして、ギリギリで斬撃を回避する。

　その勢いのまま後転するが、起き上がった僕に風の刃が迫る。

　首、肩の関節、心臓へと正確に放たれた風の刃を籠手で弾はじき返した僕に、ネロは静かな様子で驚いていた。

「やるな。では、これならどうだ？」

　掌てのひらでつむじ風を作り出し、それを地面へ放る。

　つむじ風は分裂し、別方向から僕へと向かってくる。

　魔力弾を操作しているような感じか!?

　左拳で打ち消そうと風に触れた瞬間、拳にカミソリで切られたような傷がつけられる。

「痛……ッ！」

　治癒魔法破裂掌でつむじ風を打ち消し、右の籠手で残りをかき消すが、消したはずのつむじ風が再生し、再び僕へと襲いかかってくる。

「使い手の魔力が続く限り、襲い続けてくるのか……！」

　つむじ風から逃れるべく、治癒加速拳で移動しながらネロと距離を保つ。

「なかなかの反応速度だな。動きも人間業ではない」

　しかし、ネロのいる方向から強烈な風が吹いたかと思うと、瞬間移動と見間違うほどの速さで目の前にまで接近したネロが、僕の頭を目がけて赤色の魔剣を振り下ろした。

　背筋が凍るような寒気に襲われながら、右腕の籠手に左手を添え真正面から受け止める。

「あ、危な……ッ！」

　雷獣モードの先輩との模擬戦を経験してなかったら、確実に斬られていた。

　本気を出していない状態でも、先輩と同等以上のスピードなのかよ……！

「むんッ！」

「ぐぅ……！」

　受け止めた剣とネロ自身の体から強烈な風の刃が放たれ、僕の体を切り刻む。

　まるで嵐の中にいるみたいだ……！

　そのまま剣を引き戻したネロが、続けて剣を振るってくる。

「そうやすやすと斬られてたまるかよッ！」

　全身の痛みを無視し、連続で振るわれる剣を籠手で弾いていく。

「うおおぉぉ!!」

　ハイドさんの教えを思い出せ！

　剣だけじゃなく、周りと相手の全身を見て対処していくんだ！

　上段から振り下ろされる剣を籠手で受け止めたところで連撃は終わったが、凄すさまじい力で刃を押し込まれる。

「その手てっ甲こうも、普通のものではないな」

「こいつは、絶対に壊れないってことだけが取り柄なんですよ……！」

「訂正しよう。お前はローズとは違う。より異質なものだ」

「そりゃ、どうも!!」

　渾こん身しんの力で刃を押し返し、お返しとばかりに拳をネロの胴体に叩き込む。

「オラァ！」

　ネロの体に拳が触れかけた瞬間、彼を中心に突風が吹き荒れ僕の体を勢いよく吹き飛ばした。

「なっ!?」

　問答無用で体ごと攻撃を跳ね返された!?

　風の魔法を持つネロは、常に風の鎧を纏っている。

　いわば、防御面においてネロは常時スーパーアーマー状態ってことになる。

　普通の拳では絶対に攻撃は通らないし、風の鎧はネロの攻撃と移動も補助してくる。

　こんな相手と引き分けに持ち込んだとか、ローズやばすぎじゃない!?

「油断するな」

「ッ！」

　ネロの放った風の刃を紙一重で躱かわしたが、横よこ薙なぎに振るった魔剣の追撃が僕の胴体へと直撃する。

　僕の体から、ネアがかけてくれた斬撃への耐性の呪術が砕ける音が響く。

「がっ……！」

「む？」

　斬撃は防げても衝撃だけは通るので、そのまま吹き飛ばされて地面を転がる。

　痛いけど、まだ生きている。

「ネアの魔術がなければ死んでたな……」

　腹を押さえながら立ち上がる僕に、ネロは周囲につむじ風を従えながら自身の剣と僕を見比べて首を傾かしげた。

「言ってはなんだが……お前はローズ以上に不可思議な治癒魔法使いだな。確実に胴を切り裂いたと思ったのだが、刃は通らなかった……。そういう体質なのか？」

　そんな化け物みたいな体質の人間がいてたまるか。

　しかし、勝てないのは分かっていたけれど、まったく歯が立たないとは。

　しかも、彼は全く本気を出していない。ローズとの模擬戦と同じように、軽くあしらわれている感じだ。

　でも、ここで諦めるわけにはいかない。

「まだ立ち上がるか」

「勝てないからって、僕が倒れていい理由にはならない……！」

「……そうか」

　もはや、ネアの耐性の魔術はない。

　次に生身の部分に攻撃を受ければ、僕は戦闘不能に陥ってしまうだろう。

　再び強い風を纏い始めたネロがこちらへ踏み出そうとしたそのとき、白い影がネロへと接近し、彼を殴り飛ばした。

　風の鎧を纏っているにもかかわらず後退させられたネロは、その目を大きく見開いた。

　彼女の姿を見て、僕は安あん堵どのあまり座り込んでしまう。

「随分と、手こずっているようだな」

「ええ。あと少し来てくれるのが遅れてたら、真っ二つになっていたところですよ。団長」
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　間に合ってくれてよかった……。

　僕の言葉に、ローズはおかしそうに笑った。

「そりゃ惜しいことをしたな。ちったあ痛い目見とけば、その無鉄砲さも直ったんだろうがな」

「無理ですね。これはもう性分ですよ」

　ローズの差し出した手を掴んで立ち上がる。

　すると、やや遅れてネアが僕の元へ飛んでくる。

「ウサトぉ！　生きてる!?　腕とか落とされてないわよね!?」

　僕の周りを飛びながら、涙声で無事かどうかを確かめてくれる。

「ちゃんと生きてるよ。団長を連れてきてくれてありがとう」

「もぉぉぉ！　二度とこんな無茶なマネしないでよ!?」

　僕は砂すな埃ぼこりを落としながら、ローズへと話しかける。

「……不ふ甲が斐いなくて、申し訳ないです」

「いいや、お前の判断は間違ってねぇよ。こいつ相手に、よくここまで耐えたな。あとは私に任せておけ」

　そう言い、ローズはネロを睨みつけた。

　彼女と相対したネロは、僕と戦っていたときには見せなかった気迫を見せている。

「ローズ……!!」

「久しぶりだなァ、ネロ・アージェンス。随分と私の可愛かわいい部下をいじめてくれたじゃねぇか」

「可愛いの一言で済ませられるような者ではないだろう？　貴様と同じ、治癒魔法を持った人間ならざるものだ」

「ハハッ、違いねぇ」

　なんで宿敵の人に化け物認定された上に、師匠に同意されなきゃならないんですかね？

　僕から見たら、貴方達の方が化け物ですけど。

「テメェの望み通り、こっから先は私が相手になってやる。もう一度、そのいけ好かねぇ面つらをぶん殴ってやるよ」

「そうこなくてはな……！」

　ローズの言葉に笑みを浮かべたネロは、掌に小さなつむじ風を作り出した。

　ネロが魔力を注ぎ込むごとにつむじ風は周囲の風を引き込んでいくが、その大きさは変わらない。

　あれは系統強化、なのか？

　僕の知るものよりも、ケタ外れの魔力を注ぎ込んでいるように見える。

「俺と貴様の戦いに邪魔は入れさせない」

「なるほどな……おい、ウサト!!」

「は、はい!?」

　突然の怒声に声を裏返らせながら応えると、こちらを振り向いたローズは真剣な目で僕を見る。

「やるべきことは分かっているな！」

「……はい！」

「なら、よし！」

　そう彼女が返事をしたとき、ネロが掌に作っていたつむじ風を地面へと叩きつけた。

「──系統強化」

　叩きつけられたつむじ風がネロ自身とローズを巻き込むように展開したかと思えば、そのまま巨大化し、近くにいた僕を跳ね除のけるように吹き飛ばした。

　いや、僕だけじゃない。味方も敵も関係なく、その範囲にいる全てのものを外へと弾いていった。

　地面に着地し顔を上げた僕の視界に飛び込んできたのは、巨大な竜巻だった。

「なぁ!?」

　それは紛れもなく系統強化によって作られたものであり、まるで循環するように魔力が渦巻いていた。

　あまりの光景に、僕は呆ほうけた声を漏らしてしまう。

「魔法の規模が暴走したカロンさん並みだな……」

「まさしく化け物ね」

　その竜巻はどんどん巨大化し、ついに天にまで上るほどの高さへと変化した。

　しかし、普通の竜巻と違うそれはその場に留とどまるように停滞し、周囲の風を引き込み続けるだけであった。

　それはまるで〝戦いを誰にも邪魔させない〟という、ネロの強い意志が込められた魔法のように思えた。

「アマコの見た予知はこれだったのか……」

　戦いの前にアマコが見たという、魔王軍との戦いのときの予知。

　最初に聞いたときはどんな状況か分からなかったが、今になって彼女が見たのはローズとネロの戦いを予知したものだということを理解するに至った。

　もはや、竜巻の中で何が起こっているかは知ることができない。

「……僕のやるべきことをしなくちゃな」

　ローズがネロと相対することになり、動ける白服は僕だけとなってしまった。

　だとすれば、僕は副団長として彼女の代わりに動かなければならない。

　周囲には風で吹き飛ばされて倒れた人もいるから、まずは彼らを助けてから自分の使命を全うしよう。

「ネア、助けに行くぞ」

「……少し休んだ方がいいんじゃないの？」

「そうしたいけれど、そうも言ってられな……っ!?」

　そのとき、視界の端でこちらに接近してくる黒い影を捉える。

　四足で駆ける黒い獣のような姿。

　一瞬、新手の魔物かと思ったが、違う。

「クソ、タイミング悪すぎだろ……！」

「ね、ねぇ、ウサト……あれって……」

　鳥の嘴くちばしを思わせる仮面から覗く鋭利な牙、体に編むように巻き付いた黒色の帯。

　その全ぜん貌ぼうが見える距離にまで近づいたそいつは、どこか高揚した様子で声を張り上げた。

「おお、しっかり生きてるじゃねーか！　ウサトォ！」

「よりにもよってお前かよ！　コーガ！」

　最も会いたくなかった敵。

　魔王軍第二軍団長、コーガ・ディンガル。

　獣人の国ヒノモトで戦った強敵が、異形の衣を纏って僕へと襲いかかってきたのだ。
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　魔族だったボクが救命団の一員として戦場を駆け、かつて敵として戦っていた人間を救っている。

　今になって思えば奇妙な話だ。

　少し前の自分には想像もつかないだろう。

「怪我人を連れてこい！」

「グァー！」

　黒服の使命は、戦場で傷ついた怪我人を拠点にまで運んでいくこと。

　怪我をした騎士をブルリンの背中にしっかりと固定しながら、怪我人で溢あふれかえったこの場所を見回す。

『回復魔法も治癒魔法も受け付けない怪我人が出ている。救援求む』

　戦いの最中、救命団の拠点にそんな報しらせが届いた。

　急を要する事態と判断したボクを含めた黒服達は、すぐさま救援を求められた現場へと向かい怪我人の救助を始めたが、その場にいるほとんどの怪我人は治癒魔法や回復魔法さえ受け付けなくなっており、道具を用いた治療しかできなくなっていたのだ。

　異常な事態が気になったボクは、近くにいる騎士に質問を投げかけた。

「ここで、何があった？」

　空を飛び回る飛竜達を警戒しながら、リングル王国の騎士の一人が答えた。

「とてつもなく強い敵が現れたんです……。そいつの攻撃を受けると、ウサト様の治癒魔法でさえ受け付けなくなってしまって……」

「あいつの？　まさか……」

　魔王軍にいたとき、魔力の流れを断ち切る魔剣を持つ、とてつもなく強い魔族がいると聞いたことがあるけど、まさかそいつが……？

「ウサトは、ここに来たのか？」

「はい。あの方はこの場で私達に指示を出したあと、単身で敵の元に……。今、勇者様に応援を頼んでいるところですが……」

　あの異様なほどに人の良いあいつなら、これ以上の怪我人を出さないために敵の足止めに向かってもおかしくはない。

　しかし、その相手は明らかに普通ではない。

「……」

「おい！　ボサッとしてんじゃねぇぞ、フェルム！　さっさとこいつらを連れていくぞ！」

「っ、ああ！　分かってるよ！」

　ボクにはボクの役割がある。

　魔王軍の黒騎士としてではなく、救命団の黒服として人を救う。

　本音を言えばウサトの援護に行きたい気持ちもあるが、それをしたらあいつが怒るのは分かりきっているのでやらない。

「……ブルリン、行くぞ」

「グァー」

　ブルリンと共に移動しようとしたその瞬間、戦場へ背を向けたボクの背後からとてつもない突風が吹いてきた。

「うぉっ!?」

「グルァ!?」

　体勢を崩しかけながらなんとか戦場へと目を向けると、視線の先には巨大な竜巻が存在していた。

　空にいる飛竜すらも叩き落とし、敵味方問わず吹き飛ばしていく暴風を発生させるそれを見て、愕がく然ぜんとする。

「なんだよ、あれ……」

　あれは、魔法なのか？

　魔法だとしても、あれだけの規模のものは見たことがない。

　というより、人為的に自然災害に等しいことが起こせる時点で普通ではない。

「……ウサトッ！」

　竜巻が起こっている場所は、ウサトが向かっていった場所のはずだ。

　ボクはいてもたってもいられず、その場を駆けだした。

「ッ、ブルリン！　トングについていけ！」

「グァ!?」

「は!?　おいフェルム、お前どこいくんだ!?」

　自分の役割をほっとくなんて駄目なのは分かっている。

　ボクが行ったら、ウサトはものすごく怒るだろう。

　だけど、危険な目にあっているかもしれないアイツが心配でたまらなかった。
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　戦場で最も会いたくない奴は誰かと質問されれば、真っ先にこいつを思い浮かべるだろう。

　『獣』の能力を持つ闇系統の魔法を扱う男、コーガ・ディンガル。

　一息で距離を詰めてきたコーガの突き出した爪を、僕は咄とっ嗟さに構えた籠こ手てで受け止める。

「ネロのおっさんと戦ってるって聞いて飛んできたが、随分と元気そうじゃねぇか！」

「お前は、今の僕の顔を見て元気そうに見えるのかなぁ!?」

「いいや！　すっげぇ嫌そうな顔だ！」

「分かってんなら来ないでほしいな！」

　仮面の上からでも分かるほど喜色ばんだ声に、僕はイラつきのあまり血管がはちきれそうになる。

　今は、この脳筋魔族に構っている場合じゃない。

「お前に構っている暇はねぇんだよパァーンチ！」

「おおぅ!?」

　爪を弾はじき返し、拘束の呪術が込められた治癒瞬撃拳を叩たたき込む。

　拳がめり込むほどの衝撃で後方に吹っ飛んだコーガを一いち瞥べつしてから、踵きびすを返した僕はその場を走り出す。

　これで倒せるとは思っていない。

　だが、怯ひるんだ隙すきにこの場を離脱できればそれでいい！

「おっと、逃がさねぇぞ！」

「……っ!?」

　しかし、背後から聞こえたその声に振り返る。

　舌打ちをしながらコーガを睨にらむと、彼は顔を覆っているマスクのみを解除し、こちらへひらひらと手を振ってきた。

「しぶといな。さっきので倒れてればいいものを……」

「うわ、治癒魔法使いとは思えねぇ発言だ」

　こいつは敵とは思えない気軽さで話しかけてくるが、騙だまされてはいけない。

　多分、今話しているこの瞬間でさえ僕と戦うことしか考えていない。

「お前とは二度と会いたくなかったよ……」

「つれないこと言うなよ。心配して飛んできてやったのに」

「心配？　お前が僕を？」

「ああ」

「ウサト、こいつ気持ち悪いんだけど」

「うん。僕も同じこと思ってる」

「普通に酷ひどくない？　俺でも泣くときは泣くんだぞ？」

　ネアの言う通り、マスクを被かぶった全身黒タイツ男にそんなこと言われても微妙な気持ちになるだけだ。

　しかもその心配って、僕が死ぬとかじゃなくて、僕と戦えなくなる心配だろうな。

「さあ、無駄話もここまでにして、さっさとやろうぜ」

「……」

　どうにかしてこいつを撒まけないものか。

　なんとか隙をついてこの場を打開する算段を考えている僕に、コーガは意地の悪い笑みを零こぼした。

「よし！　お前が逃げたら、ここで気絶している兵士達の首をへし折ってやろう。もちろん、一人残らずな」

「何!?」

「このまま単身で拠点に突っ込んで、非戦闘員を片っ端から始末していくのもいいな」

　その言葉が本気かどうかは分からない。

　一度戦ったからこそ、コーガが戦えない人を一方的に殺す奴じゃないのは分かっている。

　しかし、こいつならやりかねない。

　僕との戦いを心の底から望んでいるコーガは、手段を選ばない。

　彼が本当にその行動に出るかもしれないと考えてしまった時点で、僕には逃げるという選択肢はなくなっていた。

「どうだ？　やる気になっただろ？」

「……お前、やっぱり性格最悪だ」

「お前も相変わらずだよ。ま、そういう馬鹿正直なところを気に入っているんだけどな」

　コーガがマスクで頭を覆い、僕も両腕に拘束の呪術を纏まとわせながら拳を構える。

　時間が惜しい。出し惜しみせず最大火力で意識を刈り取ろう。

　籠手に魔力を込め、治癒飛拳をコーガへ放とうとしたそのとき──、

「そんなバカの挑発に乗るなぁ！　この脳筋バカ！」

　その声と共に、側方から伸びてきた黒い帯がコーガの体に巻き付いた。

　黒い帯はコーガのそれと似ているが、彼のものではない。

「おいおい、こいつはまさか……」

「この声は!?」

　僕とコーガが驚きながら黒い帯が伸びてきた方向を見ると、そこには黒い団服を着た魔族の少女、フェルムが息を切らしながら、袖口から伸びた黒い帯を掴つかんでいた。

　フェルムを見た瞬間、僕は考えるよりも先に怒声を上げる。

「フェルム！　どうしてここに来た！」

　フェルムの役割は怪我人を運び拠点へ連れていくことなのに、彼女は僕の元へ現れた。

　黒服としての仕事を投げ出してこの場へやってきたことに僕が怒るのは予想できていたのか、フェルムはコーガを拘束している黒い帯を握りしめながら声を張り上げる。

「お前がやばい奴と戦ってるって聞いて、助けに来たんだよ！」

「僕のことはいい！　それよりも──」

「よくないだろ！　バカなのか！　お前！」

　怒りすら感じさせるフェルムの声に、僕は面食らってしまう。

　感情のまま僕に怒鳴りつけた彼女は、握りしめた黒い帯を引っ張りながら、続けて僕へと声を張り上げてくる。

「いいから、そのバカ軍団長を早くぶん殴れ！　仕留めろ！」

「バカ軍団長!?　お前ッ、元上司になんて口を──」

「ウサト！　フェルムの言う通り、動きを封じている今がチャンスよ！」

「……ああ！」

　ネアにも急せかされ、コーガへと治癒連撃拳を叩き込もうとする。

　しかし、拳が当たる直前にコーガの体から黒い帯が飛び出し、フェルムの拘束を切り裂いてしまった。

「なっ!?」

「生あい憎にくだが、フェルムより俺の魔法の方が強力なんでね！」

　拳を構えかけていた僕にコーガの放った回し蹴りが直撃し、地面へと叩きつけられてしまう。

「うぐ……っ！」

「危ないっ！」

　そんなフェルムの声と共に、彼女の伸ばした黒い帯が僕の腕に巻き付き、体を大きく引っ張った。

　その次の瞬間、僕のいた場所にコーガの振るった爪が突き刺さる。

　すぐに転がるように起き上がった僕は、助けてくれたフェルムへと視線を向ける。

「フェルムがいなかったら危なかったわね」

「ああ、こりゃ彼女を怒るに怒れないな……ん？」

　なんだ？　黒い帯が巻き付いていた腕に違和感が……。

　見ると、腕に巻き付いている部分の帯だけが、僕の腕に張りつき抵抗するような反応を見せてからフェルムの元へ戻っていった。

「……？」

「よそ見している暇があるのか？」

「僕はお前とは戦いたくないんだけどな……」

「そんなの俺には関係ないしな。それに、俺はお前ともう一度戦える日を楽しみにしていたんだ。色々と準備もしてきたし、思う存分にやらせてもらおう」

　地面に両手をついたコーガが身を低くする。

　四足の獣のような体勢でこちらを睨みつけた彼の背中から、十数本の黒い帯が伸ばされる。

「今度の俺は、前よりも厄介だぞ？」

　そう口にしたコーガの背中から伸ばされた黒い帯が束ねられ、黒い鎌のようなものを形成する。

　その数、四つ。

　背中から生やした鎌を蜘く蛛ものように広げたコーガは、それらを伴い僕へと襲いかかってくる。

「なにそれ、キモッ!?」

「かっこいいの間違いだろ！」

　風切り音とともに、鎌の一つが僕の首元目がけて大きく振られる。

　ネアを庇かばいつつかがんで避よけると、今度はコーガ自身が攻撃を仕掛けてくる。

「そらそらぁ！」

「ッ！」

　避けられる攻撃は避け、それ以外は籠手で弾く。

　せわしなく目を動かしながらコーガの攻撃に一つずつ対処していくが、手数の差はどうしても埋めることができない。

「タコと戦っている気分だ……！」

「俺は高速で動き回る鉄鍋と戦っている気分だよ！」

「生き物ですらねぇじゃねぇか！」

　軽口を叩きながらも、コーガの攻撃は的確に僕の関節や急所を狙ってくる。

　そのターゲットにはネアも含まれているのか、度々コーガの背中の鎌がネアへと向かっている。

「ぎゃー!?　ウサト！　今、目の前をヒュンって!!」

「ネア、僕の世界では『心頭滅却すれば火もまた涼し』という言葉がある！」

「その意味は!?」

「諦めが肝心！」

「うわーん！　全然励ましになってなーい！」

　ごめん、今適当言った。

　しかし、混乱しながらも耐性と拘束の呪術を施してくれているネアをありがたく思いながら、コーガの胴体に肘を叩き込む。

　その際に彼から頭突きを食らってしまうが、なんとか耐える。

　額を切ってしまったのか、血が眉間を通り滴っていく。

「痛……ってぇなァ！」

「おぐ!?」

　お返しとばかりに、血にまみれたままコーガへと勢いの乗った頭突きを返す。

　驚きの声を上げながらのけぞったコーガから数歩ほど距離をとった僕は、額の傷を癒やした手で髪をかきあげる。

「ハハハ、あー、やっぱり楽しいな」

「だから、お前と戦うのは嫌なんだよ……。こんな戦いになるのは目に見えているからな……」

　回復と耐久力に任せた削り合い。

　こんな戦い、まともなはずがない。

「お前が嫌でも、俺は終わらせない。第二軍団長として、戦場を駆ける治癒魔法使いは倒さなきゃいけねぇっていう建前もあるから……な！」

　コーガの動きは前回戦ったときよりも速く、とてもやりにくい。

　僕の集中力もそうだけど、ネアの消耗も激しいので、多少無理やりにでもコーガとは距離を取るべきだ。

　そう判断し、追撃しようとするコーガの腹部に籠手に包まれた右拳から治癒飛拳を放つ。

「オラ！」

「なっ!?」

　治癒飛拳はそのままコーガの腹部に直撃し、彼の体が後ろへ大きく退いた。

　これで距離は稼いだ。

「よし、一いっ旦たん距離を──」

　後ろへ下がろうとした僕の足元に、コーガの背から伸ばされた二つの鎌が突き刺さった。

「なんだ!?」

　驚きながらコーガを見ると、彼はのけぞりながらも背から伸びた鎌を地面に突き刺すことで、自身が吹き飛ぶのを堪こらえていた。

「容易に距離を取らせると思ったら大間違いだぜ！」

「厄介な技を編み出しやがって……！」

　彼の背から伸びた鎌は攻撃だけではなく移動から防御にまで使える。

　舌打ちをしながらコーガを迎え撃つつもりでいると、フェルムが闇魔法の黒い帯をコーガに巻き付けた。

「おおう!?　フェルムか！」

「うぐぐ……」

　コーガは拘束されながらも、必死に黒い帯を掴んでいるフェルムへと視線を向けた。

「おお、他人のために動いているのか。変わったな、お前」

「うるさい！」

「あと、ウサトと同じ服って普通にびっくり」

「それは本当に黙れ！」

　何か言い争いをしているけど、このまま拘束の呪術と治癒連撃拳で動きを封じる！

「さすがのお前でも、こいつを十回叩き込めば効くだろォ！」

「げぇ!?」

　右腕の籠手に拘束の呪術を纏わせ治癒連撃拳の態勢へと移った僕を見て、コーガは焦ったような様子を浮かべた。

「フェルムの変化は俺にとっても嬉うれしいことだが、お前のその技はすっげぇ痛いので食らってやれねぇな！」

　コーガはフェルムの伸ばした帯を背中の鎌で切り裂くと、そのまま帯を掴み取り力任せにフェルムを引き寄せた。

「うわぁっ!?」

　フェルムが引き寄せられた先にいるのは、今まさにコーガへ治癒連撃拳を叩き込もうとしている僕であった。

「ウ、ウサトッ！」

「フェルム!?」

　あれだけの勢いで地面に叩きつけられたら、ただじゃすまない！

　連撃拳の構えを解いた僕は、両腕でフェルムを受け止める。

「大丈夫か!?　怪我はない!?」

「あ、ああ……」

　曖昧に頷くフェルムに一安心していると、彼女の身体を覆っている黒色の魔力が脈打つように動いていることに気付く。

「フェルム、君の魔法が……」

「え？　ボクの魔法がなんだ──」

　その瞬間、フェルムを覆う闇魔法が彼女の全身を覆った。

　彼女自身も意図しないものだったのか、包み込まれる寸前の彼女の表情は意味も分からず呆ぼう然ぜんとしているように見えた。

「「「……」」」

　突然の事態に、その場にいる全員の動きが止まる。

　しかし、事態はそれだけでは終わらない。

　そのままスライムのような真っ黒で不定形な塊へと変わった彼女は、受け止めた僕の腕を伝ってぬるりと団服の中へと潜り込んできた。

　腕から伝わるぬるぬるした感触と訳の分からない事態に、僕とネアは普通に絶叫した。

「うわぁぁぁ!?　フェルムゥゥ!?」

「ウ、ウサトが寄生されたぁぁぁぁ!?」

　混乱している僕に、困惑した様子のコーガがおずおずと話しかけてきた。

「あの、敵の俺が言うのもあれだけどさ。治癒魔法で液状化させるなんて、さすがに頭おかしいと思うぜ。……俺には使わないでくれよ、それ？」

「んなはずねぇだろ！　ぶん殴るぞ！」

　露骨に僕から距離を取ったコーガを怒鳴りつつ、冷静になるように努める。

　いや、待て。この感触には覚えがある。

　これは、フェルムが久しぶりに闇系統の魔法を使ったときと同じだ。

　彼女の魔法の一部が僕の手にくっついて取れなくなったときのような変化が、今ここで起こってしまっている。

　そう考えていると、僕の体に異変が起こり始める。

「ぼ、僕の腕が……」

　左腕がフェルムと同じ黒い魔力に覆われていく。

「ウサトの体に、フェルムの魔法が……」

　左腕を覆うように形作られたそれは、以前戦った黒騎士が装備していた手てっ甲こうに近い形をしていた。

　それに、僕の着ている団服の裾にはフェルムの魔法と同じ黒い魔力が炎のような形で伸びており、まるでフェルムの黒い団服の一部が僕の団服と融合したような姿へと変わっていた。

「なんなんだよ、これ……」

　訳が分からない。

　左腕を覆う、黒い手甲。

　黒の入り混じった白い団服。

　団服の下を覆う、黒い魔力。

　僕はコーガの存在を忘れて、呆然とするしかなかった。

「ッ、フェルム！　大丈夫か!?」

　いや、驚くよりフェルムの安否の確認が先だ！

　感覚的に、僕の体に問題はない。

　団服の襟から服の中を見てみれば、黒い魔力は僕の首から足先までを覆い、その魔力は団服の裏地にまで侵食している。

　これは、僕の身体そのものを黒い魔力が覆っていて、それが上に着ている団服に影響を及ぼしている……ということなのか？

『うおおおぉぉ……！』

「!?」

　僕の体のどこからか、フェルムの絶叫が響いてきた。

　その声に、僕はどこにも見えない彼女へと声をかける。

「フェルム！　どこにいるんだ!?」

『う、うるさい！　今のボクに話しかけるなぁ！　く、おぉぉぉ、嘘うそだぁぁぁ……』

「え、えーと、ウサトの中から声が聞こえるわね」

　フェルムはなんだか苦しそうにしているけど、なんとなく痛みに耐えているような感じではなさそうだ。

　どちらかというと、悶もだえている？

　無事とは言い切れないが、フェルム自身は大丈夫と判断しても──。

「そら、よっ！」

「ッ！」

　不意打ち気味に繰り出されたコーガの爪を、咄嗟に黒い魔力に包まれた左腕で受け止める。

　彼は黒い魔力に包まれた左腕をまじまじと見ると、楽しそうな笑みを浮かべ、背中から伸ばした鎌の一つを僕の肩へと突き立てようとした。

　咄嗟に空いた右腕で防ごうとするが、コーガは動かそうとした僕の腕を掴んだ。

「くっ、離せ！」

「やだね！」

　コーガに膝蹴りを食らわせるも、それを無視した彼は背中の鎌を僕の顔へと振り下ろした。

　まずい！　避けられない!?

「ぐッ!?」

「ウサト!?」

　切り裂かれたと思ったが、痛みは感じない。

　その代わりに、独特の金属音が頬ほおのあたりから鳴り響いた。

　……なんだ？　たしかにコーガの攻撃は顔に当たったはずだ。

「が、顔面セーフ……？」

「ウサト！　首元から黒い魔力が鎧みたいに！」

　団服の内側の魔力が、頬まで伸びて硬質化したのか!?

「って、次のが来るわよ！」

「っ！」

　黒い手甲に包まれた左腕を掲げ、続けて振るわれた鎌の切っ先を掴み取る。

　強度も申し分ない。

　これなら、右腕の籠手と同じ要領で使っても問題なさそうだ。

「なるほど、ある程度の硬さもあるようだな。こりゃ、厄介だな」

「いい加減に離せ！」

　力任せに腕を振り回し、コーガを引き離す。

　しかし彼の攻撃はまだ終わっておらず、背から僕を挟み込むように四つの鎌が迫る。

　四方からの攻撃。

　今の不可思議な体のままで対応しきれるか……!?

『ッ、うぅ、仕方ない！』

「フェルム!?」

　対応しようと拳を構えると、左腕の方からシャキンッという金属音と共に黒色の剣が伸びてきた。

　前腕から拳を通るように真っすぐに伸ばされた、黒色の剣。

　その変化に気付き「うぇ!?」と素すっ頓とん狂きょうな声を上げた僕に、フェルムが急せかすように声を上げる。

『そいつを使え！』

「は!?　剣なんて使ったことないぞ！」

『いいから！』

「ッ、あぁ、もう！」

　左腕を力任せに振るって鎌を弾き飛ばす。

　効果を確認した僕は、左腕の剣と右腕の籠手で続けて迫る鎌を弾き返していく。

「この左腕は……！」

　驚くほど、黒色の手甲は僕の腕に馴な染じんでいる。

　それこそ、僕専用に創られたファルガ様の籠手と同じくらいに扱いやすく思える。

「籠手と同じ感覚だ……」

　ファルガ様からいただいた籠手と同じように体と一体化しているような、そんな感覚。

　……少し、試してみるか。

「ウサト、ボーっとしないで！　左から来てるわよ！」

『後ろからも来ているぞ！』

「僕の目は前にしかついてないんだけどなぁ！」

　左腕の剣を振りかぶり、魔力を込める。

　コーガが鎌で追撃した瞬間を狙い、円を描くように剣を大きく振るい、それと同時に治癒魔法破裂掌の要領で魔力を暴発させる。

「ぬぅん！」

「何してんの、ウサト!?」

　瞬間、剣から治癒魔法破裂掌と同じ衝撃波が放たれ、包囲するように襲ってきた鎌を空中で弾き返した。

　まるで斬撃を放ったが如く放射状に放たれた魔力の衝撃──自分のやったことに驚きながら、僕は衝撃波を放った剣を見つめ、声を震わせた。

「こ、これを〝ダークネス治癒破裂斬〟と名付けよう……！」

　あとで先輩の前でドヤ顔で披露しよう。

『それはないと思うぞ……』

「悪いこと言わないからやめなさい。あとでもっといい名前考えてあげるから。ね？」

　フェルムに引かれ、ネアに優しく諭されたことで精神的なダメージを負ってしまった……。

　しかし、左腕で魔力を暴発させたにもかかわらず怪我も痛みもない。

「はー、なるほどな。完全に同化してるってことは、やっぱりそういうことか」
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　コーガが納得したように頷いている。

　一刻も早くこいつを倒してしまいたいところだけど、僕達に何が起こったのかを知っているのなら、訊きいておかなければならない。

「……お前は、僕に何が起きたか知っているのか？」

「お前の中にいるフェルムに訊いたらどうだ？」

　ニヤニヤとしているコーガに意地の悪いものを感じながら、彼から視線を外さずにフェルムへと話しかける。

「フェルム、これは君がやったのか？」

『ボクの魔法がお前に取りついた。だから使える』

　……説明が淡白すぎじゃないですかね？

　それは分かるけど、もっとこう……どうして僕に取りついたのかを教えてほしいんですけど。

　僕と同じような疑問を抱いたのか、ネアが僕の中にいるフェルムに話しかけた。

「取りついたって、貴女あなたの意志じゃないの？」

『ボ、ボボ、ボクの魔法が勝手に吸い付いたんだよ！　ボクのせいじゃない！』

　ネアの言葉に、フェルムが声を荒らげた。

　とりあえず、物騒な左腕の剣に元に戻るよう念じてみると、伸びた刃やいばは左腕へと戻っていく。

「僕からでもある程度の操作はできるってことか。ネア、君はどう考える？」

「フェルムの力が貴方あなたにも使えるようになった、としか言えないわよ。当の本人が何も説明しないんだもの」

　何か理由でもあるのだろうか？

　単純にフェルム自身が分かっていないって可能性もあるけれど。

　悩む僕達に見かねたのか、コーガは頭の部分だけ仮面を解除させながら楽しそうに笑った。

「まあ、しょうがない。ぶっちゃけフェルムが口にしたくない気持ちもなんとなく分かる。だが、気遣いから一番遠い場所にいる俺には関係ないので、暴露してやろう」

『ウサトォ！　今すぐあいつを黙らせろぉ！』

　僕の左腕と両足の踵かかとから黒い刃が飛び出すが、それを僕の意志で収めさせる。

　ぐぬぬと呻うめくフェルムに若干申し訳なく思いながら、コーガの声に耳を傾ける。

「単純に言うなら、フェルムの変質した闇系統の魔法がそういう能力になったってだけの話だよ。前に言っただろ？　闇魔法は使い手の精神に強く影響される魔法だってな」

「ああ」

「察するにフェルムの闇魔法の属性だった『反転』は別のものへと変質した。言うなれば『共存』……いや『同化』と言うべきか？　お前と共に在り、お前と共に戦い、お前と共に死ぬ。フェルムの能力はそういうもんになったんだろうよ」

「……」

「今の攻防がその証拠だろ？　お前に同化したフェルムの魔法はお前を勝手に護まもり、その主導権の半分もお前自身が握っている」

　一応、確認のためフェルムへと話しかける。

「そうなのか、フェルム？」

『……』

「フェルム？」

『うぅぅぅ、くぉぉぉぉ……』

「？」

　なにやら悶えている。

　まあ、そりゃ自分の魔法が他人と同化するなんて恥ずかしいに決まっているけど、その変化に至った心境は決して悪いことなんかじゃない。

　むしろたった一人で生きて、戦ってきた彼女が他人を信じられるようになったんだ。

　良いことに決まっている。

「共に戦う……か。よし！　フェルム！」

『な、なんだよ……』

「僕と君とネアの三人の力を合わせてコーガをぶちのめす。頼りにしてもいいかな？」

『……あ、ああ！　分かった！』

　フェルムの闇系統の魔法は、僕の体と完全に同化している。それこそ右腕の籠手と同じように。

　だとすれば、僕の戦い方に劇的な変化を起こすことができるかもしれない。

「……やってみるか」

　多少の無茶はするけど、試してみる価値はある。

　調子を確かめるべく地面をつま先で蹴りながら、臨戦態勢へと移っているコーガへと向き直る。

「ネア、大ぶりの攻撃のみに拘束の呪術を頼む」

「任せなさい」

「フェルム、変形する形は君に任せるけど、人を相手にするときは刃物は禁止ね」

『腕を大きくするとか、盾とかでも構わないのか？』

「うん。あと、今から変な動きをするから二人とも、酔わないように」

「『へ？」』

　二人にそう言い放つと同時に、コーガへと足を踏み出し、黒い魔力に覆われた足の裏から魔力を暴発させる。

　治癒加速拳とは違った手法での加速。

「なッ!?」

　一気に接近した僕が突き出した拳を、コーガは両腕をクロスさせ受け止める。

「成功！　ついでにぶっ飛べ！」

　肘から魔力を暴発させて無理やり腕を振り切ることで、コーガの体を後方へと殴り飛ばす。

　もう一度足から魔力を暴発させ加速した僕は、コーガが殴り飛ばされた方向に先回りし、無防備な背中に横蹴りを叩きつける。

「うぐぉ!?　おいおいおい！　まさか、動き全てがそれか!?」

「ああ、今の僕は全身で魔力を暴発させることができる！」

「なんじゃそりゃ!?」

　右腕の勇者の籠手、左腕の黒騎士の手甲を加速させ、コーガへ向けて高速で拳を繰り出す。

　コーガも対応しようとするが、魔力の暴発により強化された僕の拳は止められない。

　そのまま彼の防御を強引に崩し、その胴体に右拳が叩き込まれる。

「かはっ！　お、おま、それ、えぐすぎない!?」

　呼吸を吐き出して呻くコーガに構わず、僕は声を張り上げる。

「フェルム！　腕を大きくしてくれ！」

『え？　わ、分かった！』

　一瞬のうちに左腕の肘から先が二回りほど大きくなる。

　それをハンマーのように振り回し、コーガを上方へとかちあげるように殴り飛ばす。

　このまま追撃を──、

「お前ばっかり、攻撃してずるいなぁ！　おい！」

「っ!?」

「今度はこっちの番だぜ！」

　次の攻撃に移ろうとしたそのとき、コーガの全身から無数の帯が放たれ、その鋭利な先端が僕へと襲いかかってくる。

「ウサト、避けなさい！」

『あれは防げないぞ!?』

　ネアとフェルムが警告してくれるが、僕は避けずに鎌を見据える。

「いいや、今の僕なら！」

　両手を引き絞り、魔力を込める。

　いつもは籠手のある片手でしかできない技だけど、今の僕なら両手でできる！

「つまり効果は二倍！　防げない道理はなぁい!!」

「その考えはおかしいと思うんだけど!?」

『こいつ、いつもこんな感じなのか!?』

　迫りくる大量の闇魔法の帯に向かって両腕を突き出し、込めた魔力を暴発させる。

「治癒魔法ッ、破裂双掌！」

　掌てのひらから放たれた魔力の衝撃波は、見事コーガの繰り出した黒い帯の勢いを削そぐことに成功する。

　それを見て、背中から生やした鎌を地面に突き刺して逃げようとするコーガ。

　このまま逃すつもりはない！

「ネア、フェルム！　跳ぶぞ！」

「は？　ちょ、ちょちょちょ──」

　足の裏から暴発する魔力を跳躍力に変え、今まさに着地しようとしているコーガへと一直線に向かっていく。

「コーガァァァ！」

「え、なんでお前、空飛んでって、うぉぉぉ!?」

「捕まえたァ！」

　そのままコーガの片足を掴み、着地と同時に地面へと叩きつける。

　衝撃で地面にヒビが入るが、それでも彼は平気な様子で頭を上げた。

「おお、お前ぇ！」

「チィ！　まだ意識があったか！」

「ちょ、待──」

　右足を掴んだまま彼の体を力任せに振り回して、もう一度地面に叩きつける。

「ぐほぉ!?」

「まだ気絶しないか！　ならもう一度だ！」

「こんなの何度も食らってられるかぁ！」

　掴んでいるコーガの足の部分の魔力が変形し、逃げられてしまう。

　少し離れた場所に着地したコーガは、息を切らしながらも、どこか楽しげに声を荒らげた。

「おい！　今のは俺じゃなかったら死んでたぞぉ!!」

「お前以外にはやらないから、大丈夫だ！」

「ハハハッ、全然嬉しくねー!!」

　ここまでしても、ダメージを受けた様子が見られないな。

　やっぱり、治癒連撃拳を直接叩き込むしかないか。失敗すれば相手を癒やしてしまう結果になるから、使いどきを見極めなきゃな。

「今のままじゃ、ちと分が悪いか……」

　そう呟つぶやいたコーガが後方の地面へと鎌を突き刺し離脱を図ろうとしたが、不自然にその動きが止まった。

　彼の足首をよく見れば、いつのまにか黒い帯が巻き付けられていた。

「はぁ!?」

『これ以上、こいつの無茶に付き合わされてたまるか！』

「ええ！　私達のためにさっさと倒れなさい！」

　二人が、サポートしてくれたのか？

　僕の左手首から伸びた黒い帯がコーガに巻き付き、その帯を通じて耐性の呪術が流されていた。

　コーガは足に巻き付いている帯を鎌で切断しようとするが、ネアにより耐性の呪術が施されているせいですぐに切れないようだ。

「お前、サポートまわりが優秀すぎじゃねぇ!?」

「僕にはもったいないくらいに優秀だよ！　そぉい!!」

「うぉぉぉ!?」

　黒い帯を両腕で掴み取り引き寄せると、深く深呼吸し右足を引く。

　イメージするのは、ローズの繰り出す蹴りだ。

　ネアの耐性の呪術すらも一瞬で破壊し、防御した籠手の上から人間を数十メートル単位で吹っ飛ばす常識外れの一撃をイメージし、眼前に迫ったコーガへと繰り出す。

「オラァ！」

　ズンッという音と共に、コーガの胴体へと叩き込まれる蹴り。

　コーガの体がくの字に曲がり苦く悶もんの声を漏らすと同時に、踵から魔力を暴発させる。

「いい加減、気絶しろやァ！」

「お前、マジで慈悲とか一切ないなぁぁ!?」

　そのまま足を振り切ると、ボールのように真上に飛んでいくコーガ。

　しかし、その程度で倒せるとは思ってはいない。

　彼に繋つながれた黒い帯を右手に持ち替えながら、左腕を構える。

「フェルム！　もう一度、腕を！」

『こ、これでいいか!?』

「十分だ！　ありがとう!!」

　僕の声に驚きながら、フェルムが左腕を二回りほど大きくさせる。

　それを強く握りしめた僕は、治癒連撃拳の準備をする。

「これで終わりだ！　治癒連撃──」

「待って、ウサト！　上から何か来る！」

「なに!?」

　その瞬間、僕の頭上から凄すさまじい熱を感じた。

　全力で後ろに下がったその瞬間、僕とコーガを分断させるように炎が降り注いだ。

「なんだ!?」

『この炎は……!?』

　見て分かるほどに強力な炎の魔法。

　空を見上げると、いつの間にか上を飛んでいた飛竜から何者かが飛び降りた。

　膝をついたコーガの近くに着地した赤色の髪の魔族──アーミラ・ベルグレッドは、炎を消し去りながら手に持っていた剣を鞘さやへと納めた。

「おい、勝手に一人で飛び出していったバカ軍団長。これはいったいどういう状況だ？」

「バカ軍団長って呼ぶのはやめて。もしかして、陰では皆そう呼んでるの？」

「いいから、早く話せ」

「……ウサトがフェルムと合体して、とんでもなく強くなった」

「……」

　何を思ったのか、アーミラは剣を抜くとコーガへと振るった。

　突然味方から攻撃を受けたコーガは、慌てて転がりながら避ける。

「な、なにすんだ、お前ぇ！　上官だし、そもそも味方だぞ!?」

「いや、殴られたショックで錯乱しているのかと思ってな」

「そう思っても仕方ないけど、紛れもない事実なんだよ！　見ろよ、あれ！　まともな治癒魔法使いの姿に見える!?」

　コーガが僕を指さすと、アーミラがこちらを見る。

　確かに僕の今の姿は普通の治癒魔法使いとは言い難いだろうけど、コーガに言われるのはなんか癪しゃくに障る。

「黒騎士。今はそちら側についているのか？」

　アーミラが、僕と同化しているフェルムに対して話しかけてくる。

　その言葉に、フェルムは気まずそうな声で返答する。

『……ボクはフェルムだ。黒騎士じゃない』

「ならば、フェルム。私はお前を攻めはしない。しかし、魔王軍の敵としてお前が立ち塞ふさがるというのなら、迷いなく斬り捨てる」

　剣の切っ先を僕達へと向けたアーミラ。

『……お前、変わったな。堅物でうざいのは変わらないけど』

　そんな彼女に、フェルムは懐かしそうにそう口にする。

「そして治癒魔法使い、ウサト。我が師匠と戦い生き延び、このバカ軍団長を追い詰めたその実力は、敵ながら賞賛に値するものだ」

「……随分と評価してくれますね」

　僕の言葉に彼女は、笑みを浮かべる。

「当然だろう？　互いによき師に恵まれた身分だ。そういう意味では私と貴様は近い立場にいる」

　ローズが僕の師匠だと確信しているな。

　彼女の言う通り、ネロを師匠に持つ彼女とローズを師匠に持つ僕は、似た境遇にあるのかもしれない。

「敵同士という立場でなければ、一対一の手合わせを申し込みたいところではあるが……。私にはなによりも優先させなければならない使命がある」

「……一対一の勝負なら、今からでも構いませんよ？」

「フッ、それは魅力的な提案だが、無理だな。貴様は我らにとって勇者と同等か、それ以上に厄介な存在だ。倒せるべきときに倒しておくべきだ」

　せめて一対一という勝負に持ち込めば、この状況を打開できる方法が見つかるかもしれないと思ったけど、コーガとアーミラの二人がかりは非常にまずい。

「確実に仕留める。悪いが、二人がかりで倒させてもらうぞ」

「しょうがねぇ。ここは私情を優先してる場合じゃねーか……」

　剣を構えたアーミラと、再び戦闘態勢に移ったコーガ。

　アーミラの乱入により、状況は一気に不利になってしまった。

　このままでは白服として動くどころか、延々とここで足止めを食ってしまうことになる。

　考えを巡らせていると、不意にバチッという何かが弾ける音が聞こえた。

「この音は……？」

　どこからともなく聞こえてくる音。

　それが近づいてきていると認識した次の瞬間、僕の隣には先ほどまでいなかった人物が地面に手をつくように着地していた。

　艶つややかな黒髪と、電撃を纏った姿。

「犬いぬ上かみ、先輩……？」

「ああ、今度は私達が君を助ける番だよ。ウサト君」

　そう力強く答えた先輩は、逆手に持った剣を地面に突き刺し、強烈な電撃をアーミラとコーガへ放った。

　犬上先輩の放った電撃は、コーガとアーミラへと真っすぐに突き進み直撃する。

　それを見届けた先輩は、ぐるんっ！　と擬音がつきそうな勢いでこちらに振り返ると、興奮しながら僕に詰め寄ってきた。

「ウサト君！　その姿はものすごく、ものすごく気になるけどッ！　あえて今はその姿について訊かない！」

「え、は、はい……？」

「あとの楽しみにする！」

　……いや、なんの？

　困惑する僕の返答を待たずに満面の笑顔で頷いた先輩は、再びコーガとアーミラのいる方へと向きを変える。

「じゃ、いってくる!!」

「あ、はい。いってらっしゃい……じゃなくて、ちょ、先輩!?」

　相変わらずのテンションで会話を切り上げた先輩は、電撃を振り払ったアーミラへと剣で斬りかかった。

「君の相手は私がしよう！」

「フッ、望むところだ！」

　雷撃を纏った先輩の剣を炎を纏った剣で受け止めたアーミラは、先輩に押し込まれるように僕達から遠ざかっていく。

「あ、相変わらず嵐みたいな人ね、スズネって……」

『アーミラとコーガを分断させたのか……？』

　ネアとフェルムの呟きに僕も頷いていると、やや遅れてカズキが僕の後ろからやってくる。

「よかった、間に合った……って、すっげぇ見た目変わってる!?　どうなってんだ、それ！」

　こちらに駆け寄ってきた彼は、僕の姿を見て驚きの表情を浮かべた。

「カズキ、君もここに来たのか!?　どうして……」

　僕の質問にきょとんとした表情のカズキは、まっすぐ僕と視線を合わせた。

「ウサトを助けに来たっていう理由じゃ……駄目か？」

「！」

　言いようのない気持ちが湧き上がるが、なんとか抑え込んで僕は首を横に振る。

「……いいや、全然駄目じゃない。ありがとう、本当に助かった」

「俺も先輩もウサトに助けられたんだから、おあいこだよ。それに……」

　カズキの視線が、電撃を受け切ったコーガへと向けられる。

「軍団長が出ているとなれば、俺達勇者が出張るしかないからな！」

　確かに僕が戦った限りでは、軍団長クラスの実力者は物量でなんとかできるほど甘くはない。

　僕もネアとフェルムにサポートしてもらって、ようやく追い詰めることができたくらいだしね。

「ウサト、あそこにいるのがコーガって奴か？」

「ああ、とんでもなくタフな奴でさ。さっき散々攻撃したんだけど、効果は薄いみたい」

　体はともかく、精神的なダメージとか負っていないのだろうか？

「僕以上にしぶといかもしれないな、あいつ」

「『それはない』」

　声を揃そろえて仲良しだね、君達。

　ネアとフェルムのツッコミに小さくため息をついた僕に、カズキは笑みを零した。

「ウサトから賑にぎやかな声がするな」

「この短い時間で、同居人みたいのが増えちゃったんだよ」

「はは、なんだそれ」

　あながち間違ってないんだよね……。

　今の僕とフェルムの状態って、解除できるよね？

　考えないようにしていたけど、今さら不安になってきた。

　不意にコーガは仮面を解除し、その素顔を晒さらした。

「俺は二人ががかりでも一向に構わないぞ？　勝とうが負けようが、俺は戦えればそれでいいんだからな」

　どこか上機嫌な様子で、コーガはそんなことを口にする。

　勝敗は度外視で、むしろ戦いそのものを欲しているってことか。

「……カズキ、二人で戦えばコーガを倒せる。一緒に戦おう」

　コーガは強敵ではあるが、僕とカズキが力を合わせれば押し切れない相手ではないはずだ。

　そう思い共闘を提案したのだけど、カズキは首を横に振った。

「いや。ここは俺と先輩に任せて、ウサトは他の人達を助けに行ってくれ」

「え？　でも……」

　カズキは僕を安心させるように笑いかけながら、続きの言葉を口にする。

「俺達なら大丈夫だ。それに、ウサトに大事な頼みがあるんだ」

「頼み？」

　頼みとはなんだろうか？

　首を傾かしげる僕に、カズキは前を向いたまま口を開いた。

「魔法で人を操っている魔族がいるって話を知ってるか？」

「うん、僕も操られた人に襲われたよ」

　こちらの兵士達を操り、無理やり仲間割れをさせている者が魔王軍にいる。

「そいつがいる場所をフラナが見つけた。戦場の中央付近、敵と味方の区別が曖昧になるような場所で、術者は騎士達の洗脳を行っているらしい」

　幻影魔法を持つフラナさんだからこそ、同じような性質を持つ術者を見つけることができたのだろう。

　確か、僕が味方の騎士に襲われた場所も中央に近かったな。

　だとすれば、そこに潜伏して静かに仲間を増やしていたってことになるのか。

「フラナ一人に任せてしまったけど、嫌な予感がするんだ。ウサト、頼めるか？」

「分かった。僕達が助けに行く」

　僕は即答する。

　どちらにしろ前線には戻らなくてはならないし、僕としても味方の騎士が操られて仲間割れをしている状況を見過ごすことはできない。

「ありがとう。フラナにも同じことを言ったけれど、気を付けてくれ」

「カズキも、あんな全身タイツ野郎に負けるんじゃないぞ」

「ああ！」

　互いに頷き、僕はその場から駆けだす。

　すぐ後ろで強烈な光と鉄を弾くような金属音が響くが、それに構わず目的の場所へと真っすぐに進んでいく。

　ローズに託され、カズキにも頼まれた。

　やることは多いけれど、僕は全速力で前に進んでいこう。
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　ウサト君が、敵の第一軍団長と思おぼしき人物と交戦している。

　戦いの最中にその知らせを耳にしたとき、私は血の凍るような感覚に陥った。

　それはカズキ君も同じだったのか、酷く動揺していた。

　動揺していた理由は他にもある。

　なにせ、魔王軍の最高戦力である軍団長がたった一人で戦場に出てきているとは想像もしていなかったからだ。

　しかも、その軍団長はこちらの陣形の半ばまで単独で騎士達を斬り伏せながら進んでいた。

　正直な話、ぞっとした。

「ウサト君がいなかったら、今頃拠点は落ちていたかもしれないね……！」

　足に部分的な電撃を纏わせながら、炎を纏うアーミラに電撃を放つ。

　剣を大きく振るい電撃を打ち消したアーミラは私の動きを目で捉え、小さく口を開いた。

「確かに、邪魔がなければ師匠は容易たやすく貴様らの拠点を陥落させていただろうな」

「……というと、第一軍団長は、君の師匠なのかな？」

「然しかり」

　中距離から電撃での攻撃を与えていくが、一向に攻撃が通らない。

　あの体に纏った炎のせいだろうか？

　無策で飛び込めば、致命傷は免れないだろうな。

「近づくには、私も相応の魔力を纏わなきゃ駄目ってことか……！　ならば！」

　一瞬だけ雷獣モードを発動させ、ウサト君でさえ対応できなかった速さでの攻撃を試みる。

「その技は……！」

「フッ！」

　すれ違いざまに首元を斬りつけるが、アーミラが前触れなく構えた剣に当たり防がれてしまう。

「反応された……!?」

「狙いが正確だというのも考えものだぞ？　攻撃が正直すぎる」

「そうかい？　正直者だなんて言われることはあまりないんだけど！」

　主にウサト君関係でね……！

　内心で自虐しながら、アーミラの振り下ろした剣を避け距離を取る。

「対人経験のなさが浮き彫りになってしまったな……」

　野生の魔物とかとの戦いなら得意なんだけど、対人、それも一定以上の実力者との戦いとなると圧倒的に経験が足りない。

　目の前のアーミラは確実に私よりも多くの場数を踏んでおり、その戦い方もこちらを迎え撃つ形に変えている。

「さすがだな」

「ん？」

　アーミラからの思わぬ賞賛の言葉に足を止める。

　鎧のように纏った炎の勢いを弱めた彼女は、よく通る声で語りかけてくる。

「お前の使っている技術、それは我流か？」

「……ああ、ある魔物の戦い方を参考にして会得したものさ」

「だとしても、大したものだ」

　書状渡しの旅で遭遇した魔物、雷獣との戦いで編み出した戦闘法。

　それを褒められて嬉しくないわけではないけれど、今の状況で喜べるはずがない。

「独学でそれを可能にし、魔族のように肉体的に頑丈ではない人間が使えている時点で驚異的だ。できることなら、未完成のままで始末しておきたい」

「それはつまり、私の技が完成すれば、君にとって厄介なことになると思ってもいいのかな？」

「貴様の言う通り、その技術が完成すれば私達にとって脅威になる」

　その言葉を機に、アーミラが身に纏った炎を燃え上がらせた。

　無駄話もここまでってことか。

　今のところアーミラの攻撃が私に当たることはないが、私の攻撃もアーミラに届く気配はない。

　だが、それも時間の問題だというのは私も彼女も分かっている。

「なら、この戦いで成長してみせれば問題ない！」

　目の前には、到達するべき境地にいる魔法の使い手がいる。

　これ以上ない見本を前にして、私のやるべきことは決まっている。

　戦いの中でアーミラの技を盗み、吸収していく。

「私が勇者だというなら、それができない道理はない！」

　いくぞ、私！

　自分を奮い立たせるように電撃を纏った私は、眼前の強敵へと向かっていった。
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　操られた人を見て、それがすぐに私と同系統の魔法使いによる仕業だと理解することができた。

　そいつは私の持つ幻影魔法と違い人を惑わすことに長たけ、その効果が及ぶ範囲が広い。

　そして恐ろしく狡こう猾かつで、手段を選ばない。

　状況は最悪だった。

　その魔法により陣形が大きく崩され、騎士達の間で不安と混乱が広がっている。

　それに加えて、普通では考えられないほどの大きさの蛇の魔物と小型の魔物により劣勢を強いられている。

　それでも、なんとかしなければならない。

　カズキ達が軍団長という強敵と相対している今、私が騎士達を操っている術者に対処しなければ、こちらに勝機はないのだから……！

「ハァ……！　ハァ……！」

「──私を見つけたことは、褒めてあげましょう」

　飛竜の背に乗る薄い紫色の髪の女魔族は、呼吸を乱している私を冷たい目で見下ろしていた。

　その周囲には、複数の紫色の魔力弾が浮かんでいる。
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　多分、あの宙に浮かんでいる魔力弾で人を操っているのだろう。

「こんなに厄介な相手とはね……！」

「いつかは見つかると思っていましたが、まさかエルフの方に見つかるとは思いもしませんでした。まあ、その程度の戦力では私をどうすることもできないでしょうけど」

「……っ！」

　女魔族を乗せている一ひと際きわ大きな飛竜の周りには、近衛らしき兵士の駆る四頭の飛竜がいる。

　見て分かるほどの手て練だれだ。魔法や弓矢で落とすのはほぼ不可能といってもいい。

「それでは次です。やりなさい」

　こちらを見下ろしている女が、地上にいる騎士達を操り命令を下す。

　彼女に言われるがままに武器を構えた騎士達は、私と仲間だったはずの騎士へと血走った眼を向けてくる。

「ッ、フラナ殿！　我々はどうすれば……！」

「上の魔力弾に気を付けながら対処して！　あれに当たると操られちゃうから！」

「はい！」

　でも、襲ってくるのは操られている騎士だけじゃない。

　魔王軍の兵士だってそれに混ざって襲いかかってくる。

　私達が味方だった人達を攻撃することに躊ちゅう躇ちょしているうちに、空にいるあの女は魔法でどんどん味方を操っていく。

　今の状況に歯は噛がみしながら、槍やりを突き刺そうと突進を仕掛けてくる騎士に短剣を構える。

「ウオオオ！」

「ッ、目を……覚ましなさい！」

　虚うつろな目で襲いかかってくる味方の騎士。

　短剣に幻影魔法による魔力を纏まとわせ、浅く斬りつける。

　斬りつけられた騎士は、目に光を取り戻し動揺するように自身の掌てのひらを見つめた。

「わ、私はいったい……」

「取り押さえて！」

　騎士を操っている魔力を私の魔法で相殺させることで、正気に戻すことができる。

　それでも、一度に正気に戻せる人数は限られている。

　私自身の魔力も限られているし、やはりあの女をなんとかしなくちゃ駄目だ。

　騎士に交じって襲ってきた魔族に短剣を突き刺しながら、背中の弓を取り出し矢を番つがえる。

「当たって……！」

　矢じりに幻影魔法を込め、空にいる女へ向けて矢を放つ。

　真っすぐ標的へと向かっていく矢は、すぐに近衛の兵士の駆る飛竜に叩たたき落とされてしまう。

「く……守りが堅い……！」

　あの女が指揮官かそれに近しい立場にいるのは間違いない。

　そうでなくては、あんなに厳重に護衛に守られているはずがない。

　しかし、直接狙う術すべが私達にはない。

　少なくとも弓での狩りを得意とするエルフ族の弓術が通じなかった時点で、カズキのような正確無比な魔力弾の操作に長けた者が必要だ。

「同じ系統の魔法使いでしょうか？　幻の強さは貴女あなたの方が優れているようですが、搦からめ手てに関しては私の方が上だったようですねぇ」

「何者なの、あんたは……？」

　女は空から私を見下ろしながら、少しだけ悩むように口元に手を当てた。

「うーん、まあいっか。教えてあげましょう。私は、ハンナ・ローミアと申します。魔王軍第三軍団の軍団長を任されている者です」

「第三軍団長……!?」

「はい。とっても偉いんです」

　相手が魔王軍の最高戦力の一人であることに驚く私達に、ハンナは冷笑を向ける。

「まさか、軍団長は誰もかれもが突撃しか能がないと思っていましたか？」

「貴女の魔法は……」

「貴女と同じ幻影魔法ですよ。能力に差異はあるようですが」

　ハンナは自身の周囲に浮いている魔力弾の一つを掌に引き寄せ、私を見る。

「貴女の幻影魔法は私の魔法より支配力も拘束力も強い。一方、私の魔法は範囲が広く見せられるものに幅がある。私はこの魔法を使って、そちらの騎士達を意のままに操っているというわけです」

「それで、同士討ちをさせているってわけね……！」

「おや、もしかして怒っていますか？」

　不思議そうに首を傾かしげたハンナを、怒りを抑えながら睨にらみつける。

　味方同士で戦うことを余儀なくされ、辛つらい選択を迫られた人もいる。

　何を見させられているのか分からないが、操られている騎士達の苦く悶もんの表情を見る限り、まともな幻を見せられているとは思えない。

「ですが、勇者がこの場にいなくてとっても残念です。ここにいたら、傀かい儡らいにして戦力にできたものを」

「……貴女に勇者を捕らえることはできないと思うけれど」

「そんなもの、手段を選ばなければいいだけじゃないですか。年若く、経験も浅い勇者が目の前の人質を見過ごすような非情な決断ができるとは思えませんし」

「外道……！」

　カズキは、人を見捨てることはできない。

　心優しい彼なら、ハンナの卑劣な要求に従ってしまうかもしれない。

「さて、無駄話はここまでにしましょうか」

　ハンナが手を挙げると、操られた騎士達が構えを取る。

　その後ろには騎士達を盾にする形で魔族の兵士達が控えており、頭上には近衛の兵士の乗る飛竜とハンナが虎こ視し眈たん々たんと私達が隙すきを見せるのを待っている。

　このまま戦っても、勝ち目はない。

　でも、ここで私達がハンナを止めないと、操られる騎士が増えていってしまう。

「では、いきなさい」

　先ほどとは比べ物にならない人数の敵が、私達へと襲いかかってくる。

　死への恐怖と、自分の使命との板挟みで立ちすくんでしまったそのとき、白い人影が上から降ってきた。

「え？」

「治癒転倒拳！　オラァ!!」

　落ちてきた白い影──ウサトは地面に着地すると同時に拳を地面に叩きつけ、操られた騎士達がいる方向に魔力による衝撃波のようなものを放った。

　放たれた衝撃波が騎士達の足にぶつかり、その体勢を崩させる。

「ウサト……!?」

「よし、間に合った！」

　私の声が届いていなかったのか、彼は足を止めずに目の前の敵に向かっていく。

「治癒パンチで対処していく！　今、正気に戻します！」

「げふぅ!?」

　ウサトが拳を連続で振るうごとに、えげつない音と魔力と思われる緑色の光が輝く。

「ウサト、魔族も混じってるわよ！」

「確認した！」

「ぐへぁ!?」

　その四肢が繰り出されるごとに、倒れ伏した者が紫色の紋様に包まれ身動きを封じられる。

　嵐のように敵を無力化していくその姿に私は呆ぼう然ぜんとしてしまうが、彼の背後から兵士の一人が攻撃を仕掛けようとしているのが見え、思わず声を上げる。

「あ、危な──」

『こいつに触れるなぁ！』

　どこからともなく聞こえた少女の声と共に、彼の背中から鞭むちのようなものが伸ばされる。

　それは攻撃をしかけようとした魔族を容易たやすく弾はじき飛ばし、そのまま紫色の文様を伴って周囲の敵へと向かっていく。

　正直、頭では誰が助けに来てくれたのかは分かっている。

　しかし、なんというべきか……。

「私の記憶と違うんですけど……」

　私の知っている彼は、これほどまでに出で鱈たら目めな動きを……してはいたけれど、今はより凄すさまじいことになっている気がする。

　襲いかかろうとする騎士と魔王軍の兵士を目にも留まらぬ動きで殴り倒したウサトは、黒の入り混じった白い服をはためかせながらこちらへと振り返った。

「フラナさん、それに騎士の皆さんも怪我はありませんか!?」

「う、うん。ありがとう……」

　これまでの絶望感を吹き飛ばすほどの衝撃に、騎士達も開いた口が塞ふさがらないようだ。

　とりあえず、私達の元へと下がったウサトに、倒された騎士達について訊きいてみることにした。

「この人達は、大丈夫なの？」

「心配はないよ。治癒魔法を込めた拳で気絶させただけだから、怪我は負っていないはずだ」

　……今、猛烈にツッコミたい衝動に駆られたけど、我慢しよう。

　彼がいるなら、いちいち洗脳を解かなくても無力化できるようだし。

　それに、気になる点はもう一つあった。

　以前見たときよりも様変わりしているウサトの格好についてだ。

　右腕の銀色の籠こ手てと、左腕の黒色の手甲。

　特に、彼の着ていた白い団服は様変わりしていた。

　団服の大部分が白色ではあるけど、裾や袖には黒い炎のような文様が蠢うごめいていた。

「その格好はどうしたの？」

「ああ、これはね。色々あったんだよ」

「は、はあ……？」

　色々の内容が気になるけど、訊くのが怖いような気もする。

「僕はカズキに頼まれてここに来た」

「カズキが……」

　ウサトが私の肩に手を乗せ治癒魔法をかけると、先ほどの戦いで受けた切り傷と疲れ切っていた体が一瞬で楽になってしまった。

　すごい、一瞬で疲れがなくなっちゃった……。

　回復魔法とは、ここまで効果が違うんだ。

「騎士を操っている術者は？」

「空にいる紫の髪の女魔族がそうだよ。しかも、魔王軍の第三軍団長らしい」

「第三軍団長……」

　ウサトが空を見上げると、そこには変わらず飛竜に乗っているハンナの姿がある。

　彼女はウサトを見下ろしているが、その瞳はどこか動揺しているようにも見えた。

「白い装いに黒髪、それと緑色の魔力……情報と少し違うところがありますが、貴方あなたがリングル王国の治癒魔法使いですね？」

「……」

　無言を肯定とみなしたのか、ハンナは納得するように頷いた。

「はじめまして、私は魔王軍第三軍団長のハンナ・ローミア。コーガ君の話通り、人間とは思えない動きですね」

「またコーガか……。ああ、もう……」

「彼とは会いませんでしたか？　勝手に持ち場を飛び出したと聞いていますが」

「……」

「ふむ、質問には答えてくれないようで残念です」

　ウサトは、残念そうには見えない様子のハンナを睨みつける。

「……貴女が騎士達を操り、治癒魔法使いを襲うように仕向けていたんですか？」

「はい。同士討ちをさせるところまではうまくいったのですが、肝心の治癒魔法使いは一人も始末できていないんですよね。存外にしぶとくてびっくりしてます」

「しぶとい……か」

　ウサトの右手から、ギシリと金属の軋きしむ音が聞こえる。

「これ以上、貴女に好き勝手にやらせるわけにはいかない」

「おや、どうやら貴方も私に対して強い怒りを抱いているようですね」

　ハンナもウサトの様子に気付いたのか、小さく微笑ほほえむ。

　その笑みは冷たく、明らかに私達を見下しているのが分かる。

「まあ、貴方達からすれば憤慨するのも当然でしょうが、こちらからすれば限られた兵士を消費しなくて済むので助かっているんですよ？」

「……」

「だってほら、この方達が死んでも痛くも痒かゆくもないですし？」

　ハンナの口ぶりに、私は言いようのない不快感を抱かずにはいられなかった。

　味方を傷つけたくはない。

　被害を最小限にとどめたい。

　確かに、やっていることは合理的だろう。

　でも、彼女の考えは到底受け入れられるものではなかった。

「ここに貴方が来たことは、私にとっても好都合です。貴方さえ操ってしまえば、治癒魔法使いの集まる拠点も、勇者でさえも容易く始末することができる」

「……僕を操ったくらいじゃ勇者の二人は倒せませんよ？」

「ご友人なんでしょう？　それも、強い絆で結ばれた間柄の」

　どうして魔王軍がカズキ達の関係を知っているの……!?

　ウサトも予想外だったのか、驚いて目を見開いている。

「リングル王国の騎士への尋問は、もう済ませているんですよ？」

「尋問だと……!?」

「ええ、ちょっと拷問を受ける幻を見せて吐かせただけですが、それでも十分な情報です。勇者の弱点を知ることができたんですからね」

　カズキとスズネの弱点は……ウサト？

　当の彼は、じっとハンナを見上げているだけだ。

「フラナ殿、ウサト様、前方から魔物と兵士達がやってきます！」

　背後の騎士の言葉に振り向くと、そちらからグローウルフを従えた兵士の部隊がやってくる。

　焦燥に駆られていると、頭上のハンナが安あん堵どするように息を吐いた。

「さて、こうして話を引き延ばしている間に、ようやく援軍が来てくれましたね。噂うわさの治癒魔法使いがお喋しゃべり好きな方で、とても助かりました」

　ハンナが自身の周囲に浮かばせた魔力弾を動かす。

「避よけたければどうぞ。その代わり、後ろの騎士達が攻撃を受けることになりますよ？」

　嘲ちょう笑しょうと共にハンナは魔力弾をこちらへと落とした。

　まるで雨のように降り注ぐ魔力弾に咄とっ嗟さに弓を構えようとするが、それよりも早くウサトが掌に作った魔力弾を投とう擲てきした。

「治癒魔法乱弾」

　ウサトの掌から放たれた魔力弾は分裂し、ハンナの魔力弾にぶつかり相殺するように弾ける。

　それでも相殺しきれなかった魔力弾が迫る。

「フェルム」

『ああ！』

　ウサトの左腕の手甲から黒色の剣が伸び、無造作に動き回る。

　すると刃やいばから緑色の衝撃波のようなものが放たれ、残りの魔力弾を消し去ってしまった。

「なっ!?」

　無言のまま左腕を元に戻したウサトは、こちらへ振り返る。

「フラナさん」

「え、な、なに？」

「第三軍団長の力を教えてくれ」

　口調の静かさとは裏腹に、彼の雰囲気はどこか怒っているように思えた。

　その様子に動揺しながら、ハンナの情報をできるだけ簡潔にウサトに話す。

「彼女は、僕に任せてもらってもいいかな？」

「え!?　で、でも相手は空を飛んでいるし、私の弓でさえ当たらないのにどうやって……」

「叩き落とせばいい」

「え？」

「あそこでへらへら笑ってる小娘は、僕達が叩き落とすよ」

　私達を心配させないように笑いかけてくれるウサトだが、その目は全然笑っていなかったので逆に怖かった。

　というより、彼の感情に反応するかのように襟元から黒い何かが彼の頬ほおにまで這はい上がり、色んな意味で壮絶な形相になっていた。

　目に見える激しい怒りよりも、簡単には悟ることのできない静かな怒りの方が恐ろしい。

　今、目の前にいる彼を見て、私はそう思わざるをえなかった。






第十二話　恐怖！　ハンナが見た悪夢!!　の巻









　魔王軍、第三軍団長ハンナ・ローミア。

　敵の騎士達を操り同士討ちをさせていた彼女の戦略は、非道ではあるが正しい。

　味方を危険に晒さらさず、危険を最小限に収めることのできる戦術だ。

　敵である僕達からすればたまったものじゃないけれど、それでも迷いなくそんな戦術を使ってくることは厄介であると同時にすごいことだと思えた。

　しかし、ハンナは味方の兵士すらも消耗品としてしか見ていない。

　彼女の言動からそう受け取った僕は自身の内で溢あふれ出る怒りを抑え、冷静に状況を把握しようと試みる。

「……高いな」

　空を飛ぶハンナとその部下達の駆る飛竜は、魔力の暴発を利用した跳躍では届かない高さを飛行していた。

　目を凝らしてみれば、ハンナ自らが飛竜を操っているわけではなく、部下に飛竜の手綱を握らせている。

　精鋭と思われる鎧を纏まとった兵士は四人おり、それぞれが飛竜を操りハンナを護衛している。

　闇やみ雲くもに突っ込むだけでは、あそこに行くことは不可能だろう。

　次に、こちらに襲いかかろうと機を窺うかがっているグローウルフと魔族達へと意識を向ける。

　グローウルフは、このまま意識を逸そらしたら襲いかかってきそうだな。それに合わせて、兵士達も殺到してくるはずだ。

　しかし地上の敵を撃退し続けても、上空にいるハンナは僕を捕らえるために援軍を呼び続けるだろう。

　手っ取り早くなんとかするには、やはり空にいる彼女を落とさなければならない。

「フェルム。右腕も君の魔法で覆ってくれ」

『分かった。でもウサト、あいつを叩たたき落とすってどうやるんだ？』

「跳んで、殴る」

『こ、答えになっているようでなってない!?　ネア、止めろよ！』

「甘いわね。こいつが変なことするのは今さらよ。地上で暴れる脳筋が、空で暴れる脳筋に変わるだけよ」

　脳筋とはなんだ。

　ネアに反論したいのを堪こらえ、フラナさんへと声をかける。

「フラナさん、矢を一本貸してもらってもいい？」

「え、うん」

　……よし、これならいけそうだな。

　僕は矢や柄がらの部分を左指でなぞり黒い魔力を付着させると、それをフラナさんへと返す。

「これを上の飛竜に当てられる？」

「できなくはないけど、これで大丈夫なの？　どう見ても相手はジャンプしても届く距離じゃないけど……」

「それはなんとかする。僕が上の奴らの相手をしている間、下の敵は任せたよ」

　僕の言葉に何か言いたげなフラナさんであったが、何を思ったのか自身の頬ほおを張ると、吹っ切れたような表情を僕へと向ける。

「……不安はあるけど、カズキと同じように君のことを信じるよ。頑張ってね。皆、迎撃態勢！」

　背後の騎士達が応えると同時に、フラナさんは帯が取り付けられた矢を番つがえる。

　それに伴いグローウルフが動き出すが、僕は応戦する騎士達を信頼し、その場を動かずに黒い魔力に包まれた両足に変化を加える。

　足の裏からかえしのついた杭くいを作り出し、それを地面へと勢いよく突き刺す。

「ふぅー……」

『おい、待て、何をしているんだ？　なんで地面に足を縫い付けた？』

「なんかすっごい嫌な予感が……」

「じゃ、矢を放つよ！」

　フラナさんが、ハンナの乗っている飛竜へと矢を放つ。

「防ぎなさい」

「ハッ」

　真っすぐな軌跡を描き飛竜へと飛んでいく矢だが、ハンナの乗る飛竜が振るった尻尾により呆あっ気けなく弾はじかれてしまった。

　地面へと落ちていく矢に視線を送りながら、彼女は嘲あざけるような笑みをこちらへ向けた。

「フフッ、その程度で、私の飛竜は落ちませ──」

「届かないなら、貴様ごと引き寄せるのみだァ！」

「えっ？」

　矢を弾いた尻尾に魔力が付着したことを確認した僕は、左手首からそこに向かって帯を伸ばして巻きつけると、力の限りに引き寄せる。

　ハンナだけではなく、地上にいる面々が僕の行動に呆気に取られる。

「ウサト!?　信じるとは言ったけど何やってるの!?」

「見ての通りだ！」

「見て分からないから訊きいてるんだけどぉ!?」

　足の裏から突き刺した杭のおかげで、僕の体はがっちりと地上に固定されている。

　このまま跳躍で近づける距離まで引き寄せれば、こっちのものだ！

「届かぬなら、届く距離まで落とせばいい……！　これぞ頭脳プレーだ……！」

『頭脳使ってないと思うんだが……？』

「脳筋プレーの間違いじゃないかしら……？」

　なんと言われようとも、ハンナの乗る飛竜は着実に地上へと引きずりおろされている。

　当のハンナは先ほどの余裕を失くしてあたふたとしながら、周囲の部下にせわしなく指示を出している。

「あ、あああ、貴方あなた達、さっさとこれを切りなさい！」

「ハッ！」

「フハハ、もう遅い！」

　部下が剣を引き抜き帯を切ろうとするも、時すでに遅し。

　僕は両足に魔力を集めると同時に足裏の杭を解除し、魔力の暴発と共に力の限り跳躍を行う。

「ぬぅん！」

　そのまま帯を引き寄せる反動でさらに上へ飛び、ハンナのいる高さまで到達すると、彼女と目が合った。

「叩き落とす！」

「ひぃ!?」

　恐怖に顔を青ざめさせるハンナ。

　まずは飛竜を操る兵士に治癒飛拳を叩き込もうとしたそのとき、側方から護衛の兵士の乗る飛竜が僕へと体当たりをかけてきた。

「ハンナ様に手出しはさせん！」

「猪ちょ口こ才ざいな……！　しかぁし！　空中で自由に動けるのはお前らだけじゃないぞ！」

　足から一瞬だけ魔力を暴発させ、体当たりを仕掛ける飛竜へと体の向きを変える。

「そんな単調な突撃が通じると思っているのかァ！」

　そう叫び、右腕を振りかぶった僕は、飛竜の頭に拳を叩きつける。

「グゲェ！」

「まずは一体ッ！」

　拳が直撃した飛竜が怯ひるんだ瞬間を狙ってその背中に飛び乗り、兵士の下した顎あごに掌底を入れて気絶させる。

　この飛竜はもうすぐ地上へ落下するだろうけど、魔族ならこの高さから落ちても大丈夫なはず。

　怪我ぐらいはするかもしれないけど……いや、相手を気遣っている余裕は僕にはない。

「さて、と」

　ハンナの方へと意識を向ける。

　彼女は魔力弾を空中に展開させながら、護衛の兵士達に自分を守らせている。

　空中戦ではあちらに分があるから、容易に突破できそうにない。

「う、動きを止めなさい！　そうしたら私が操りますから！」

「「「ハッ！」」」

　幸い、ハンナをここまで引きずり下ろしたおかげで、他の飛竜も同じ高さまで来ている。

　近くを飛んでいる別の飛竜へと黒い帯を巻き付け、そちらへと身体を引き寄せるように接近する。

「自分からノコノコと来るとはな！　火だるまにしてやる！」

　飛竜の口と兵士の掌てのひらから、同時に炎が放たれる。

　このままでは帯に引き寄せられた勢いのまま炎に突っ込むことになるけど、魔力を暴発させて避よければ問題ない。

　そう思っていると、突然、団服のフードが勝手に動き僕の頭にかぶさった。

　それに伴い、目に見える僕の団服の白い部分が浸食されるように黒く染まる。

「うぉ!?　フェルム!?」

　見れば、ネアもミノムシみたいに帯にくるまれている……!?

『防御はボクがするから、そのまま突っ込め！』

「わ、私は炎への耐性を！」

　全体が黒い魔力により防御され、炎への耐性も付与された。

　今なら、避ける必要もなく攻撃に移れる！

　意識を攻撃へと切り替え、回避に用いようとした左腕の魔力を二回りほど巨大化させる。

「うおお……！」

　フェルムとネアのおかげで、熱さも息苦しさも感じない。

　炎を突破し飛竜へと辿たどり着いた僕は、大きくなった左の拳を下から掬すくい上げるように飛竜の胸部へ叩きつける。

「オラァ！」

　拳の衝撃で飛竜が後ろへのけぞると、バランスを崩した兵士は叫び声と共に地上へ落ちていく。

「っと、これで二体目……ッ、この、暴れるな……！」

「任せて！」

　僕の肩から離れたネアが暴れている飛竜に目を合わせた途端、その動きは大人しくなった。

「ネア、今のは？」

「チャームで大人しくさせただけよ。言うことは聞かせられないけど」

　それでも、一息つけるのは助かる。

　フードを外し、黒一色から黒の混じった白色の団服へ戻ったことを確認しつつ、ハンナへと意識を向ける。

「おっと」

　こちらへ迫る魔力弾を籠こ手てで弾く。

　さっきからハンナの方から魔力弾がこちらに飛んでくるのは分かっていたけれど、僕が立ち止まってようやく当たるようになったか。

「単純に僕の動きを追い切れていないのか？」

　だとしたら、ハンナ本人の戦闘能力はあまり高くないのかもしれない。

　ネロ、コーガ、アーミラといった軍団長クラスの実力者は武闘派なイメージだったけれど、ハンナは別のようだ。

「残っているのは……」

　ハンナと二人の護衛のみか。

　一対一では分が悪いと判断したのか、残りの護衛二人は連携して僕達へと攻撃してくるようだ。

　どちらも似た飛竜に乗っているように見えるが、武器が違う。

　一人が剣で、もう一人は槍やり持ちだ。

「残った我らで仕留めるぞ！」

「応ッ！」

　二体の飛竜から火炎と魔法が飛んでくるのを確認し、飛竜から飛び上がる。

「ネア、拘束の呪術を準備しておいてくれ！」

「ええ！」

　落下していく僕に噛かみつこうと襲ってくる一体を治癒加速拳を用いて回避し、その背に取り付けられた鞍くらを掴つかむ。

「させるか！」

「うぉ!?」

　それを近づいてきたもう一体の飛竜に乗る兵士がすれ違いざまに振るった剣により邪魔され、振り落とされてしまう。

「チィ、連携されると厄介だな……！」

　ギリギリで手首から伸ばした帯を飛竜へと取り付けることで落下は免れたけれど、空中で自由に動き回れる飛竜相手では後手に回ってしまう。

　しかも、先ほどの僕の戦いを見て、兵士達が互いに助け合えるような位置取りをしているのが厄介だ。

『どうする、ウサト？　いくらお前でも分が悪いぞ』

「まずは誘い込む！」

　宙づりのまま剣での追撃を回避した僕は、すれ違いざまに飛竜の首に帯を巻き付けそちらへ取りつく。

「こ、こっちに取りついてきた！　助けてくれ！」

　目が合った兵士が、驚きの声を漏らしながら仲間に助けを求める。

　その声を聞き、もう片方の兵士が槍を構え突進を仕掛けてくる。

「落ちろ！　治癒魔法使いぃぃ！」

　こちらへ接近してくる飛竜を確認しながら、帯を握っていない右腕に魔力を込める。

「今！」

　接近してきた飛竜の背から兵士が槍を突き出すと同時に、今取りついている飛竜から離れるように後ろへジャンプする。

　僕に突き刺さろうとしていた槍は外れ、僕から見て二体の飛竜の位置が重なる。

　その瞬間を狙い、空中で魔力を暴発させ加速しながら拳を突き出す。

「治癒瞬撃拳!!」

「「なっ!?」」

　ルクヴィスでお披露目した、治癒連撃拳の亜種。

　槍持ちの兵の飛竜に拳が直撃し、魔力の暴発による追加の衝撃が叩き込まれる。

　それにより体が大きく横に傾き、もう一体の飛竜と衝突する。

「ネア！」

「ええ、今ね！」

　拳からチャージされた拘束の呪術が流され、接触した二体の飛竜の動きを一時的に止める。

　それでも長くは止められないが、隙すきはできる！

「駄目押しでいくぞ！」

　ジャンプすると同時に足の裏から魔力を暴発させ、大きく跳躍する。

　その状態で両手の手首から帯を伸ばし身動きの取れない飛竜へと帯を巻き付け、そのまま力の限り引き寄せることで加速させる。

　さらに両腕から魔力を暴発させ、最大限に加速した状態で──、

「落ちろォ！」

　両足で全力の蹴りを叩きつける。

「「うわああああ！」」

　飛竜から振り落とされる二人の兵士。

　全力の加速を用いて叩き込まれた一撃は、二体の飛竜の体勢を大きく崩すことに成功した。

『ウサト、このままじゃ落ちるぞ！』

「ッ、分かってる！」

　二体の飛竜が完全にバランスを崩したことを確認しながら、すぐさま残りの敵──ハンナの乗っている飛竜へと帯を伸ばす。

　逃げる素振りすら見せない飛竜に拍子抜けしながら、その足に巻き付いた帯を手繰り昇っていく。

「……静かね」

「逃げる様子もないのは、不気味だな」

『諦めたんじゃないか？』

　抵抗もなくただ羽ばたいている飛竜を不気味に思いながら、その背によじ登る。

　その背には、怯おびえた様子で手綱を握っている兵士と、ローブのフードを目深に被かぶったハンナの姿があった。

　僕から逃れるように後ずさっているハンナを拘束しようとすると、それに驚いた兵士が声を震わせながら口を開いた。

「み、見逃してください……」

「あの……」

「ひぃッ!?」

　まだ何も言っていないのに。

　兜かぶとに覆われ兵士の表情は見えないが、怖がられているのは分かった。

　このまま錯乱されて墜落、なんてことになるのは避けたいので、できるだけ静かにはっきりと話しかける。

「地上へ降りてください。安全に」

「は、はい……」

　兵士が涙声で手綱を操ると、飛竜が地上へと降りていく。

　やっぱり空中より地上がいいな。空にいると、ローズにリングルの森へぶん投げられたときのことを思い出すから、あまり好きじゃない。

「さてと、ようやく追い詰めましたよ」

「……」

　飛竜の背にいる限り、逃げ場はない。

　まずは何もできないように、ネアに拘束の呪術をかけてもらおう。

　そう思い手を伸ばそうとすると、風で揺れたハンナのフードから髪が零こぼれた。

「金髪……？」

　確か遠目で見たハンナの髪色は、薄い紫色だったはずだ。

　すぐにフードを外すと、その下の素顔はハンナではなく知らない顔であった。

　ハンナではない魔族の兵士は、ハッとしたように我に返るときょろきょろと周りを見た。

「……ハッ!?　私は何を……って、うぇぇ化け物!?」

　化け物呼ばわりはスルーしておくとして、さっきまでと様子が違う。

　これはまるで、今初めて僕の存在に気付いたかのような反応だ。

「ハンナはどこにいる!?」

「ひぃ!?　え、ええ、あれ!?　なんで私、ハンナ様の服を……!?」

　僕を前にして大きく動揺し涙を目に浮かべた金髪の女性魔族は、自身に着させられたローブを掴み、パニックに陥っている。

「いや、とりあえず落ち着い──」

「わ、私、しがない一般兵です！　飛竜に乗るのがうまくて、ここに連れてこられただけで、実は戦えないんですぅ！」

『どういうことだ……？』

　この人がハンナでないことは確かだけど、空中では逃げ場がないはず。

　……いや、待て。

　飛竜に乗るのがうまくて？

　だとしたら、本来この飛竜を操っていた人は……!?

「ッ、まさか！」

　背後の兵士へと振り向いた瞬間、何者かが僕の頬に手を添えた。

　まず見えたのは、紫色の光が浮かぶ瞳。

　目と鼻の先ほどの距離にまで顔を近づけた女魔族──ハンナは、兜を脱ぎ捨てながら達成感に満ちた笑顔を浮かべていた。

「貴方はもう、私のものです」

　その言葉と共に、幻影魔法が僕へと注ぎ込まれた。
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『ウサト様は心根の優しいお方だ』

　尋問したリングル王国の騎士は、そのようなことを口にした。

　拷問にかける幻覚を騎士に見せただけで、簡単に訊きたいことを吐いてしまったことに肩透かしを食らったけれど、それ以上に成果があった。

　治癒魔法使い、ウサト。

　二人の勇者の親友で、悪名高き治癒魔法使いが所属している組織、救命団の人間。

　その役目は戦場で傷つく人間を癒やし、救うこと。

　今まで治癒魔法使いだということ以外は知られていなかった存在について聞き出すことに成功した私は、諸もろ手てを挙げて喜びたい気持ちでいっぱいであった。

　つくべき穴が見えたこともそうだし、なにより我々の障害である二人の勇者の明確な弱点が分かったからだ。

　優しい人間なんて、私にとっては格好の獲物でしかない。

　そういう人間は味方だけではなく、敵にさえ簡単に情けをかけてしまうからだ。

　敵だから殺す。

　ウサトという少年がそのような判断を下せる人間じゃなくてよかったと、心の底から思う。

　だって、それならやりようはいくらでもあるのだから。

「──って、さっきまでは思っていたんですけどねぇ」

　彼と戦う前はそう評価していたが、実際に目にしてみるとウサトという人物はとんでもない怪物であった。

　コーガ君があれほどまで大おお袈げ裟さに語っていた時点で、尋常な人間じゃないことくらい気付くべきだったのだ。

「実は治癒魔法使いの皮を被った悪魔……とかじゃないですよね？」

　何か体から黒いウネウネしたものが伸びてるし、普通じゃないっぽい鳥を肩に乗せているし。

　なによりおかしいのは、治癒魔法の緑の光を放っているはずなのに、それで空中を移動しているように見えることだ。

「あれを真正面から相手にするのは無理そうです」

　二体目の飛竜が落とされた光景を確認したところで、彼を普通に倒すことは無理だと悟った。

　部下に全力で足止めをさせ、私だけ離れよう。

　飛竜の手綱を持っている部下にそう伝えようとしたとき、私の頭に一つの考えがよぎった。

「……あれを手中に収めれば、強力な兵力を確保できるかも……」

　彼は軍団長クラスの実力を有していると言ってもいい。もしかすると、勇者以上に厄介な存在と考えていいかもしれない。

　彼を私の魔法で操れたら、私の唯一の弱点である単体での戦闘力の低さを補うことができる。

　この機会を逃すわけにはいかない。

「ねえ、貴女あなた」

　私は、飛竜を操っている部下に声をかける。

「は、はい！　逃げる準備はできてます！　この子も温まってます！」

「温まってる？　……いえ、そうではなく、ちょっと服を交換してくれませんか？」

「え……？」

　呆気にとられた部下と目を合わせ、幻影魔法をかける。

　部下が幻影に囚とらわれたことを確認し、作戦の準備に移る。

「さて、私の演技の見せどころですねぇ」

　時間稼ぎのためにけしかけた部下と彼が戦っているうちに、いざというときの囮おとりとして連れてきた部下と入れ替わる。

　誰でも思いつくような頭の悪い作戦だけれど、きっと彼は罠わなにひっかかってくれるだろう。

　なにせ彼は子供で、優しいから。

　無抵抗の相手をどうにかできるほど大人ではないのだから。

　優しいことは、必ずしもいいことではない。

　その優しさで生かされる人間がいる一方で、優しさ故に痛い目を見る人間もいる。

　彼はその最たる例だろう。

　彼は甘ちゃんだから、その善意を私に踏み潰つぶされ、その一生を私のために使い潰すことになる。

　恐怖はもうなかった。

　治癒魔法使い……否いな、ウサトはコーガ君のように幼く、それでいて御ぎょしやすい子供なのだから、簡単に騙だまされてくれる。




　部下を捨て駒にすることで、ようやく見せた無防備な背中。

　音を立てず近づいた私の手は、見事ウサトを捉えることに成功した。

　並の人間では抗あらがうことすら不可能な幻影系統の魔力が彼の頭へと送られたことで、私は一種の達成感を抱き、堪えきれない歓喜の声を漏らした。

「は、はは！　やった！　やりました！」

「……」

　私は今、怪物を手駒とすることができたのだ。

　しかも、治癒魔法使いだ。

　魔族には生まれない強力な回復能力持ちが手に入ったのだ。

「まずは、私を味方と誤認させることから始めましょう」

　この戦場限りの手駒ではない。

　というより、魔族以上の腕力を持っている人物を手放すなんて惜しすぎるので、念入りに幻を刷り込んで、戦いのあとは魔王領に連れて帰ろう。

「フフフ……」

　完全な勝利を確信していたそのとき、彼の胴体が蠢うごめくと同時に、黒い鋭利な棘とげのようなものが私の心臓に向かって突き出された。

　突然のことに、不意をつかれた私は動くことができなかった。

『くたばれぇ！』

「え？」

　私に棘が刺さりかけたそのとき、操られているはずの彼の右腕が動き、その棘を掴んで止めた。

「フェルム、よせ」

『!?　ウ、ウサト、お前……操られて……！』

「大丈夫。僕は平気だから」

「な、なん……で……？」

　私は、ウサトに止めるように命令なんてしていない。

　なら、どうして目の前の彼は動いたの？

「なんで動けるの!?　私の魔法は確実にかかっているはずなのに！」

　私の手を外した彼は「ふんっ！」と声を張り上げただけで、私が注いだ幻影の魔力を弾き飛ばしてしまう。

「え？　……え？」

　おかしい。

　完全に意識の不意をついて魔力を注いだはずだ。

　まともな人間なら、触れた瞬間には幻にかかっているはずだ。

　それをまるで、蜘く蛛もの巣でも払うかのように簡単に弾かれた。

「僕に貴女の幻は効きません。せいぜい視界がぼやけた程度です」

「あ……う」

　私は、何を見せられているんだ。

　人畜無害で呑のん気きそうな顔をして何を言っているんだ、こいつは。

　なんだ、これ。

　怖い。

　私は得体の知れない恐怖で体が震える。

　その時、突拍子もない憶おく測そくが私の脳裏をよぎる。

「悪魔……」

「うん？」

「幻に抗うなんて、まともな精神をしているはずがない……」

　悪魔が実在するのかは、私も知らない。

　でも、本物の悪魔というものは、今まさに目の前にいる少年のことを言うのだろう。

「え？　いや、違──」

「そうよ。こいつは人間の皮を被った悪魔なの。治癒魔法を使える悪魔なのよ」

「ひっ!?」

「ネ、ネア!?」

　か、肩の上のフクロウが喋しゃべった!?

　このフクロウは使い魔じゃないの!?

　なんで人間の言葉を喋っているの!?

　も、もしかして、私は幻影を見せられているのだろうか？　だとしたら、いったいいつから……。

　まさか、あのエルフが……!?

　ここまでの一連の出来事があまりにも普通じゃないから、どこからが幻なのかそれとも現実なのか判断できない。

　よく考えれば、こんな治癒魔法使いが存在していること自体が意味不明だ。

　もっと冷静に考えてみれば、あのように空を飛び回る人間がいることすら想定外だ。

「ま、魔法を解かないと……目覚めないと……！」

　自分にかかった幻影を打ち消すため、恐怖に震えながら自身に幻影魔法をかける。

　現実に戻りたい。

　ありえない現実から逃げ出したい。

　しかし、いくら自分に幻影魔法をかけても目の前の光景が変わることはなかった。

「観念なさい。貴女の見ている光景は、紛れもない現実よ」

「そ、そんな、嘘うそです。こんなこと、ありえません……。こんな人間が、いていいはずがない！　きっと、これは幻です！　私はなんらかの精神攻撃を受けているんです！」

[image: ]

「ふぅん……」

　フクロウの目が赤く輝く。

「ぼ、僕は、存在すら許されないのか……」

　ウサトの口の端が引き攣つったように吊つり上がる。

　悪夢は終わらない。

　追い込まれた私は、懐に忍ばせておいた護身用の小ぶりなナイフを取り出す。

「っ！」

　こんなもので目の前の悪魔を殺すことができないのは分かりきっている。

　だが、自分を傷つけることで強制的に幻から目覚めることは可能なはず！

「こら！　何をしてるんだ！」

「きゃ!?」

　自身の太ももに振り下ろしたナイフは、あっさりと刃ごと掴まれ取り上げられてしまった。

　絶望のあまり顔を上げると、ナイフを真っ二つにへし折ったウサトがその表情を怒りに染め、私を睨にらみつけていた。

「早まったマネをするんじゃない！」

「わ、私を拷問するつもりですか……!?」

「え、えぇ……？」

　目覚めることも、容易に意識を失うことも許されない。

　怯える私に、赤い瞳を向けたフクロウが嘲ちょう笑しょうする。

「いいから、無駄な抵抗をやめなさい。でないと、こいつが何するか分からないわよ？　……フェルム、今よ」

『任せろ』

　そう言うと、困惑するウサトの両肩から蝙こう蝠もりを思わせるような翼が生える。

　禍まが々まがしい、漆黒の翼。

　どこか清らかさを抱かせていた白色の服は、今の私にとっては恐怖の対象へと変わっていた。

「あ、ああああ……」

「えーと、あの？　どうかしましたか？」

　恐怖に怯える私に、首を傾かしげた彼はこちらへと手を伸ばす。

　鋭利な形状の禍々しい悪魔のような手が間近に迫ったところで、私の精神は限界を迎えた。

「ご、ごめんなさい、ごめんなさい！　もう悪いことはしないから許して……！」

「え？　改心してくれるのはいいんですけど、それ以上さがると危な──」

「あっ──」

　逃げるように後ろへと倒れた私は、異様な浮遊感に包まれ、視界が真っ黒に染まった。





　　　　＊＊＊






　ハンナの幻影魔法を自前の耐性で乗り切ることに成功した僕は、彼女を拘束しようと試みた。

　しかし、異様な狼狽うろたえようを見せた彼女が猛烈な勢いで謝りながら、僕から逃げるように倒れて飛竜から落ちてしまったのだ。

「あ、危なかった……」

　白目をむいているハンナの手を掴んで引き上げた僕は、ほっと安あん堵どの吐息を吐く。

　軍団長を逃がすわけにはいかないからな。

　逃げられてまた味方を操られたら、たまったもんじゃない。

「……あとは下に降りるだけだ」

　とりあえず、背後でハンナのフリをさせられていた魔王軍の兵士に話しかける。

「この飛竜を地上に下ろしてください。今度こそ、安全にお願いします」

「わ、私の魂は美お味いしくないです！　お、お許しくださいぃ……！　まだ死にたくないんですぅぅ！」

「……」

　涙目どころか、ガチで号泣しながら命乞いをする兵士に絶句してしまう。

　ど、どういうことだ？　な、なんで僕に魂まで取られると思われているんだ？　今の一連のやり取りで、僕は彼女に何をしたっていうんだ……？

　かつてないほどの化け物扱いに、不本意ながらこういう扱いに慣れている僕も混乱するしかない。

「おい。君達、何かしたのなら正直に言いなさい？　怒らないから」

　僕は疑わしい二人を追及してみる。

「いえ、何も？」

『単純にお前が悪魔に見えただけじゃないか？』

「貴方、普通に悪魔っぽいことしてたしね」

『うんうん』

　こ、このフクロウと魔族ッ娘こめ……！

　普段の様子からは想像もつかない息の合ったツッコミに、青筋を立てる。

　絶対にあとで聞き出してやるからなァ……！

「あ、あああ、安全に、安全によ。が、頑張って、ショーン。貴方は強い飛竜よ……！」

「グギャァ……」

「戦いが終わったら、一緒に大陸全土を回る旅に出ようって約束したもんねぇ……！」

　手綱を握る兵士が強烈なキャラクターをしていることに気付きながら、地上に着地したことを確認する。

　地上では、未いまだにフラナさんと騎士の皆さんが魔物や兵士達と戦っていたが、僕が軍団長であるハンナを捕獲しているのを見ると一様に動きを止めた。

「は、ハンナ様が……!?」

「空は安全なはずなのに、どうして！」

「それより、見たか!?　あの治癒魔法使い、さっき黒い翼が……」

　司令塔である軍団長を捕まえたおかげで、気勢を削そぐことはできたようだ。

「軍団長を欠いた今が好機だ！　この場を制圧するぞぉ──！」

「「「おおおお！」」」

　動揺している兵士達に追い打ちをかけるように、気勢を上げた騎士達が向かっていく。

　捕まえたハンナともう一人の兵士を後方の騎士へ預けようとしていると、フラナさんが駆け寄ってくる。

「ウサト、大丈夫!?」

「うん。なんとかね」

「あとのことは私に任せて！　これ以上悪さをしないように、しっかりと拘束しておくから！」

　フラナさんの言葉に頷き、気絶したハンナを渡す。

　気絶した彼女の顔と、傍らで俯うつむいたまま怯えている兵士を見て、フラナさんは首を傾げた。

「なんだか、この世のものではないものを見たような顔で気絶してるけど……何をしたの？　後ろの捕まえた兵士も尋常じゃなく怯えているし……」

　それは僕も知りたい。

　露骨に視線を逸らしたネアに、あとでしっかりと問い詰めるつもりだ。

「ハンナを捕まえたことで、こちらは幾分か持ち直すはず。それでも、こちらが劣勢なことには変わりないけど……」

「それでも、味方に攻撃される心配がなくなったのは大きいよ。指揮官を失った今なら、私達が押し切れる！」

　なら、僕はここで足を止めずに次の戦場をサポートしに行かなくては。

「では、僕は次の場所へ──」

　歩き出そうとすると、軽い眩暈めまいに襲われ倒れそうになる。

「っ、ウサト！」

『お、おい！』

　人の姿へと戻ったネアに支えられたことで倒れはしなかったけれど、僕は自分が考えていた以上に疲労していることを自覚する。

「ウサト、少しでもいいから体を休めなきゃ！　顔色も悪いよ！」

「フラナの言う通りよ。このままじゃ保もたないわよ」

　魔力を節約する訓練はしてきたはずだけど、さすがに連続で魔力を暴発させるのは堪こたえたようだ。

　だけど、眩暈は一瞬だけですぐに治った。

　一人で立ち上がろうとすると、ここからそう遠くない場所で轟ごう音おんが響く。

　そちらを見れば、邪竜と同じかそれ以上の大きさの蛇が暴れまわっている。

　その口からは、毒々しい色をした液体がばらまかれているように見える。

「まだ、休むわけにはいかない……」

「……分かった。でも限界だと判断したら、魔術を使ってでも止めるわよ？」

『いざというときは、ボクがウサトの身体を覆っている魔力で無理やり動かす』

　なにそれ、初耳なんですけど。

　そんな二人羽織みたいな芸当ができるの？

　でも、自分でも止められないのは自覚しているので、いざというときはそうしてくれるとありがたい。

　ため息をついてフクロウの姿に戻り肩へと留まったネアを見てから、フラナさんへと視線を移す。

「ということで、僕は先に行くよ」

「カズキと同じように、一度決めたら曲げないんだね。だったら、これ以上は止めない。……でも、貴方が無茶をするとカズキもスズネも悲しむから……絶対に死なないでね」

「……ああ！」

　僕を見て、どこか悲しそうな表情を浮かべたフラナさんに頷く。

　そのまま前を向き直り、巨大な蛇と騎士達が戦っている場所へと向かう。

　たとえ戦力にならなくても、あの蛇の毒に侵されている人達を癒やすことぐらいはできるはずだ。






第十三話　激闘！　負けられない戦い!!　の巻









　魔王軍第二軍団長、コーガ。

　闇系統の魔法を纏まとった彼の動きは、ウサトとは真逆だ。

　ウサトが戦っている相手の動きを見切り、問答無用でカウンターを叩たたき込むタイプとすれば、コーガは縦横無尽に動きまわり、隙すきをつくように鋭い一撃を叩き込もうとするタイプだ。

「光よ！」

　魔力弾を操りながら、コーガへと剣を振り下ろす。

　コーガが腕で剣を防ぐと同時に、降り注ぐように魔力弾を撃ち込むように操るが、それらはコーガの背中から伸びた鎌によりかき消されてしまう。

「その程度じゃ、俺には届かないぞ！　勇者ァ！」

「普通の魔力弾じゃ、背中のあれで打ち消されるな……」

　普通に操っている魔力弾は、いわば風船のようなものだ。

　今のように鎌で切り込みを入れられただけで、中の魔力が破裂してしまう。

「やり方を変えるか……」

　言葉は力だ。

　声に出して、耳で聞いて、頭でそれを認識する。

　頭で全部考えて魔法を動かすよりも、その言葉に込めたイメージを魔法として形にして操った方が効率もよく、魔法を形成するスピードも格段に速い。

　多分、ウサトも俺と同じような理由で技名を叫んでいるはずだ。

「……チャクラム」

　そう呟つぶやき、魔力弾を集め別の形へと形成する。

　円形のブーメランに似た形状へと変わった二つの魔力弾が、高速で回り始める。

「消せるものなら消してみろ！」

「うげ、なんだそりゃ……！」

　魔力弾を円形へと変えるこの技は、高速回転しながら接触したものを切断させてしまう危険なものだ。

　普通の魔力弾とは違って二つしか操れないが、それでも十分な威力がある。

　それらをコーガへと放つ。

「切り刻め！」

「上等だァ！」

　コーガは地面に両手を置くと、背中から伸ばした四つの鎌を高速回転する魔力弾へ向かわせる。

　二つの魔力弾は鎌を削るように刻み、そのままコーガの胴体と首を切り離すべく飛んでいく。

「生半可な防御じゃ止められねぇか！」

「食らえ！」

　左手を添えた右腕の掌てのひらから、連続して光魔法による光線を放つ。

　それらを巨大化させた腕で弾はじいたコーガは、自身を切り刻もうと迫る魔力弾を避よけながら、こちらへの接近を試みようとする。

「追いつけないか……」

　俺の魔法の系統は光ではあるが、だからといって光と同じ速さで操れるわけじゃない。

　対象を問答無用で消滅させるという、浄化としての光を意味している。

　だから、魔法によるビームや魔力弾の速さは先輩の電撃よりも遅く、ウサトやコーガのような動きが速い相手にはとことん相性が悪い。

「お前の魔法は驚異的だが、俺を捉えるにはあまりにも遅すぎるんだよ……！」

「なめるなッ！」

　しかし、それで万策尽きたわけじゃない！

　両手で持った剣で、コーガの振るう爪を逸そらす。

　コーガの動きは速く、読みにくいけど──、

「はああ!!」

　ウサトとの手合わせを経た今なら、対処できない速さじゃない！

　コーガの体から突き出された帯を避けると共に、掌で生成した魔力弾を放つ。

「ハッ、そんな遅いの食らわねぇよ！」

　それも即座に背中の鎌で対処されてしまうが、回避したところに片手で持ち直した剣を掲げ、首を斬り落とすように振るう。

　黒い魔力で防がれるのは分かっている。

　これはあくまで本命の一撃のためのブラフだ！

　剣を持つ逆の掌に、魔力を凝縮させた小さな光の剣を作り出す。

「穿うがて……ッ！」

　それを拳に浮かせ、剣の防御へと意識を向けているコーガに突き出す。

　狙うは、その心臓！

　対応される前に即死させる！

「光点剣フラッシュポイント!!」

「やばッ!?」

　技名を叫ぶと同時に、光の剣をコーガの胴体へと叩き込む。

　この技は、打撃と共に光の魔力を凝縮させた剣を放つことで、防御ごと消滅させ貫通する一撃！

　しかし、光の剣が心臓を貫く寸前に、コーガが不自然な衝撃で弾かれ、押し出されるように後ろへと倒れた。

　コーガは、自身の両腕を見て感嘆の声を漏らす。

「なるほど、ウサトと違って俺のはこうなるわけだな」

「今のは……ウサトの……!?」

　コーガが後ろへ倒れる寸前、彼の両腕からヘドロのような魔力が弾けた。

　その両腕からは、噴き出した黒い魔力が剣に似た棘とげへと変化し、それが何本も手から飛び出していた。

「そりゃあ何度も体で食らったんだ。さすがにあいつが何をやっているかは分かる。まあ、タネが割れてもやってることはまともじゃねぇけどな」

　すぐに腕を元に戻したコーガは、唖あ然ぜんとする俺にひらひらと手を振った。

　血は出ていない。

　コーガもウサトと同様に、魔力を暴発させても平気なのか……？

「もとより、闇魔法は肉体と同化させるもんだ。フェルムと同化したウサトにできて、俺にできない道理はねぇからな」

「魔力を自分で暴発させたのか……」

「失敗しても、死ぬよりマシだからな。でもこれ、すげぇ勇気がいるぞ？　それをよくもまあ、あいつはあんなにポンポン使えるわ」

　コーガは自身の背中の鎌を戻しながら、快活に笑う。

　仮面を被かぶっていてその表情は分からないが、確実に喜色に満ちた笑顔を浮かべているだろうことは分かった。

「ウサトには感謝だな」

「……なんだと？」

「あいつと戦うほどに、俺は強くなれる。さすがは俺の好敵手だな！　ハハハハ！」

「……」

　ウサトは戦いたいから戦っているわけじゃない。

　救命団として、戦いで傷つく人達を守るために戦っているんだ。

「落ち着け……挑発に乗るな……！」

　ここで怒ったら、相手の思うつぼだ。

　そう自分に言い聞かせ、今のコーガの力を考察する。

　ウサトと同じ技を使ったってことは、奴もウサトと同じような移動ができるってことだ。

　さっきまでウサトと戦っていたコーガがそれをやらないわけがない。

「すぐに決着をつけるべきだな」

　正直な話、全力のウサトと戦うのは精神的なものを抜きにしてもきつい。

　ウサトは、俺や先輩とは違う成長を見せている。

　その成長は誰にも予測できなくて、戦いの間ですら新たな技を編み出し、それを躊ちゅう躇ちょなく実践してくる。

　戦い方こそ違うが、コーガもウサトと同じように何をしてくるか予測できない厄介な相手だ。

　そう判断した俺は、そばで停滞させていた円形の魔力弾を操り、コーガへと向かわせる。

「行けッ！」

「お？　まあ、正しい判断だな。だが──」

　両腕を大きくしならせたコーガが、向かってくる魔力弾へと腕を叩きつけそのまま魔力を暴発させる。

　瞬間、コーガの両腕から先ほどと同じような棘とげが、衝撃と共に突き出される。

「残念ながら、それはもう効かない」

　コーガは、魔力弾を無理やり消し去ってしまった。

「衝撃と高濃度の魔力で相殺された……！」

　円形の魔力弾を消し去ったコーガは、両腕を地面につけるとその体を変形させ始める。

「ハァァァ……！」

　今までは背中から四つの鎌を伸ばし、人と獣の中間ほどの姿だったが、今の奴はヤマアラシのように背中から剣に似た棘を生やした姿へと変身した。

　まるで殺傷能力のみに特化させたようなその姿に、俺は最大限の警戒をコーガへ向ける。

「さてさて、あいつと同じように俺も新しい戦い方でやらせてもらおうか……！」

「っ！」

　動揺を押し殺しながら次の魔力弾を生成しようとした瞬間、先ほどまで十メートル以上離れていたコーガが目の前にまで迫っていた。

　すぐに剣を叩きつけ迎撃しようとするも、異常な速度で躱かわされてしまう。

「魔力を暴発させて、瞬間的な加速を得たのか!?」

「その通り！」

　速い……！

　今までは対応できていたが、ウサトと同じ加速法によって、その動きはさらに変則的なものへと変化してしまった。

　かろうじてその動きを目で追っていく。

「ッ、そこか！」

「爆はぜろォ！」

　背後を振り向き、構えた剣を盾にする。

　それに構わず、コーガは振り上げた拳を剣へと叩きつける。それと同時に、その拳から強烈な衝撃波と幾本もの黒い魔力により形成された棘が突き出される。

「うぐ！　この！」

　全ては防げずに、左肩と脇腹に棘を受ける。

　痛がっている暇はない！

　放たれた衝撃波を利用し倒れ込むように後ろへ回避しながら、前方へと掌をかざし魔力弾を連続して放つ。

　マシンガンの如く撃ち出された魔力弾を軽やかに避けるコーガを視界に収めつつ、冷や汗をかく。

「慣れるのに、時間がかかりそうだな……」

　普通の攻撃に、衝撃波と棘の追撃が来る。

　速さも格段に上がっているから、中途半端な距離での戦いはこちらに分が悪い。

　今まで通りの対処法じゃ無理だ。

　あえて奴に暴発させ続けるよう仕向け魔力を削らせるか、負傷覚悟で確実に俺の魔法で即死させるか……。どちらもやれる自信はあるが、それなりのリスクは覚悟しなきゃならない。

　魔力弾をかいくぐって襲いかかってくるコーガに応戦しようとしたそのとき、俺のいる場所に炎と雷を纏った何者かが飛んできていることに気付く。

　炎を散らしながら綺き麗れいに着地したその人は、チリチリと火がついている毛先に気が付かないままこちらへ笑顔を向けてくる。

「カズキ君、大丈夫かい？」

「先輩、それはこっちの台詞ですよ……ちょっと髪、燃えてますよ？」

「え？　嘘うそ……あ、熱ぅっ!?」

　着地の瞬間はかっこよかったけれど、いまいち締まらない人だなぁ……。

　慌てて毛先についた炎を消している先輩からコーガの方へ視線を移すと、彼は続いてこの場に現れた魔族──アーミラを横目に見ながら動きを止めていた。

　アーミラは肩から血を流してはいたが、まだまだ戦意は衰えていないように見えた。

「ふう！　さすがは軍団長クラスの実力者だ。相手の炎をも利用した私のミラクル必殺技『炎えん雷らい疾しっ走そう斬ざん』でようやく一撃とはね……！」

「ははは……。そちらは大丈夫ですか？」

「私はまだまだ元気さ。でも、剣の方はさっきの一撃に耐えられなかったようだ」

　そう言って先輩が掲げた剣は、ひび割れ半ばから折れてしまっていた。

　かなりの強度を持つ剣のはずだが、先輩の力には耐え切れなかったようだ。

　かといって、俺の持つ剣も限界が近いことはなんとなく分かる。

「これはもしかして、絶体絶命のピンチってやつかな？」

「いえいえ、先輩はそんなこと毛ほども思ってないでしょう？」

「フフ、そうだね。その通りだ」

　そう言って、先輩は近くに落ちていた剣を手に取る。

「戦場に武器は腐るほどあるからね。お気に入りの剣が壊されたら、今度はこっちを使うまでさ」

　回復魔法で応急処置を済ませ、相手に向き直る。

　絶体絶命なんかじゃない。

「不ふ甲が斐いない姿は、前回散々見せてしまいましたからね。今度はいいところを見せないと」

　今度はしっかりと戦って──そして、勝つ！

「諦めずに戦いましょう」

「ああ！」

　決意をさらに固めた俺と先輩は、眼前の強敵達へと立ち向かっていった。
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第十四話　もう一人の希望!!　の巻









　戦場に毒をまき散らし、暴れまわる巨大な蛇。

　それは以前、僕がリングルの森で遭遇した蛇と酷似していたが、その大きさはあまりにも違いすぎていた。

　邪竜に近い大きさの巨大生物がひたすら暴れまわり、騎士達を苦しめていた。

「く、苦しい……」

「うぐ、ぁぁぁ……！」

「早急に治療が必要な人は僕に！　それ以外の方は黒服に預けてください！」

「はい！」

　巨大な蛇のいる場所から離れたところにいても、被害は出ている。

　ハンナを捕獲した場所からそう遠くない後方で、蛇の毒に侵された人達の治療を行っていた僕は、せわしなく周囲を見回しながら後方で待機している騎士達に指示を出していた。

「ウサト殿、彼を！」

「はい！」

　蛇の吐き出した毒を吸い込んでしまい喉をかきむしりながら苦しむ人や、毒に触れた箇所を押さえ痛みに悶もだえる人。

　その時点ならまだ回復魔法などの応急処置で間に合うのだが、大量の毒を浴びた場合は一刻も早い治療が必要となる。

「系統強化！」

　治癒魔法の系統強化を指先に発動させ、毒に苦しむ騎士の一人に施す。

　濃い緑色の光が騎士の体を覆うと、すぐに騎士の表情は穏やかなものになる。

　治癒魔法の系統強化の特徴である〝強化された回復力〟のみを発揮させるために、指先に最低限の魔力での系統強化を行う。

　これで少ない魔力で致命傷を癒やして黒服に預けることができるが、今の僕には完治までさせている余裕がない。

「……まるで邪竜の毒だな」

「そうね。嫌な記憶が思い起こされるわ……」

　かつて邪竜の毒を食らったことがある僕からしてみれば、この毒をまき散らしている蛇が邪竜と無関係とは思えない。

　こちらは風下、微量ながら空気中に毒が混じってしまっている。

　この距離ならほとんど問題はないだろうけれど、あの場で戦っている人達にとっては違う。

「くっ……」

　魔力を失っているからか、猛烈な疲労感に襲われる。

　体力はまだバリバリに余裕があるが、魔力だけはどうしようもない。

「……行こう。ここで立ち止まっているわけにはいかない」

　状況は変わり続けている。

　この場を黒服達に任せて、巨大な蛇が暴れている場所へと向かおうとすると──、

「グルァ！」

「おおぅ!?」

　砂煙をあげながら、僕の前にブルリンが滑り込んできた。

　そして、彼はその背中を僕へと向ける。

「ブルリン？」

「グア！」

「乗れって言っているみたいね……」

「ブルリン、お前……」

　いつもお前を背負ってばっかりの僕が、今度はお前の背に乗ることになるなんて……。

「ありがとう」

　これから向かう場所では、ブルリンがいた方がいい。

　もしかして、こいつもそれが分かって一緒に向かおうと……いや、考える必要はないか。

「やっぱり、お前がいてくれると心強いな！」

「グルァァァ！」

「いくぞ！　相棒!!」

　僕はブルリンの背に飛び乗り、背中のベルトを掴つかむ。

　頼もしい雄お叫たけびを上げたブルリンは、力強く地面を蹴って走り出す。

　味方の騎士を避よけながら速度を増し、あっという間に前線へと躍り出る。

「ウサト！　あの蛇に魔物が引き寄せられているわ！」

　巨大な蛇が暴れている近くだからか、魔物の数が多い。

　普通なら足止めでも食らいそうだが、今僕を乗せて走っているのは多くの人々に恐れられる魔物、ブルーグリズリーであり、長い旅を共にしてきた相棒だ。

　彼にとって、生半可な魔物など烏う合ごうの衆に過ぎない。

「ブルリン、いけるな？」

「グルァ!!」

　雄叫びを上げたブルリンが、さらに速度を上げる。

　しかし、いくらブルリンでもこれだけの数の魔物を突破するとなれば、無傷ではすまないだろう。

「フェルム、ブルリンに魔力を被かぶせることはできるか？」

『お前が触れていればできる！』

「頼む！」

　その声と共に、僕の両足から黒い魔力がブルリンの体を伝うように流れ込み、彼の体の前面を覆っていく。

　形作られたのは、ブルリンの頭部と体を守る重厚な黒い装甲と、側面からの攻撃を防ぐ楕だ円えん状の黒い盾。

　突撃に特化させた魔力の鎧よろいを被せられたブルリンは、自身の変化に驚くこともなくさらに勇ましい雄叫びを上げ、眼前へと迫った魔物へと体当たりを食らわしていく。

「名付けてブルリンアーマー！　怪我をしたくなかったら道を開けろォ、魔物共！　ハハハ！　ブルリン！　最高のコンビネーションだぞォ!!」

「グルァァァァァ!!」

　そのまま突き進んでいくと、そう遠くない場所に巨大な蛇の死体を見つける。

「あれは……？」

　串刺しにされた、大きな蛇。

　前回の魔王軍との戦いで先輩とカズキが倒した蛇と同じ個体だ。

　よく見れば、蛇の頭と胴体には地面から突き出した円えん錐すい状の大きな棘とげのようなものが突き刺さっており、それで絶命したように見える。

「地面からの攻撃……ハイドさんか！」

　ニルヴァルナ王国戦士団の戦士長、ハイドさん。

　ルクヴィスの会談で短い間だけ手合わせをした間柄だが、多くのことを教えてくれた人だ。

　彼ならば、あの蛇にだって後れは取らないはず。

『ウサト、あそこで串刺しにされている蛇は、多分魔族の手によって造られたバルジナクっていう魔物だ』

　僕の内側から、フェルムの声が聞こえてくる。

「あれは自然の魔物じゃないのか!?」

「道理で、見たこともない姿をしているわけだわ……」

　フェルムの言葉に、僕とネアが驚く。

　どういう方法で作られたのかは分からないけれど、まさかそんなものが存在するなんて思いもしなかった。

　だとすれば、あの大きな個体は強化版バルジナクってことか。

「グァ！」

「っ、見えてきたか！」

　ブルリンの声で前を向くと、大型のバルジナクの姿がはっきりと見える位置にまで近づいていた。

　目を凝らせば、ニルヴァルナ王国戦士団の戦士達が暴れまわるバルジナクを相手に攻撃を続けている。

　その中には、自身も魔法を放ちながら部隊の指揮を執っているハイドさんがいる。

「このデカブツを包囲しろ！　毒に気を付けろよぉ！　そいつの毒を食らえば動きが鈍ることになる！」

「ギシャァァ！」

「っ、おっと！　こっちを狙ってきたか！　賢い奴だ！」

　指示を出しているハイドさんに、バルジナクが薙なぐように尻尾を振るう。

　それに対して、ハイドさんが地面に魔力を込めた槍やりを突き刺すと、複数の土の壁が地面からせり出し、バルジナクの攻撃を受け止めた。

　その間に攻撃範囲から逃れるハイドさんだが、そのときバルジナクが頬ほおまで裂けた口を歪ゆがめたところを僕は見逃さなかった。

　まずい！

「悪い、ブルリン！　先に行く！」

「グァ！」

　ブルリンの鎧を解除させ、全速力でハイドさんのところへと向かう。

　その間にバルジナクはその大口を開け、上うわ顎あごからせり出した牙から毒のようなものをハイドさんに向かって噴射させる。

　割って入って治癒魔法破裂掌……は間に合わない！

　帯で引っ張るのも駄目だ。

「ならばァ！　この治癒加速弾でぇ！」

　掌てのひらに作り出した治癒魔法弾を、腕からの魔力の暴発と共にハイドさんへぶん投げる！

「ぐほぉ!?」

「「「せ、戦士長ぉぉ!?」」」

　毒に気付いたハイドさんが上を見上げると同時に、彼の脇腹に治癒加速弾が直撃する。

　ハイドさんは、その衝撃で五メートルほど横に吹き飛んだ。

　次の瞬間にはハイドさんがいた場所に毒々しい色の液体が吹きつけられ、地面が溶けるような嫌な音が響く。

「さらに、治癒目め潰つぶし！」

　続いて掌に生成させた魔力弾をバルジナクの目に当て、その視界を一時的に奪う。

「ギィシャァァ!?」

　不意の一撃に地面に体を打ちつけるバルジナクと、一斉に攻撃に移るニルヴァルナの戦士達を確認した僕は、不可抗力とはいえ思い切り魔力弾で吹っ飛ばしてしまったハイドさんの元へと急いで駆け寄る。

　ハイドさんの副官であるヘレナさんが、近くにいる部下達にバルジナクへの攻撃をするように命令しながら、こちらへ近づいてくる。

「すみません！　必要にかられて魔力弾を当ててしまいました！」

「いえ、あの攻撃から救ってくれたことは分かってます！　それより戦士長を……」

　ヘレナさんと共に倒れ伏しているハイドさんに近づくと、彼は治癒加速弾が当たった部分を押さえながら、苦しそうな笑みを浮かべていた。

「ヘレナ、もう、俺がいなくても大丈夫だろう。あとは手て筈はず通りに、奴を仕留めろ……」

「あの、戦士長？」

「俺はここまでだ……。不思議だ、死に際なのに体が軽いなんてな……」

「「……」」

　なにやら満ち足りたような顔で目を瞑つむったハイドさんに、思わずヘレナさんと顔を見合わせる。

　当たったのは治癒魔法の魔力弾だから、怪我をするはずがない。

　というより、血色もいいし押さえている脇腹には血もにじんではいない。

『なんかこいつ、ウサトっぽいな……』

「ええ、ウサトっぽいわね……」

　おい、僕と同じように評価されるのが不名誉みたいなニュアンスなのはどういうことだ。

　ネアとフェルムの呟つぶやきに頬を引き攣つらせながら、恐る恐るハイドさんへと声をかけてみる。

「は、ハイドさん、貴方あなたは死にませんよ？　当たったのは僕の治癒魔法です」

「戦士長、ウサト君が助けてくれたんですよ。さっさと起きてください」

「……」

　短い沈黙のあとにスッと立ち上がったハイドさんは、自身の体を触って確認している。

　いたたまれない心境だ……。

　数秒ほどして、ハイドさんは声を上ずらせながらこちらへと振り返った。

「ど、どうやら俺は君に助けられてしまったようだな！　ハッハッハッ！」

「……」

「正直、さっきのは俺も不意をつかれた！　まさか、魔法の壁が消えるタイミングを見計らって毒を吐き出してくるとはな！　だが、君が来てくれた！　俺にとっては、これ以上ない幸運なことだろう！」

　相変わらず明るい人だなぁと思いながら相あい槌づちを返した僕は、追って到着したブルリンと共に、戦士達からの攻撃を受けているバルジナクの方へと視線を向ける。

「まったく、とんでもない魔物だな。一度見た技には必ず対応してくる賢さと、人を欺こうとする狡こう猾かつさを併せ持っているとは」

「一度見た技に対応……？」

「ついさっき、あれより小さいのを俺の魔法で串刺しにして殺したんだが、奴もそれを見ていたからか、地面から攻撃が来る前に避けるようになっちまったんだ。もしかすると、魔力を感知できる器官を備えているのかもしれないな」

　あの巨体で頭もいいのか。

　今まで有効打を与えることはできなかったようだけど、治癒目潰しによる不意の一撃を食らわせたことで攻勢に移ることができたようだ。

「でも……」

　戦っている兵士達の顔色も悪い。

　恐らく、バルジナクが吐き出した毒液から漂う瘴しょう気きが徐々に体を蝕むしばんでいるのだろう。

　中には、血ち反へ吐どを吐いて膝をついている人もいる。

「皆、毒を受けていますね。ヘレナさんも」

　ヘレナさんの肩に手を置き、治癒魔法で毒を癒やす。

　これでひとまずは大丈夫だが、このままここにいればまた毒を受けてしまう。

「あ、ありがとう。戦士長は？」

「いや、俺はさっきのでもう大丈夫だ。それより、ウサト──」

「今、皆さんの毒を治療していきます！」

　掌に魔力弾を浮かべ、それをニルヴァルナの戦士達へと飛ばしていく。

　体を蝕む毒は、これで治せるはずだ。

「……っ」

　魔力が減って視界が霞かすむのを自覚しながら近くの戦士達の毒を治療した僕は、次に今の僕では癒やしきれないほどに傷ついた人をブルリンの背に乗せる。

「ブルリン、この人達を頼む」

「グルァ！」

「……うん、君も頑張って！」

　負傷者を背中に乗せたブルリンはこくりと頷うなずくと、土煙を立てながら勢いよく拠点の方へと駆け出していく。

　その様子を見送った僕は、バルジナクへの総攻撃を指揮しているハイドさんの隣に並ぶ。

「──ウサト、君はもう動かない方がいい」

「え？」

　再び治療を行うため前に飛び出そうとした僕だが、それをハイドさんに止められる。

「魔力の限界が近いのだろう？　短い間でもいい、君は体を休めるべきだ」

「ですが……ッ!?」

　思わず声を荒らげてしまったが、魔力不足により視界がぐらついてしまう。

「おっと」

　バルジナクへと視線を向けたまま僕の体を支えたハイドさんは、僅わずかにその表情を歪めた。

「今にも倒れそうじゃないか。君の使命はよく理解しているつもりだが、今は自分を優先させろ」

　やや強めの口調でそう言われた僕は、反論もできずに口を噤つぐむしかない。

　ハイドさんの言う通り、魔力の限界が近い。

　体力には余力があるのに、自分の中途半端な魔力量が恨めしい……。

「ギィシャァァァ！」

　すると、バルジナクの掠かすれたような叫び声が聞こえる。

　見れば、バルジナクの体には数えきれないほどの矢が突き刺さり、魔法による傷が多く刻みつけられていた。

　並の魔物ならとっくに息絶えてもおかしくないはずなのに、その巨体はまだ動き続けている。

「攻撃の手を休めるな！　手筈通り、水魔法、土魔法持ちはそいつの足場を崩せ！」

「「「応ッ！」」」

　ほぼ満まん身しん創そう痍いな状態のバルジナクを確認したハイドさんは、それぞれの部隊で控えていた数人の戦士へと声を張り上げ指示を送る。

　威勢のいい声を上げた戦士達は雄叫びと共に水魔法をバルジナクの足元に流し込み、土魔法持ちの戦士がぬかるんだ地面を操りバルジナクの身動きを封じる。

「全員！　一斉攻撃！　魔力が残り少ない者は槍でも剣でもなんでもいい！　ぶん投げてでも奴の体力を削り取れ！」

「「「オオオォォ!!」」」

　その場にいる全てのニルヴァルナの戦士達が、全力での攻撃をバルジナクへ向けていく。

　砂煙が舞いバルジナクの姿が朧おぼろげなものになるが、確かに奴はそこにいて攻撃を食らっている。

　それをしっかりとその目で確認したハイドさんが、右手に大量の魔力を込める。

「この状況なら食らってくれるよな！」

　固く拳を握りしめた彼は天高く拳を掲げると、そのまま地面へと叩たたきつける。

　次の瞬間、砂煙に隠れたバルジナクの頭部に地面からせり出した巨大な棘が突き刺さった。

　一瞬の痙けい攣れんと共に、ぐらりとバルジナクの体から力が抜けていく。

　焦げ臭いにおいと砂煙に鼻と口元を押さえながら、ハイドさんに話しかける。

「倒せたんでしょうか？」

「確実に頭を貫いたはずだ。それに、あれだけの攻撃を受けたんだ。生きていたとしても瀕ひん死しには違いないさ」

　確かに、あれだけの攻撃を受けたらただでは済まないだろう。

　徐々に砂煙が晴れていき、バルジナクの姿が露あらわになる。

「え？」

　その疑問の声は誰のものだっただろうか……。

　バルジナクの姿は、僕達が想像していたものとは明らかに違っていた。

「おい、まさかこれって……」

　真っ白に変色した皮膚と、まるで抜け殻のように空洞となった頭部。

　その僅かに破れた皮膚の間から見える、光沢のある鱗うろこ。

「脱皮しているのか!?」

「なにあれ、気持ち悪ッ!?」

　抜け殻となった外皮を引きちぎるように脱皮したバルジナク。

　その体に、ハイドさん達が与えていた傷は見当たらない。

「自己再生持ちとか反則だろ……。しかも微妙に大きくなっている気がするし」

　これまで遭遇してきた魔物とは一線を画す怪物に唖あ然ぜんとしていると、誰よりも速く冷静さを取り戻したハイドさんがバルジナクを睨にらみつけた。

「とんでもない怪物もいたもんだな……！」

「ハイドさん、どうしますか？」

「まずは態勢を整えよう。ヘレナ！　俺と部下達が足止めをしている間、皆を退避させろ！」

　ヘレナさんへと指示を出したハイドさんが、地面から作り出した斧おのを引き抜いた。

　まだ余力のある戦士達が彼と同様に武器を構えると、完全な脱皮を果たしたバルジナクが動き出した。

「ギィシェァァァァ！」

「ッ……！」

　先ほどよりも強く耳障りな雄叫びに、思わず耳を押さえる。

　さらなる成長と回復を果たしたバルジナクが脱皮した外皮を破りさると、頭をもたげ僕達へと視線を固定させる。

「ギシェァ……」

「こっちを狙ってくるつもりか！」

　舌なめずりをしながら、バルジナクが迫る。

　先ほどまで勇ましく戦っていた戦士達も、完全回復を果たした奴には敵かなわない。

　毒に侵された体のせいで本来の力を出すことも叶かなわずに、尻尾で吹き飛ばされていく。

「フェルム、ネア！　やるだけやるぞ！」

『しょうがないな……！』

「あー、もうっ！　死にそうになったら、全力で逃がすからね！」

　左腕から黒色の剣を作り、バルジナクと向かい合う。

　状況は本当に最悪だ。

　僕も魔力が残り少ないし、この場にいる戦士達も余力こそはあるが、全快したバルジナクを相手にするには絶望的に戦力が足りない。

「シェァァァ！」

　大口を開けたバルジナクが僕達へと襲いかかろうとしたそのとき──何かが輝いたと同時に、バルジナクの頭部に白い槍のようなものが音もなく突き刺さった。

「あの槍は……まさか……」

　先端が氷のように透き通っている白色の槍。

　見覚えのあるそれに思わず声を上げそうになるが、最初に突き刺さった槍に続くように八つの透明な槍が飛来し、とてつもない速度でバルジナクの体に連続で突き刺さった。

　衝撃でバルジナクの体が横転し、地面へと叩きつけられる。

「ギ、ギェェ……！」

　深々と刺さった透明な槍は強烈な冷気を発しながらバルジナクの体を凍結させ、あっという間にその動きを封じ込めてしまった。

「な、何が、起こっているんだ……？」

　困惑するハイドさんだが、僕は安あん堵どのあまり膝をついた。

　こんなことをできる人は、一人しか知らない。

　バルジナクに最初に突き刺さっていた槍がひとりでに動きだしこちらへ飛んでくると、僕達の背後にいた一人の鎧の騎士の手に収まる。

「まったく、君はどうしてそう無茶ばかりするのだろうな」

　呆あきれたような、それでいて安心したような声。

　僕は、その騎士を知っていた。

　以前とは違い動きやすさを重視した銀色の鎧と、一つにまとめられた金髪。

　白色の槍を携えながらこの場へやってきた彼女は、堂々とした様子でそこに立っていた。

「すまない。遅くなった」

「……やっぱり、貴女あなたは僕にとっての勇者ですよ」

　彼女は神竜であるファルガ様が作り出した武具に認められた女性であり、ミアラークが誇る勇者。

　かつて竜の力に溺れてしまったカロンさんを救うために共に戦った仲間で、僕に大切なことを思い出させてくれた恩人でもある。

　彼女は僕の言葉に嬉うれしそうな笑みを零こぼすと、僕の隣に並ぶように歩み出た。

「ミアラークの勇者、レオナ。此こ度たびの戦いに参戦させてもらう！」

　身動きを封じられたバルジナクへ槍の切っ先を向けた彼女は、力強くそう宣言した。

「僕達はまだ戦えるぞ…！」

　先輩とカズキも、軍団長達を相手に戦っている。

　ローズも、ネロ・アージェンスというとんでもない怪物と一対一で戦っている。

　戦場を駆ける黒服やブルリンも、後方で傷ついた人々を癒やす灰服のオルガさんやウルルさんも、自分達の使命を全うしている。

　こんなところで僕が倒れるわけにはいかない。皆でこの戦いを終わらせるんだ。

　僕はそう決意を新たにした。
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閑話　迫る決断の時









　大きく戦況が動き始めていた。

　第一軍団長、ネロの因縁の相手との決闘。

　第二軍団長、コーガと補佐のアーミラによる勇者の足止め。

　第三軍団長、ハンナによる攪かく乱らん。

　混戦こそあったが、我らが魔王軍は状況を優勢に進めていたはずであった。

「ハンナが、捕縛されたか」

　戦場から遠く離れた玉座で、小さく呟つぶやく。

　感じるのは、覚えのある魔力と交戦していたハンナが意識を失い、人間達の手に落ちたということだ。

　彼女は、最も敵に混乱をもたらしていた存在だ。

　それが無力化されたとなれば、人間達の兵も気力を取り戻してしまうだろう。

「やってくれたものだな」

「……魔王様、いかがなさいましたか？」

　いつもの如く、傍らにいるシエルが声をかけてくる。

「第三軍団長が捕まってしまったようだ」

「ええ!?　それってまずくないですか!?」

「ああ、かなりな。それに、捕まえた者の魔力に覚えがある。恐らくハンナを捕らえたのは、コーガを倒したという治癒魔法使いだろう」

「治癒魔法使いは、もしかして他にも強力な魔法を使ったり……？」

「いいや。重要度こそ違えど、能力は昔とさほど変わらないはずだ」

　戦いに溢あふれていた時代、治癒魔法使いは貴重な存在として扱われていたが、今では真逆。

　戦いを忘れてしまった人間達は、平和な世で戦いを知らない生活を手に入れていた。

　その一環で、人々は治癒魔法を簡易的な回復魔法と同一視してしまうようになってしまった。

「少なくとも、戦場を駆ける治癒魔法使いなど私の時代にはいなかったな」

　戦場を駆け、その場で怪我人を癒やし、その命を救う。

　そんなバカげたことをする治癒魔法使いを、私は知らない。

「いつの世も、予想を超えた行動をする人間がいるものだ。常識の枠に当てはまらず、我が道を突き進む強さを持った人間がな」

　遠い昔、幾度となく私の前に立ち塞ふさがった人間がいた。

　奴も、常に私の予想を飛び越える進化を見せていた。

　私自身、その命を奪うつもりで奴と戦っていたが、心のどこかではその成長を楽しみにしていた。

「そういう人間が、再び私の前に立ち塞がってくれる」

　今もなお、戦いの中を駆ける治癒魔法使い。

　その魔力からは潜在能力も魔力量も並程度しか感じられないが、それを覆す力を持っていることは明白だった。

「その行く先に、興味が湧いてきたな。奴のように心折れて破滅と救済を求めるか。それとも、まるで違った道を選ぶか」

「私としては、そのまま引っ込んでくれた方がいいような……」

「フッ、確かにその通りだ」

　シエルのもっともな意見に、笑みを零こぼす。

　今一度目を閉じ、戦いの状況を把握する。

　本来なら、私も玉座に居座っていないで戦いに赴くべきなのだ。

　しかし、魔族の置かれている状況がそれを許してはくれない。

　私はここにとどまり、同胞達が戦うのを見ていることしかできない。

「何もできないというのは辛つらいな、シエル」

「……魔王様は、私達に立ち上がる力を授けてくださったじゃないですか」

「いいや、私は何もしていない。お前達は、立ち上がるべくして立ち上がった。私の存在は、あくまで切っ掛けにすぎない」

　私が復活せずとも、いずれは勇気ある者が魔族全体の生存のために立ち上がっていただろう。

　私は、それを少しだけ早めただけ。

「もしかすると、私が目覚めなければ戦争を起こす必要もなく、魔族と人間が協力する未来もあったかもしれん」

「それは、無理ではないでしょうか？　人間は未いまだに亜人を奴隷として扱っていると聞いています。私達魔族も、人間にとっては……」

「……そうだな」

　この時代の人間は、確かに以前よりも温厚にはなっているだろう。

　獣人を含めた亜人への扱いも緩和されてはいるが、その根本にある認識は私の時代と変わってはいない。

　己とは違う姿をした者を亜人と蔑さげすみ、認めようとしない悍おぞましい認識。

　もちろん、そういう思考を持つ人間だけではないことも理解している。

「どちらにせよ、時が来るまで私はここで待たねばならない」

　いくら弱音を吐こうとも、今の私は何もすることができない。

　だからこそ、今の世代を生きる彼らが戦えるように力を尽くした。

　だが、それでも人間に力及ばないならば──。

「私も、覚悟を決めるべきだな」

　傍らにいるシエルに聞こえないようにそう呟いた私は、窓の外から見える広大な大地を眺めながら、刻々と迫る決断の時を待つのであった。
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